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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　一章　悪あく質しつな出会い
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　部屋の中は温かく、ほんのりと明るい。どこかでだれかが話している。頭の中はまだぼんやりとしている。海をただよっているような感覚がある。目に映るものは、まだ、焦しよう点てんをむすばない。

「ん……」

　なんとか努力してまぶたを上げてみる。自分の状じよう況きようをたしかめてみる。

　おれは窓まど際ぎわの肘ひじ掛かけ椅い子すに、だらしなく、寝ねそべるような状態で腰こしかけているらしい。足の先にベッドがある。その向こうにも同じベッド。それで思いだした。ここはホテルの一室、ツイン・ルームだ。

「桔きつ平ぺい、起きたの？」

　クラスメイトにして通つう称しよう〈氷の女〉、蛍ほたるが池いけ彩あや子この平へい板ばんな声が聞こえてくる。やっと頭がはっきりとしてきた。遠いほうのベッドに人がふたり、腰かけている。一方はおれたちの担たん任にん、南みなみちさと先生。もう一方は言うまでもなく、彩子だ。

「おれ、どのくらい寝てた？」

　まぶたをこすりつつ、おれはたずねた。

「一時間ぐらいかしら」

「よく寝てたわよ。起こすのも可哀かわい想そうだと思ったから、そのままにしておいたけど」

　彩子の返答に続いて、ちさとが説明を加える。あい変わらず間のびした声だ。

「そうですか……」

　椅子の中で身体からだを引っぱりあげた。あらためて室内を見わたしてみる。

　ベッドカバーはくしゃくしゃになっており、上には様々なものが散乱している。ぱっと見て目立つのは、料理のソースで汚よごれた小皿、ウサギとフォアグラのテリーヌ（だったと思う）が半分以上残ったままの大皿、空になったワインボトル、などなど。

　散らかっているのは床ゆかも同じだった。シュリンプの殻からがあちこちに転がっており、横よこ倒だおしになったワイングラスも少なからずある。サイドボードの上には今日まわった観光地各所のパンフレットがばらまかれていた。

「ひどいな……」

　ため息をついた。ベッドの足側にはルームサービスのワゴンが四台。そこにも料理が大量に残っている。なんとかのポワレだとか（灰色の脳のう細さい胞ぼう、などと言いだしそうな料理名だ）、牛の睾こう丸がんだとか（おれは遠えん慮りよしたが、女性陣じんはなぜか興味津しん々しん、むしろ喜々として口へ運んだ）、そういったものだ。すべて竜りゆう介すけがルームサービスでたのんだ品々。

　そうだ、竜介……

「なあ」

　彼女たちに声をかけた。立とうとしたが、よろめき、また椅子に腰を落とした。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん。それより……」

　ふたりの顔を交こう互ごに見くらべて、たずねる。

「竜介は？」

「ずいぶん前に出てったわ。少しよう路じ君も見てたはずだけど、おぼえていないみたいね」

　ちさとが小首をかしげ、ゆったりとした話し方でこたえる。彼女は小こ柄がらで童顔、年ねん齢れいは二十代後半のはずだが、見た目はおれたちと変わらない。いまも派手な黄色いパジャマを身につけており、それが子供っぽさを助長している。

「ずいぶん酔よってたみたいだから。しかたないわ」

「すいません。慣れないことをしちゃったから……」

　恥はずかしくなり、彼女から目をそらした。ワゴンに載のったワインクーラーが否いや応おうなく目についた。中には半分ほどになった白ワインが入っており、表面を結けつ露ろした滴しずくが流れている。

　いったい何本あけたかわからない。お酒を飲んだことがない、とは言わないが、一度にこれだけ大量のアルコールを摂せつ取しゆしたのは生まれてはじめてだ。

「やりすぎだよな。料理もこんなにあまって……もったいないし」

「よく言うわ」

　彩子がふだんどおりの冷れい淡たんな、感情のない声で言った。

「次から次へとおかわりを注文してたの、桔平じゃない」

「おれが？」

　おどろいて見返した。まったく記き憶おくにない。ルームサービスはうれしいな、量が少ないのは残念だけど、とても贅ぜい沢たくな気分になれるよな、などと考えながら、野鳥料理にかぶりつき、おっかなびっくり白ワインで流しこんだことまでは思いだせるが──おれが次から次へと注文をした、だって？

「おぼえてないのね」

　彩子はうんざりしたように言い、長い黒くろ髪かみをかきあげて、胸むなもとへ流した。彼女もなぜかピンク色のパジャマなどを着ているが、こちらは逆に色気を感じさせる。袖そでや袖からのぞく白い手足が妙みようになまめかしい。

「桔平？」

　呼ばれて我に返り、あわてて視線を引きはがした。

「ごめん。まったくおぼえてないけど……」

「気をつけたほうがいいわよ？」

　ちさとがくすくすと笑う。彼女と彩子の間には旅行のガイドブックが広げられている。明日の計画でも練っていたのだろう。

「酔って記憶をなくしちゃうなんて、とても危険だもの。いくら男の子だとは言っても」

「はあ……」

　彩子が首をふる。

「どうせおぼえてない、って言うんでしょうね。あたしの胸や、足をさわったことも」

「なんだって!?」

　仰ぎよう天てんし、椅い子すから転げ落ちかけた。いくら酔っていたとはいえ、おれが彼女の胸をさわっただなんて──とても信じられない。

「ほんとにそんなことをしたのか？　酔って女の子の身体からだをさわるなんて、最低じゃないか！」

「それは噓うそよ」

　ちさとが言い、彩子のほうを向いてほほ笑えむ。

「蛍池さんったら、ほんとに意地悪なんだから」

「彩子、おまえな……」

　おれは急に脱だつ力りよく感かんをおぼえた。さっきまでも十分に脱力していたが、いまはそれ以上だ。

　会話を続ける気になれず、椅子の肘ひじ掛かけを包むように持って、立ちあがった。

「あら、帰るの？」

　ちさとが目をしばたたかせる。

「そうします。竜介も帰ったみたいだから」

　腕うで時計に目を落とした。時刻は午前一時二十二分。明日の集合は八時だったはずだ。昨日の夜もほとんど寝ねていないから、今日は早くもどるべきだよな、と思った。

「これ、どうしましょう？」

　おれはちさとと目を合わせて、室内の惨さん状じようを手で示した。

「面めん倒どうだから、このままでいいわ。明日になれば、ホテルの、お掃そう除じの人が片づけてくれるから」

「いいんですか？　朝まで、においとか残ると思いますけど」

「あらあら」

　ちさとはおかしそうに言った。

「この部屋で気持ちよさそうに寝てたの、少路君でしょう？」

「すいません」

　おれはベッドの上だけ片づけて、彼女たちの部屋をあとにした。
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　ホテルの廊ろう下かを歩いた。自分と竜介に割りあてられたツイン・ルームへと向かう。ホテルとは言っても、日本のものほど大きくはない。七階建て、白い外がい壁へきに木き枠わくの窓がならんでいる可愛かわいらしい建物で、最初に見たときはアパートかなにかかと思った。

　ドイツ。おれたちの修学旅行先。

　うちは一応の進学校で、二年の後半からは受験勉強に専念せよ、という方針らしい。そのため、まだ二年の一学期なかばだというのに、もうこんな異国へとつれてこられることとなった。しかも旅程の決定権を持つ理事長は筋金入りの変人らしく、昨日からつれまわされているのは奇き妙みような場所ばかりだ。今日はライン川クルーズ、というまともなコースだったが、明日は「バス移動だけでは土地の空気にふれられん！」という理事長の方針にしたがい、朝から列車移動をさせられるらしい。

「まあ、それはいいんだけどさ」

　おれは立ちどまり、目の前を通りすぎていく女子生徒の三人組を見送った。ささやきあい、くすくすと笑いあいながら階段を登っていく。あれはたしか、隣となりのクラスの連中だったはずだ。ほかにもあちこちで生徒たちが行き交かっている。上から下から、彼ら、彼女らの移動する足音が聞こえている。

「うっとうしいよな……」

　毎晩毎晩、よく飽あきないものだ。男子が女子の部屋へ。あるいは女子が男子の部屋へ。おれも彩子とちさとの部屋へ押おしかけていたが、まわりの連中とは意味合いがことなる。

　北ほく摂せつ高こう校こうは全ぜん寮りよう制せいだから、ふだんと状じよう況きようは同じなのだ。にもかかわらず、皆みな、なにを舞まいあがっているのかは知らないが、ホテルの各所で朝まで盛りあがってみたり、愛の告白なんぞをかましてみたりしている。たまたま聞いたところでは、旅行初日の夜に恋こい人びととなり、次の日、つまり昨日の夜に男が別の女から告白を受け、今日の昼には刃にん傷じよう沙ざ汰たへと発展、というような話もあったらしい。まったく、ついていけない。

「桔平も来るか？」

　背中を叩たたかれ、知った顔が横にならんだ。同じクラスの、豊とよ中なかという男だ。妙にゆるんだ表情がだらしない。

「遠えん慮りよしとく」

「気が向いたら来い。四〇三にいるから」

　へらへらと笑いながら行ってしまう。

　ため息をついた。仲間入りしたい、とは思わない。だがこの旅が色気に欠けるのはたしかだ。うわついたことはしたくないが、旅先での偶ぐう然ぜんの出会い、運命の恋、なんてものがあるとしたら、それはそれで、ちょっぴりあこがれないこともない。

「彩子は、ちょっとちがうもんな……」

　美人の部類には入る。だが性格が性格だから、女として見ることはできない。というより、人間として見ることができない。能面のように無表情で、冷れい酷こくで、なにを考えているのかまるでわからない、理解不能な生き物。

　もっとも、おれが彩子の部屋へ行ったのは、女っ気のなさが原因と言えなくもない。隣の部屋から聞こえてくる嬌きよう声せいが耳ざわりで、捨てばちな気分になって、つい竜介の──わけのわからない──誘さそいに乗ってしまったのだ。

　彼は「うまいものを食わせてやる」と言って、おれを彩子とちさとの部屋へつれていった。なぜ教師と生徒が同じ部屋なのかはわからないが、きっと人数と部屋数の都合かなにかだろう。そして、そこで、竜介は宣言をしたのだ。

「俺おれは今回の旅行に際し、バイトでためたカネを大量に所持してきた。ふだん迷めい惑わくをかけておるつぐないの意味をこめて、皆に、最高の料理をふるまおうではないか！」

　彼はルームサービスの番号に電話し、料理をたのみまくった。あろうことかワインまで──ふだんなら確実に止めたところだが、そのときはおれも「まわりばっか楽しそうにしてる」という卑ひ屈くつ、そこから来る投げやりな気分となっていたから、思わず黙もく認にんし、自分もグラスに口をつけてしまったのだ。

　料理を食らい、「ちょっとだけなら」などと言ってワインのおかわりを受けとっているうちに──わけがわからなくなった。そして、目がさめてみたら、あの惨さん状じようだ。

「なんてこった」

　ちさともちさとだと思う。生徒の飲酒を見てなにも言わない、というだけでも問題があるというのに、あろうことか、彼女自身が大だい宴えん会かいに喜々として加わっていたのだ。おおらかな性格にもほどがある。

　竜介は、おそらく、そんなちさとの性格も見み越こして誘いをかけたのだ。ちさとの部屋ならほかの教師が見まわりにくることもない、という考えがあったのかもしれない。

「それにしても……」

　ふと気になった。あれだけ大量の料理、そしてワインだ。本当に竜介がひとりで支し払はらいをしたのだろうか。

　最初、支払いについては、彩子も疑念を抱いだいていた。だが竜介は電話口で特別な指示をしたらしく、最初の料理に関しては、それを持ってきたボーイに直接、料金を現金で手わたしてみせた。それ以後の注文は酔よっていたので知らないが、彩子やちさとはなにも言っていなかったから、支払いは問題なく行われたのだろう。教え子にあれだけの料理をおごらせる、というちさとの性格は置いておくとしても……

「えらく太っ腹じゃないか。竜介のやつ」

　利己主義の塊かたまり、というイメージとはそぐわないが、なんといっても彼は通つう称しよう〈狂きよう気きの男〉だ。ふだんから突とつ発ぱつ的てきになにをしでかすかわからない、無む茶ちや苦く茶ちやな性格で知られている。突とつ然ぜん散財をはじめたとしても、不ふ思し議ぎではないのかもしれない。

　廊ろう下かをつきあたりまで歩いて、自室の前についた。木製のドア。

　鍵かぎを鍵穴に差しかけて、竜介が鍵を持っていない、ということを思いだした。たしかに鍵はかけて出たから、彼は中へ入れないはずだ。一時間以上前に帰った、ということだが──どこか、別の部屋にでも遊びにいっているのだろうか。

「──ん？」

　鍵は鍵穴に合わなかった。部屋をまちがえたかな、と思った。ドアについているプレートを見たが、書かれている番号は鍵の番号と同じだ。鍵穴がつぶれているらしい。こじあけられている？

「まさか、あの馬ば鹿か……」

　竜介のことだ。鍵がかかっていることにいらだち、あり合わせの道具でドアを強ごう引いんにこじあけた、という展開は十分にありうる。

　ノブをつかみ、軽く力を入れてみた。簡単にまわり、ドアは音もなくひらいた。

　案の定、中からは人の気配が伝わってきた。部屋の奥おく、ふたつならんだベッドの向こうに、人の背中が見えていた。動いている。床ゆかにかがみこんでなにかしているらしい。

　よく見ると、ベッドの上、床──部屋中いたるところに荷物が散っている。おれや竜介の着き替がえが椅い子すの背に引っかかっており、歯ブラシが机の下に転がっている。

「なにやってるんだよ。竜介……」

　声をかけたが、彼はふり向こうともしない。夢中で──どうやら、いまはおれの鞄かばんを引っかきまわし、中身を次々と放ほうりだしているらしい。なんてやつだ。

　部屋の中へ踏ふみこんだ。

「竜介！」

　大声で怒ど鳴なりつける。彼の肩かたがびくりとふるえた。ふと、彼の肩にしては小さいように思った。髪かみ型がたも、髪の色もちがうような──。

　ふり向いた顔も、竜介の顔じゃなかった。
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「女の子……？」

　色の白い、外国人の少女だ。年ねん齢れいはおれと同じぐらいか。よくわからない──外国人の年齢はわからない。赤っぽい髪の色が妙みように目を引く。

　おれはあとずさった。混乱してしまう。彼女のほうもおれの出現に混乱しているようだ。目を落ちつきなく左右へ動かしている。手にはしっかりとおれのバッグをにぎっている。視線がそちらへと吸い寄せられる。

「だ……」

　おれはさらに数歩、うしろへさがった。こじあけられた鍵。部屋中に散乱している荷物。おれのバッグを引っかきまわす、外国人の少女。身なりは──ルームサービスやベッドメイキングの係には見えない。夜の繁はん華か街がいで見かけるような、くだけた格好だ。何者だ？──って、そんなの、きまってるじゃないか。

「だれかっ。泥どろ棒ぼうだ！」

　おれは叫さけび、助けをもとめた。

「だれか！」

「あんたじゃないっ！」

　少女がつっこんできた。

「日本語？」

　まちがいない。見た目は現地人──ドイツ人だというのに、彼女は日本語をしゃべった。少し舌足らずなところはあるが、発音自体は流りゆう暢ちようなものだ。

　それどころじゃない。彼女の手の中になにか見えた。飛びだしナイフ。

　おれは身をひるがえしてドアへ向かった。殺される。このままでは殺される。ドアノブに手をのばした。足がもつれる。転びかける。絨じゆう毯たんに膝ひざをついて、ノブにすがりついた。

「わっ!?」

　目の前で、ドアがひとりでにひらいた。おれは鼻を打ちかけた。のけぞるようにして身をもどした。

「どうした。なにを騒さわいでおる？」

　竜介だ。

「竜介っ。泥棒だ！　助けを呼ばないと──」

「なんだと？」

　竜介が目を上げる。おれもつられて視線を部屋へもどした。

　その瞬しゆん間かん、竜介が少女を指さし、「をを!?」と大声を出した。同時に少女が竜介を指さし、「ああ!?」とかん高い声をあげた。

「知りあいなのか？」

　混乱してふたりを見くらべる。

「あんただっ！」

　一度、立ちどまっていた少女が、また迫せまってきた。手元の凶きよう器きは見まちがいじゃない。

　悲鳴をあげそうになった。身がまえた。竜介が不敵に笑ったように思った。

「どうした!?」

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　ドアの外から声が聞こえてきた。野太い声──教師やクラスメイトたちの声だ。

　少女の動きがまた止まった。苦々しげに顔をゆがめる。素す早ばやく部屋中に視線をめぐらせている。逃にげ道をさがしているのだ。なぜか、竜介が舌打ち。

「ドアをあけろ！」

　廊ろう下か側がわから声がかけられる。ドアが叩たたかれる。

　竜介はなぜか背中でドアをもどし、押おさえつけ、うしろ手でチェーンをかけた。

「竜介？」

「桔平、彼女をつかまえろ」

　わけがわからない。少女は──窓をあけている。窓まど枠わくに足をかけている。

　風が吹ふきこみ、彼女の髪かみがふくらんだ。カーテンが揺ゆれた。床ゆかに投げだされていた独和辞書がパラパラとめくれた。

「急げ！」

　竜介が言う。少女は夜の街を見下ろし、おれたちのほうをにらみつけ、また外に目をもどした。そのまま身を乗りだし、窓の外へ消える。

　竜介があとを追った。窓枠に取りついて下を見る。ドアがチェーンの長さぶんだけひらき、教師たちの荒あらい声が飛んでくる。

「桔平、追うぞ」

「馬ば鹿か言うなよ。ナイフを持ってんだぞ？　プロのホテル荒あらしじゃないか！」

「プロがこんなヘマをするものか。それに、しょせんは女ひとりだ。しかも、あの女は桔平のバッグを持って逃げた」

「バッグ……リュックのほうか？」

　竜介が薄うす笑わらいを浮うかべてうなずく。目の前が暗くなった。なんてことだ。あの中にはパスポートや財さい布ふがみんな入っている。あれをなくしたら身動きが取れない。

　竜介が窓から足を出した。窓まど際ぎわのパネル・ヒーターに手をかけている。放熱板を十枚ほど組みあわせたような暖だん房ぼう器具。おれは彼のそばへ近づき、下をながめた。

　少女は雨どいから地面へと続く排はい水すい管かんを伝い降りていた。窓から排水管までは二メートル近くあるが──壁かべぞいの出っばりに足をかけて、飛び移ったのだろう。たしかにリュックを肩かたにかけている。彼女はチラッとおれたちのほうを見上げて、また下へ降りはじめた。特に身軽というわけではなくて、苦労して三階ぶんの高さを移動している。

「助けを呼ぼう」

「それより、俺たちで追いかけたほうが早い。階段は遠まわりだ」

　竜介はもう排水管のほうへ手をのばしていた。迷った。教師たちの声が聞こえている。

「教師どもがすぐに行かせてくれると思うか？　腰こし抜ぬけチキンの若わか白髪しらが野や郎ろうめ」

「若白髪は関係ないだろ!?」

　おれは物心ついた頃ころから髪かみの一部分が白く、そこだけ染めたような色になっているのだ。

　竜介が真顔でおれを見てくる。

「説明している暇ひまはないのだ」

　言っていることは正しい。おれは舌打ちをして、彼のあとに続いた。
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　夜の街を走った。中世そのまま──なのだろう、たぶん──の街並み。リューデスハイムの街は闇やみにおおわれていた。足もとの石いし畳だたみがわずかにぬれている。夕方、少しだけ雨が降った。

「こっちでいいのか？」

　竜介にたずねた。息が切れる。寝ねる前だったから、身につけているのはＴシャツとジャージだけだ。春とはいえ、夜の風は肌はだに冷たい。

「そのはずだ。逃にげる者が山側へ行くことはあるまい？　上はぶどう畑があるだけだ」

　リューデスハイムの街はライン川のほとり、なだらかな丘おかの斜しや面めんに作られている。幅はばの広い道は少ない。

　路地のような道を駆かけおりる。左右の建物から店の看板がつきだし、ぶらさがっている。塗ぬり壁かべや煉れん瓦がの壁が現れては消える。月がかげっているせいで、色はすべて塗りつぶされて見える。カーテンごしに明かりの見える窓もあるが、あいている店はなかった。

「もうすぐ川だ！」

「わかっておる！」

　竜介がこたえる。小さな、広場のような場所をつっきる。角をまがる。下り坂は走りにくい。飛ばしすぎても危険だし、ゆっくり走っていると泥どろ棒ぼうに追いつけない。

　道の先にちらりと人ひと影かげが見えた。まちがいない。

「竜介！」

　彼はうなずいた。あの少女だ。

　川べりの広い道へ出た。舗ほ装そうされた車道があり、川の向かい側には土産みやげ物もの屋やが軒のきをならべている。少女はおれたちのほうを気にしながら走っているが、距きよ離りは確実につまっている。

　やはり女よりは男のほうに体格で分がある。歩幅がちがう。しかも、彼女はリュックをかかえている。こちらは手ぶらだ。あの程度の荷物を持っているだけでも、走る速さには差が出る……。

　雲がとぎれ、月が顔を出した。少女の華きや奢しやな身体からだが照らしだされた。彼女はふり返り、おれたちが二〇メートルほどの距離に迫せまっていることをみとめた。川の堤てい防ぼうを背にして、あきらめたように立ちつくした。

　おれたちも歩調をゆるめた。息があがっている。日ひ頃ごろの運動不足を反省する。酸素を大量に吸いこみ、呼吸をととのえた。

　少女から目を離はなさないように注意した。彼女はナイフを持っている。じわじわと近づく。

「ナイフを捨てろっ。すぐに警察が駆かけつける！」

　はったりをかました。彼女はゆっくりと両手を上げた。

「桔平、リュックを取りかえせ」

　竜介が言う。おれはうなずき、彼女に近づいていった。ライン川の水音が聞こえる。対岸の街──たよりない光の点が散って見える。

　慎しん重ちように、さらに近づく。彼女の荒あらい息づかいが聞こえてくる。

　急に少女の影が動いた。気配が素す早ばやく横へ流れる。一いつ瞬しゆん、川に飛びこむつもりか、と思った。だがちがった。彼女はおれのほうへと身をひるがえした。

　おれは逃にげようとした。遅おそかった。彼女はおれの身体に腕うでをまわした。

　ふりほどこうとしたが、逆にみぞおちをなぐられた。首筋にちくりと痛みが走った。彼女はナイフを捨てたわけじゃなかった。

「動かないで！」

　少女の鋭するどい声が走った。おれはうしろからはがいじめにされ、喉のどもとにナイフの刃はをあてがわれた。言われるまでもない──動けるわけがない。思わずつばを飲みこんだ。ごくりという音が妙みように大きく感じられた。

「おカネを返して！」

　少女が泣きそうな声でうったえた。竜介に言っているようだ。カネを返して？

「なんのことだ？」

　竜介が平然とこたえる。おれが殺されかけているというのに、動じる気配すらない。

「とぼけないでっ。バッグを取ったでしょ!?」

「バッグを取ったのは君のほうだ。そのリュックを俺たちに返せ」

　竜介が言う。少女は自分の肩かたに視線を走らせた。歯を食いしばっているのがわかった。

　少女はナイフを左手に持ちかえた。自由になった右腕を揺ゆすり、リュックの位置を肩から肘ひじ、手首へとずらして──しっかりとつかみ、竜介のほうへ放ほうり投げた。

「こんなのじゃないっ。この中にはない！」

　少女がまたナイフを持ちかえる。刃が一瞬おれの喉から離れ、またふれそうな位置に固定された。いや、ちがう──今度は刃の腹の部分を強く押おしつけられた。

「あんたが、あんたたちはＡツアーの客だって。そう言ったからわたしたのに……」

　彼女の肩がふるえている。全身がふるえている。

　おびえているのだ。おれの喉にナイフをぴったりと当てていながら、本当に傷つけることをおそれている。現在の状じよう況きようをおそれている。

「なるほど。あのときの女か」

　竜介がうなずく。噓うそっぱちだ、と思った。事情はよくわからないが、彼はたったいま彼女のことを思いだしたわけじゃない。最初から、ホテルで見たときから気づいていた。どういうつもりだ？

「あのときは、俺も勘かんちがいしていたのだ。俺たちはＡツアーなのだ、と思いこんでおった。だから君のバッグを受けとってしまったのだ」

「噓……」

「本当だ」

「本当に、まちがえただけで……」

「そうだ」

「なら、バッグはどこなの!?」
















　少女の体温を強く感じる。走って逃にげてきたために息があがっている。薄うすい服を通して汗あせが感じられる。華きや奢しやで、ちっぽけな少女だ。頭の位置はおれよりもずいぶんと下にある。

「わからん」

「あんたが取ったんでしょ!?」

　こうして至し近きん距きよ離りで見ると──けっこう可愛かわいいじゃないか。外国の女の子というと、なぜかお姉ねえさま、というイメージがあったのだが。この子はお姉さまというよりも、妹といった雰ふん囲い気きだ。舌足らずなしゃべり方がそう感じさせるのかもしれない。

　急に彼女と自分との距離を意識してしまう。ふだん女の子とこんなに密着する機会なんてあるわけがない。やせっぽちだが、男とはちがうやわらかさを感じさせる……。

「言っただろう？　俺は自分たちがＡツアーだ、と思っていた」

　竜介が手を両側へ広げる。相手を安心させるように。

　大噓だ、と思った。おれたちのツアー名は北摂高校修学旅行ツアー。生徒ならだれでも知っていることだ。竜介のやつ、いったいなにをたくらんでいるんだ？

　竜介が一歩一歩、ゆっくりと近づいてくる。少女の腕うでがぴくりと反応する。

「君はバッグをＡツアーの荷物にまぜてくれ、と言ったはずだ。だから俺は自分たちの荷物に君のバッグをまぜた。おれの手もとに残っているわけがない。ツアーの荷物にまぎれこんでしまったのだ」

「そんな……」

　声が細くなった。不安定な吐と息いきがおれの肩かたにかかった。彼女は弱すぎる──ホテル荒あらしをするには、押おしこみ強ごう盗とうのような真ま似ねをするには、あまりにも繊せん細さいすぎる感じだ。

　竜介がまた一歩、足を踏ふみだす。少女はうしろも見ずに、彼から距きよ離りを取った。おれもいっしょに引きずられた。彼女のかかとが堤てい防ぼうにふれた。

「安心するのだ。今夜の君の行動について、とやかく言うつもりはない。そもそも、君がバッグを失ったのは俺が原因なのだ。責任を感じている」

　竜介が朗ろう々ろうと続ける。

「つぐなわせていただこう。君のバッグは我々のツアーの、だれかの荷物にまぎれているはずだ。それをいっしょにさがそうではないか。君と我々とで、君のバッグをさがしだす。君にとっても都合がいいのではないか？」

「おい、竜介──」

「動かないで！」

　少女がおれをしめつける。おれはつばを飲んだ。彼女は迷っている。混乱している。背中に感じられる鼓こ動どう──走るのをやめた直後よりも激しくなっている。竜介は彼女を追いつめているのだ。これじゃあまるで、弱い者いじめじゃないか。

「竜介。どういう事情かは知らないけど──」

「いっしょに、さがしてくれるの？」

　少女がうめくように言った。声にはゆらめきがあった。迷いはぬぐえないが、ほかに選せん択たく肢しはない、ということだろう。

「当然だ」

　喉のどの感かん触しよくが変化した。ナイフの刃はが離はなれていく。彼女が腕うでを下ろそうとしている。

「それでいい。心からおわびしよう」

　竜介がほほ笑えむ。おれなら信用するわけがない笑みだが、この子は竜介のことを知らないのだ。本ほん性しようがわかっていない。

「すぐに見つけなきゃいけないの。いますぐさがさないと」

　少女は完全に力を抜ぬいた。ナイフの切っ先が下を向いた。

　ふいに彼女の表情が変化した。身体からだがこわばった。ナイフをにぎる手が固くなった。

「アマル……！」

　押し殺した叫さけび。彼女は竜介のうしろを見ていた。土産みやげ物もの屋ややレストラン、カフェなどがつらなっている、その中のどこか。

　彼女はおれをつきとばすようにして数歩、遠ざかった。

「また来るから。できれば、それまでにバッグを見つけてほしいの」

　低く落とした声だ。だがせっぱつまっている。

「あたしのこともバッグのことも、人には話さないで。でないと──」

　少女は言いやめて、おれたちに背中を向けると、大あわてで駅のほうへ走りだした。なにかにおびえるように。おれたちよりもはるかに恐おそろしいなにか。

　走りだす直前。彼女はおねがい、と言ったように思った。
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「説明してもらうぞ」

　竜介につめよった。彼は鼻を鳴らした。

「たいした事情ではない」

「そんな説明ですむか！　おれは殺されかけたんだぞ!?　しかも、明らかに竜介の責任、って感じだったじゃないか！」

　おれたちはホテルの自室にもどっていた。おれたちが消えた直後は、「部屋から助けを求めるような声が聞こえた」「生徒が窓から外に出ていなくなった」ということでちょっとした騒さわぎになったようだが──それが竜介とおれの部屋だとわかると、いつものことか、ということでおさまったらしい。

　担たん任にんのちさとはおれたちを見つめ、ため息をつき、「もうやめてね」と告げただけだった。それ以上のおとがめはなし。竜介の挙動に関してはあきらめているのかもしれない。

　彼はベッドの上であぐらをかき、腕うでを組んだ。

「……知られたからには、しかたあるまい」

「おい。なんでそう、えらそうにしてられるんだ？　そんな態度が取れる立場なのか？」

「どのみち、内部に協力者が必要だったのだ」

「わかるように言えよ」

　おれはベッドの周囲を歩きまわった。散乱した衣類はくしゃくしゃに丸めてベッドの上に載のせた。落ちついて腰こしを下ろす気にはなれない。

「だれだよ、あの子……」

「知らんな」

「おい竜介。いいかげんにしろ」

　立ちどまり、彼をにらみつけた。おれ自身がナイフをつきつけられた、という事情もあるが──あれは、日本ではちょっとお目にかかれないような女の子だった。可か憐れんで健けな気げな雰ふん囲い気き。竜介だけが彼女のことを知っているらしい、というのは、どうも気にくわない。

「だれなのかは知らん。だが、事情は察しておるだろう？」

　彼は少女に、自分はＡツアーと修学旅行ツアーを取りちがえたのだ、と話していた。少女からバッグを受けとり、自分たちの荷物にまぜてしまった、と……。

「あの子のバッグをまちがった場所に載のせた、ってことだろ。でも、なんでまちがったりしたんだ？　おれたちのツアーはＡツアーなんかじゃない」

「そんなことはわかっておる」

「ならなんで？」

　竜介は肩かたをすくめた。

「二日目の朝、フランクフルトからバスで移動するときだ。手荷物以外は、バスのトランク・ルームに入れておっただろう？」

「うん……」

　バスの下部にある荷物入れだ。大きな荷物はそこへ、まとめてつめこまれていた。

「俺は身み支じ度たくに手間どり、集合場所へ着くのが遅おくれたのだ。だから積みこみも最後だった。そこで自分の荷物を押おしこもうとしていると……あの娘むすめが現れた」

「それで、荷物をいっしょに載せてくれ、と言われたのか？」

「あの娘は『このバスはＡツアーのバスか？』と訊きいてきた。もちろんちがうが、おれはとりあえず『そうだ』とこたえた」

「なんでそんなことを……」

「そのほうがおもしろそうではないか」

　この野や郎ろう。

「……そりゃおもしろいだろうさ。ホテルの部屋に侵しん入にゆうされたり、クラスメイトが刺さされかけたりするんだからな」

　視線に精いっぱいの皮肉をこめて、彼をにらみつけた。

「そのとおりだ」

「おまえな……」

「それで、あの娘は俺に、小ぶりのボストン・バッグをわたしてきたのだ」

　おれはため息をつき、うなずいた。

「それであの子は、あとからまちがったバスに積んだ、と気づいて……バッグを取りかえしに来た、というわけか。でも、なんであそこまでするんだ？　ホテルの部屋にしのびこんだり、ナイフでおどしたり──」

「それだ。俺はバッグを受けとり、とりあえずトランク・ルームに放ほうりこんだ。彼女はそれを見とどけた上で去った。俺は彼女が去ったのを確かく認にんして、あらためてバッグを取りだしたのだ。そして、中を見てみた」

「この悪党……」

「中には札束がつまっていた。人目につかぬよう数えたが、十万マルクはあったはずだ」

「札束？　しかも十万マルクっていったら……」

　一マルクは、たしか五、六十円のはずだ。

「五百万円以上あるじゃないか！」

「そうなる。もちろん俺は自分の鞄かばんを取りだし、そこへ札束を移しかえた」

「猫ねこばば!?　そんな大金を猫ばばしたのか!?」

　信じられない。普ふ通つうなら即そく座ざに、警察にとどけでる額だ。

「最後まで聞け。俺は近くの電話ボックスに移動し、空になったボストン・バッグに電話帳をつめた。元と同じ重さになるように、だ。そして電話帳の上に札を二十枚ほど敷きつめ、あたかもカネが入っているように偽ぎ装そうした。上のファスナーをあけただけなら、まずカネの抜ぬきとりには気づかない」

　やっぱり猫ばばしてるんじゃないか。

「なかなかバスに乗ってこないと思ったら、そんなことをしてたのか……」

「彼女が本来ボストン・バッグを積みたかったのは、Ａツアーのバスだ。だから俺はそのバスをさがしもとめた。すると、俺たちのバスの、真うしろにとまっておるではないか。俺はそのバスのトランク・ルームに偽装したボストン・バッグを積みこみ、その場から離はなれた。だれのカネかは知らんが、抜きとられていることに気づくには、かなりの時間がかかるはずだ」

「よくやる……」

　ただ人のカネを猫ばばしただけではなくて、その犯行の発覚を遅おくらせるための細工までしていた、ということだ。

「……で、そのカネは？」

「使いきった」

「使いきったぁ!?」

「そうだ」

　竜介は悪びれたそぶりも見せず、腕うでを組んだままで、むしろ胸を張ってうなずいた。

「使いきったって……どの程度使ったんだよ……」

「全額、小こ銭ぜにも残さずに、だ。いや、小銭ぐらいは残っておるかもしれんが」

「冗じよう談だんだろ？」
















　信じられない。人から猫ばばしたカネを躊ちゆう躇ちよせずに使ってしまう、という時点で十分に異常だが──それも、五百万円ものカネだ。竜介がカネを手に入れたのは昨日の朝のはずだから、まだ二日程度しか経たっていないというのに。

「たった二日間で、どうやったら使いきれるって言うんだよ!?」

「カネの使いみちなどいくらでもあるわ。桔平のせこい価値観では想像もつかぬような使いみちが、いくらでも、な」

「そんな……」

「いまも、一時間ほどホテルを抜ぬけだしておったのだがな」

　竜介が意味深な笑えみを浮うかべ、横目をこちらへ向けてくる。

「こんな観光収入だけにたよっておるような田舎いなか町まちでも、夜の楽しみ、というものはあるものなのだ」

「よ、夜の楽しみ……」

　ありとあらゆる妄もう想そうが脳のう裏りを駆かけめぐった。赤面してしまう。なんてうらやましい……じゃない。なんて無茶苦茶なことをしているんだ。

「今夜のルームサービスにしてもそうか。猫ねこばばしたカネがあるから、あんなに好き放題使って……」

「あんなもの、残った小銭を処分していたにすぎん。五メートルの移動にもタクシー！　これが基本だ」

「やかましい！」

　彼につめよった。

「自分のしたことがわかってるのか!?　見ず知らずの女の子から大金をだましとって、しかも、それをあっという間に使いきって──完全に犯罪じゃないか！」

「わかっておるわ。だからこそ、足がつく前にさっさと使ったのではないか」

　この極ごく悪あく人にん。

「そりゃあの子も必死になる……」

　五百万円ものカネを、自分のミスで失ってしまったのだ。どんな手を使ってでも取りもどしたい、と考えるのは当然だろう。ホテルにしのびこんだのも無理はない。

「俺は完全に知らぬ、存ぜぬをきめこむつもりだったのだ。最初はな」

　竜介がなぜか、急にあらたまった口調で言ってくる。

「だが気が変わった。あれだけの大金をバッグに入れて運んでいる、となると……あの娘むすめ、ただ者ではない」

「そりゃそうだろう」

「特別な女、というものに俺は惹ひかれるのだ。彼女は他者にはない独自性をそなえておる。それは、特別な感情を抱いだくのに値あたいする要素だ」

「どういうことだよ？」

　おれはたずねた。

「俺はあの娘にほれた。無関係をよそおうつもりだったが、予定変へん更こうだ。なくしたカネをいっしょにさがす、という名目で彼女に近づく。そして、彼女の心をうばってくれよう」

　竜介はそう言い、顔にとびっきり邪じや悪あくな笑えみを浮うかべた。
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　夜が明けた。修学旅行四日目の朝は、予定どおりの列車移動。おれたちはリューデスハイムの街を発たって、フランクフルトで面めん倒どうな乗りかえをすませた。一路、次の予定地──ハイデルベルクの街をめざす。

「心をうばうって──恋こい人びとの関係になりたい、ってことだろ？」

　おれはたずねた。竜介は鼻を鳴らして「むろんだ」とこたえた。

「なにわけのわからないこと言ってるんだよ。カネを盗ぬすんでおきながら」

「なにがわからんものか。人が人を愛し、愛を求める──当然の行こう為いではないか」

「竜介はあの子のカネを使っちゃったんだぞ!?　なのにそのカネを──ありもしないカネをさがすなんて言って、あの子に近づいて、その気を引こうとするなんて。そんなの絶対にまちがってる。やっていいことじゃない！」

「目的のためには手段を選ばない、というのが俺の信条だ」

　こともなげに言う。

「でも……」

　おれは言いつつ、彼女の姿を思いうかべた。竜介の気持ちは、あの子のことが好きになった、という気持ちはわからないでもない──と言うより、わかりすぎるぐらいだ。

　たしかに可愛かわいかった。はがいじめにされたときに感じた荒あらい息づかいが、密着した肌はだの感覚が生々しく思いだされる。華きや奢しやなりにやわらかな身体からだ。

　弱々しくて、だが健けな気げに強がっていた彼女。竜介の言う「ただ者ではない」なんて要素は抜ぬきにしても、彼女は十分に魅み力りよく的てきだった。だからこそ、竜介の邪じや悪あくな計画を見過ごすわけにはいかない。竜介と彼女がむすばれる、なんてがまんできない。

「あの子はドイツ人だぞ？　日本語をしゃべってはいたけど……心をうばうもなにも、うまくいくわけがないじゃないか！」

　竜介に思いとどまらせるための意見だが──ふと、自分に言い聞かせているようにも感じられた。おれ自身、あの子にはかなり惹ひかれている。そのことを強く意識した。かなえられることのない想おもい。

「どうせおれたちはすぐに日本だ。あと一週間足らずで帰国する。ここで──ドイツでうまくいったとしたって、続くわけがないだろ!?」

　座席は二席ずつが向かい合わせになる配置で、竜介はおれの正面にすわっている。おれたちの隣となりにはだれもいない。通路をはさんだ反対側ではクラスメイトたちが大おお騒さわぎしている。北摂高校は基本的に私服だから、皆みな、好き勝手な格好をしている。おれたちの話に注意を向けている様子はなかった。

「ささいな問題だ」

　竜介は窓の外に目を向けた。フランクフルトを出てしばらくは工業地帯が続いていたが、いまは草原、民家の集まり、草原、民家の集まり、という順番で景色が流れている。

「本当に心を通わせることができたなら、俺がこちらへ住んでくれよう。あと一年半ほどの辛しん抱ぼうだ。それで高校生活は終わる」

　思いだした。竜介は高校一年のとき、たっぷり一年間、海外を放ほう浪ろうしてまわった経験がある（ふと思いたって実行したらしい）。そのせいで留年しており、一年生を二回やっているのだ。だから、おれよりも年ねん齢れいはひとつ上になる。彼にとっては海外での生活なんて、なんの抵てい抗こうもないのかもしれない。

「その点、竜介は強いよな。思いきりのよさというか、なんというか……」

「そもそも続けられるのか、などという心配はあとですることだ。まだ親しくなれたわけでもない──好きと感じたのだから、いまは全力でぶつかればよいのだ」

「それは……そうだけど」

　顔が熱くなった。見すかされたような気になる。まだあの子と一度会っただけだというのに、好意を抱いだいてもらえる気配があったわけでもないのに、おれはもう「その後」の心配までしている。

　馬ば鹿かな考えをふりきるように、胸から言葉をしぼりだした。

「……でも竜介、おカネはどうするつもりだよ？　あの子は五百万もの額をなくしたんだ。恋れん愛あいどころじゃないだろ？」

「むしろ好都合だ」

　竜介は車内に目をもどした。

「あの娘むすめは『バッグを返せ』と言っておったのだ。俺がカネを抜ぬきとり、偽ぎ装そうしたバッグをＡツアーの荷物に混ぜた、ということを知らない。俺たちの荷物にバッグがまぎれている、と信じきっておるのだ。彼女としては、我々と協力せざるをえまい」

「勝手に我々、とか言ってるし……」

「ともに協力し、バッグの捜そう索さくを行う──ひとつのことを行うのだぞ？　愛が生まれるには申しぶんない環かん境きようではないか。カネが見つかる、見つからないは、また別の問題だ」

「そんなわけないだろ!?」

　身を乗りだして、窓に拳こぶしを叩たたきつけた。いまは全力でぶつかればいい、などと言っておきながら、なんて姑こ息そくなことを考えているんだ？

「あの子をだましながら気を引く、なんてあんまりだ。おカネはなんとかして用意するべきだし、好きになったって言うんなら、ぜんぶ正直に話すべきだ！」

　竜介は静かに首をふった。

「桔平、考えてみろ。あの娘むすめに真実を語ったところで、いったいなにが変わるというのだ。どうせ旅行中にカネを作るのは不可能。たとえ返すとしても、我々は帰国し、日本でカネを工く面めんして、それから発送することとなるだろう。それならば、いまは親交を深め、返す準備がととのった上で真実を話す、としてもかまわんはずだ」

「それは竜介がちゃんと返す、という前ぜん提ていでの話だろ？」

「むろん、カネは返そう。彼女は俺の心をうばった女なのだからな」

「簡単に言ってるけど──五百万かせぐのがどんなに大変か、わかって言ってるのか？」

「俺はバイトのプロだ」

「時給八百円で一日五時間働いたとして四千円。週五日入れたとして月に八万。一年で──」

「九十六万。五年程度かかるな。五百万貯ためるには」

「そんなにかけられるわけない！」

「俺はもっと効率的に働けるぞ」

「どんなバイトがあるっていうんだよ!?」

「彩子にウリをやらせる、というのはどうだ？　一日五、六万かせがせれば、三か月もかからんぞ」

「ばっ、馬ば鹿かなこと言うな！」

　一いつ瞬しゆん、彩子が中年のサラリーマンに色目を使っている姿を想像してしまった。とんでもない話だ。

「いま話す必要はない、という点に異論はあるまい。それに──」

　竜介はかすかに口もとをゆがめた。

「気にならんか？　あの娘むすめが、なぜ五百万もの大金を持っておったのか」

「それは、まあ、気にはなるけど……」

「ともにバッグをさがす、という名目でいっしょにおれば、話を聞く機会もあるというものだ」

「なんの話？」

　頭上から声が聞こえ、彩子が竜介の隣となりにすべりこんできた。ぎょっとなった。なんてタイミングで出てくるんだ。竜介がだまっていろ、という視線を向けてくる。

　たしかに、五百万を使ってしまった、なんて話を軽々しくできるはずがない。彩子は恐おそろしく意地悪な性格をしている。ただ「おもしろそう」というだけの理由で、みんなに言いふらしてしまうかもしれない。

「ある意味、竜介と似てるよな……」

「なに？」

「なんでもない」

　あわてて言いつくろった。彩子に身体からだを売らせる、という竜介の言葉──彼女の妖よう艶えんな姿をあらためて想像してしまい、思わずむせかえった。

　竜介の刺さすような視線を感じつつ、息を吐はきだす。

「竜介が、現地の子にほれたって」

　問題のない事実だけを口にする。竜介は露ろ骨こつに顔をしかめているが──彩子は妙みように勘かんが働くのだ。ただとぼけるよりも、ある程度は本当のことを話したほうがあやしまれないはずだ、と思った。

「現地の子？　ドイツの女の子、ってこと？」

「そう。一応は知りあいになって……今日も、会う予定だって」

　あの子の、肌はだの感覚が自然とよみがえった。なんてことだ。意識するようになったとたん、猛もう烈れつにまた会いたくなってきた。

「竜介が……めずらしいこともあるものね」

「おれもそう思う」

「いつ会うの？　あたしも見てみたいわ」

「それは──」

　昨夜、彼女は「また来る」と言って去った。だがいまのところは現れていない。

　竜介と目を合わせる。彼は顔をしかめた。

「それだ。あの娘、いくら待っても現れてくれん！」

「嫌きらわれたんじゃないの？　きっともう来ないわ」

　彩子がうれしそうに茶々を入れる。

「そんなはずがあるか！　我々は弱みをにぎっておるのだぞ？　現れない、なんてことはありえん！」

　竜介が声を張りあげる。おれは思わずうつむき、手を顔にあてた。竜介のやつ、自分で墓ぼ穴けつを掘ほっているじゃないか。わざわざ彩子の興味を引くような発言をして……

「弱みって、どういうこと？」

　彩子が眉まゆをひそめ、不ふ審しんげなまなざしを竜介に向ける。

「手洗いに行ってくる」

　おれは席を立った。竜介を──わざと──さめた目で見下ろしながら。

「事情の説明、自分でしろよな」

　彼らに背中を向けた。失言の尻しりぬぐいにまでつきあってられない。車しや輛りよう中央の通路を進み、きゃあきゃあとうるさいクラスメイトたちの間を抜ぬけて、連結部にある手洗いへ。

　手洗いのドアは──スライド式のものだが、なぜか五センチほどすき間があいている。おれはノブに手をかけた。

　にぎる前に、ドアがひとりでにあいた。中から腕うでがのびてきた。

　肘ひじのあたりをぐっ、とつかまれ、内側へ引っぱりこまれた。ドアがとじられる。背中をドアに押おしつけられる。

「だまって」

　また喉のどもとにナイフをつきつけられた。一いつ瞬しゆんで身体からだが硬こう直ちよくする。

　中にいたのは、あの子だ。
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「待ってたんだ……」

　おれは言った。昨夜、はがいじめにされたときと、ほとんど同じ状じよう況きようだ。ちがうのは、昨日は彼女がうしろにいたが、いまは前にいる、ということだけ。

　緊きん張ちようした瞳ひとみがおれの顎あごの下、いまにもふれそうな位置から見上げている。彼女は昨日と同じ服を着ている。着き替がえる暇ひまがなかったのだろう。余よ裕ゆうがないのはあたりまえだ。

「見つけた？」

　彼女が訊きいてくる。声こわ音ねが不安定に揺ゆれている。やはり彼女はこういった荒あら事ごとに慣れていないのだ。ナイフをにぎる手はいかにも不器用な感じだが、必死で強こわ面もてを装よそおい、それをごまかそうとしている。少し疲つかれた様子だが、魅み力りよくは少しもそこなわれていなかった。

「ええと……」

　彼女の目を正視できず、うしろの窓へ目をやってしまう。彼女のカネは竜介が使いきってしまったのだ。一瞬、すべてぶちまけてしまおうかな、などと思ったが──おれにはとてもできない。「君のカネは一マルク残らずなくなりました」なんて、言えるわけがないじゃないか。

「ま、まだ……かな」

　なんとか心の動どう揺ようを隠かくしつつ、おれは言った。彼女が疑わしげな視線でおれを射てくる。

「お、おれたちは大人数のツアーだから、荷物の量がかなりあるんだ。だから、荷物はまとめられて、いまは別の車しや輛りように積んであるから……」

「ならそこから！」

「貨物車みたいな車輛だから、走ってる間は取りにいけなくて。積みこむ前は、調べてる暇ひまがなくて……」

　自分でも恐おそろしいことに、どさくさまぎれの噓うそがすらすらと出てくる。本当は調べようともしていないのに。バッグは本来の、Ａツアーのバスに載のせられており、中身のカネは竜介が使いきったっていうのに！

「いつ調べられるの？」

「あと二十分ほどで駅に着くから、そのあとかな。それまでは待つしかないよ」

　必死で頭を回転させる。いまさらあとへは退ひけない。彼女は下した唇くちびるを嚙かんだ。

「バッグが見つかるまでは、駅から離はなれられない……」

　竜介の言葉が思いだされた。大金の入ったバッグを、なぜこんな女の子が持っていたのか。どうせなら聞いてしまえ──この子のことをもっと知りたい。

「ねえ。どういう荷物なの？　そこまで必死になるなんて」

　彼女はこたえない。

「ある程度、事情は聞きたいよ。おれも協力する──ことになってるみたいだし」

　彼女の黒い目がおれを観察する。やがて、ためらうようにそらされた。ナイフの刃はがたたまれる。

「いいよ。話す……少しだけなら」

　彼女は肩かたから力を抜ぬいた。ふたりの間に、わずかに距きよ離りができる。おれも力を抜いた。

「ナイフをつきつけるなんて、普ふ通つうじゃないと思うけど」

「人からあずかったものなの。だから、絶対に見つけなきゃならない」

　声に苦く渋じゆうがにじんでいる。

「いまはその持ち主が──その代理人が、あたしを追いかけてきてるの。この列車に乗るところを見られて、たぶんその代理人も乗ったと思うから。だから、こうやって隠かくれて」

「見つかりたくないんだ？」

「あたりまえでしょ？　でも駅でゆっくりバッグをさがしてたりしたら、結局は見つかってしまう……」

「その代理人に、事情を説明すればいいじゃないか。悪いのはおれの友だちなんだから、それを話せば」

「事情なんて聞いてくれない。手もとにあれがない状態で会う、なんてできない！」

「なんで？　そこまで聞きわけのない相手なの？」

「怖こわいの」

　彼女は言った。竜介の言葉は、半分は正解だ。普通の事情じゃない。バッグのカネをなくせば問答無用の処置をされる、ということだろう。だが彼女自身はいたって普通の少女だ。ただ者じゃない、なんてとんでもない。

　竜介の口車に乗せられて、カネは日本へ帰ってから用意する、本当のことを話すのはそれからでいい、なんて話を受けいれていたが──どうやらそんな状じよう況きようではないらしい。

「ここで待ってて。とりあえず竜介を──昨日の、おれの友だちを呼んでくる」

　彼女はうなずいた。

「名前は？」

「──ララ」

「おれは桔平。少路桔平」

　彼女はおれを外に出して、こんどはしっかりと鍵かぎをかけた。外の様子をうかがう必要がなくなった、ということだろう。
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「竜介」

　彩子は竜介の向かい、おれがすわっていた位置に動いていた。おれは座席の背もたれで身体からだを支え、竜介の耳もとに顔を近づけて言った。

「彼女を見つけた──ララって名前だって。いまは向こうの、手洗いの中に隠かくれてる」

　車しや輛りようの端はしに目くばせ。竜介は即そく座ざに席を立った。

「わかった。行こう」

「どうしたの？」

　彩子が訊きいてくる。

「つれションだ」

　竜介が断言。彩子をあとに残し、土産みやげものを見せあっている連中をかきわけて進んだ。

「桔平よ。なぜ彩子によけいなことを話した？　俺が現地の子にほれた、などと」

「なんでもない、なんて言うのは不自然だから、話せる範はん囲いのことを言ったんだ。そのほうが本当らしく聞こえるかな、と思って。それより──」

「まあよかろう。それで、あの娘むすめ。なにか言っておったか？」

　おれは通路の先、手洗いのドアをじっと見つめた。

「それを言おうとしてたんだ。カネの持ち主が──その代理人が、追っかけてきてるって。あの子、必死で逃にげてるみたいだ。つかまる前にカネを取りもどしたくて、やっきになってる」

「なるほどな。あれだけのカネ──ろくな連中ではあるまい」

「どう考えてもまずいよ。カネは帰国してから工く面めんする、なんて言ってたけど。そんな悠ゆう長ちようなこと言ってられない！」

　手洗いの前についた。竜介の肩かたに手をかけた。強ごう引いんにふり向かせ、彼の背中をドアに押おしつける。列車の走る音がうるさいから、会話が中に聞こえることはないはずだ。

「すぐに本当のことを話そう。おカネは用意できないけど──あの子にぜんぶ話して、いっしょにカネの持ち主と会うんだ。代理人でもなんでもいいけど、とにかく、あの子といっしょに事情を説明する。そうでもしなきゃ──」

「ことわる」

「なんだって？」

　竜介の言葉が信じられず、一いつ瞬しゆんあっけにとられた。

「どういうことだよ!?」

「いまそんなことをしてしまえば、バッグをさがしつつ──さがすふりをしつつ彼女と愛を深める、という俺の計画が水の泡あわだ」

「そんなこと言ってる場合じゃないだろ!?　そもそも、竜介がカネを使いきったりするから──」

「使ったのは俺だけではない」

　竜介がにやつく。油断のならない、なにかふくみのある笑い方だ。

「昨日の夜の食事は、桔平も十分に楽しんだはずだがな」

　ルームサービスでたのんだ料理のことだ。たしかに美お味いしかったし、心から楽しんでしまったが──

「あれは、竜介がおごるって言ったから食べたんだ。盗ぬすんだカネを使う、なんて知ってたら、絶対に食べたりはしなかった！」

　竜介が笑えみを広げる。

「そんなことを、あの娘が気にすると思うか？　すべてを打ちあけるとしたら、俺は話すぞ。あのカネは俺と桔平とで使いきった、桔平も飲み食いで大いに楽しんだ、と──彼女の桔平に対する印象は、大いに悪化することであろうな。それは、都合が悪いのではないのか？」

「なにを言ってるんだよ……」

「桔平があの娘むすめにほれておる、というのは阿あ呆ほうにでもわかることだ。俺が気づかぬとでも思ったか？」

「そんなこと！」

「当然であろう。あれだけ魅み力りよく的てきな娘なのだ。惹ひかれないほうがどうかしておる」

「おい竜介、だれもみとめたわけじゃないぞ」

「否定するのは勝手だが、すべてを話せば嫌きらわれる、という事実に変わりはないぞ。なんと言っても桔平は彼女のカネで豪ごう遊ゆうし、それを隠かくして彼女に近づいた男なのだ」

「そんな……」

「せっかく旅先で、恐おそろしい偶ぐう然ぜんで知りあえたというのに、相手からはとんでもない盗人ぬすつと野や郎ろうと思われてしまうのだ。すべてを話し、ともに代理人の前で説明を行うとしても──その時間は彼女の呪じゆ詛そを全身に受ける、最悪のものとなろうな」

「おれは知らなかった！　あれがあの子のカネだったなんて、料理代をあの子のカネで払はらってるなんて、おれは知らなかった！」

「そのようなことは問題ではない、と言っておろうが」

「なら返すじゃないか。食べたぶんの料理代ぐらい、すぐに払ってやるじゃないか！」

「それも無理だ」

　竜介が鼻先で笑う。この場の状じよう況きようを楽しんでいるのだ。

「桔平が次から次へとあけたワイン──あれは、一本十万近くするものだった。料理代も合わせれば、桔平の消費分は五十万近く。それを払えるというのか？　いますぐに」

「五十万だって？」

　全身から力が抜ぬけていく。竜介にはめられた、と思った。竜介はおれに大量の高級料理を食べさせ、高級ワインを飲ませることによって、おれを自分と同じ立場へと引きずりこんだのだ。おれは、完全に、共犯者にされてしまった！

「なに、もう少しの間、事実をふせておくだけだ。問題はない──それに、俺は心の広い男だからな。俺がほれた女にあとからちょっかいを出すな、などと言うつもりは毛頭ない。恋こいは障害が多いほど燃えるものなのだ」

「よく言う……」

「桔平も、うまくやれば親しくなれるかもしれんぞ？　あの娘と」

　彼は肩からおれの手を引きはがし、逆に、ぼう然となるおれの肩を抱だいた。

「さあ、彼女に呼びかけよ」

「お、鬼おに……」

　竜介は余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべ、トイレのドアをノックした。返事はない。竜介がじっとおれの目を見つめてくる──したがうしかなかった。

「おれ……桔平だけど。竜介をつれてきた」

　鍵かぎのはずれる音が聞こえた。
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　中に入った。おれがドアをしめた。一メートル×一・五メートルほどの空間に三人。おそろしく窮きゆう屈くつだ。さっきは気づかなかったが、メタルの床ゆかにはすべりどめの凹おう凸とつがある。微び妙みようにぬれて光っている。プラスチックの便座が汚よごれている。目をそらした。

「彼女には言ってある。荷物は別の車しや輛りようだって……」

　渋しぶ々しぶ、竜介に言った。おれがとっさについた噓うその内容。彼は満足そうに口の端はしをゆがめ、了りよう解かいした、というようにうなずいた。

「なかなかやるではないか、桔平も」

「すぐに調べられるの？　駅についたら」

　ララは不安そうだ。おれの背後、ドアの向こう側にチラチラと視線を走らせている。追っ手を恐おそれており、気が気でない、といった雰ふん囲い気きだ。なのに、おれは本当のことを話すことができない。彼女を助けてあげたいが、彼女に嫌きらわれてしまうのは辛つらい──最悪のジレンマ。

「微妙なところだな」

　竜介が白々しくこたえる。列車が揺ゆれている。彼は壁かべに手をついて身体からだを支えた。

「駅についたら、すぐに荷下ろしがある。ただし、駅のある街──ハイデルベルクは見てまわるだけで、宿をとるわけではない。午後にはバスで移動する」

「大きな荷物は列車から下ろされたあとで、またすぐに積まれるんだ。バスに」

　おれはしかたなく補足した。竜介がうなずく。

「そうだ。旅行会社のやとった連中が、まとめて積みかえるだけだろう。調べられる時間は短い」

「でも、見つけるしかないの」

　ララが言う。決意のこもった、追いつめられた者の口調だ。

「どういう相手なのだ？」

　竜介がたずねる。

「バッグの持ち主というのは。あるいは、その代理人か。聞きたいものだな」

「それは……」

　ララは言いよどんだ。

「あんたたちには関係ないよ。ただ、バッグを見つけだしてほしいの。でも旅行会社の人に話したりはしないで。だれにも中身を見られないように、こっそりと見つけてほしい」

「持ち主の要望か？」

「そう」

　ララが、ためらいがちにうなずく。竜介はふむ、とうなずき、また口をひらいた。

「この国の出身と見えるが。なぜ日本語が話せる？」

「えっ？」

　急に方向のちがう質問をされて、ララは虚きよをつかれた様子だ。明らかに竜介の、ララ自身に対する興味から来る質問。

「母親が日本人だから……」

　ララはつばを飲みこむと、おそるおそるおれたちの背後を見やった。

「それより外、見てきてくれないかな？　さっき言った、代理人が来ていないか」

「ふん、よかろう。そいつの容よう貌ぼうを聞いてくれるわ」

「服装は黒だと思うけど……」

　ララが説明をはじめる。と、列車が急激に揺ゆれた。彼女が短く悲鳴をあげた。おれたちは平へい衡こうをうしない、よろめいた。ララがうしろへ倒たおれる。

　おれは彼女のほうへ手をのばした。足がすべった。

「うお!?」

　竜介と、もつれあうようにして前へ倒れる。ララの身体からだが下にある。壁かべに手をのばすが──うまくいかない。手のひらが壁の表面をすべり、摩ま擦さつ熱ねつで肌はだが痛んだ。

　ララは個室の隅すみで膝ひざをまげ、尻しり餅もちをつき、背中を壁の角につけたような状態だ。そこへおおいかぶさる。彼女の膝がおれの下腹にあたる。おれはうめいた。彼女は悲鳴をあげた。

　竜介の体重が上から圧あつ迫ぱくしてくる。おれとララを押おしつける方向に力がかけられる。彼が立ちあがろうと暴れている。

「もがくなっ。よけいに立てないだろ!?」

　怒ど鳴なりつけた。

「どいて！」

　ララがかん高い声でわめく。

「どきたいけど……」

「ちょっと待ま……ぐお！」

　竜介がふらつき、右側の壁に激げき突とつする。立とうとして──こんどは左側の壁だ。支えるおれにも負ふ荷かがかかった。列車の揺れのせいでうまくいかない。

「早く離はなれて！」

　ララが目をとじて叫さけぶ。おれは竜介を押しのけようと首をねじまげた。

　と、ドアが横へスライド──信じられない。鍵かぎをかけていなかったのだ。

　おれたちを見下ろす位置に、担たん任にんのちさとが立っていた。手を口にあててこちらを凝ぎよう視ししている。なにかを否定するように、小きざみに首を左右へ動かしている。

　密室の中。ふたりの男に組みふせられ、のしかかられ、悲鳴をあげている少女。

　とっさに強ごう姦かんの現場、という言葉が思い浮うかんだ。

　おれはあわてた。ちさとは悲鳴をあげた。
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　ちさとは悲鳴をあげた。その声に別の悲鳴が重なった。男、女──無数の絶ぜつ叫きようが入り乱れた。生徒たちがパニックを起こしている。

「なんだ？」
















　おれと竜介は動きをとめた。汚よごれることもかまわずに、床ゆかに手をついた。竜介が便器の脇わきへ転がる。おれはゆっくりと身を起こした。

　悲鳴はやまない。パン、パン、というかわいた音が聞こえた。すぐ近くだ。また聞こえた。いや──あとで聞こえたほうは距きよ離りがあった。

「ちさと？」

　彼女はドアの前でへたりこんでいた。腰こしが抜ぬけているように見える。おれたちのほうではなくて、生徒たちの席があるのとは反対側──連結部のほうを涙なみだ目めで見ている。

「あ、あ……！」

「先生、入って！」

　おれは四つんばいになって手をのばした。ちさとは気づかない。彼女の足首を引っぱった。靴くつがぬげそうになった。彼女ははじめておれのほうを向き、存在をみとめた。

「先生！」

　手をのばす。手まねきをする。ちさとはやっと我に返った。いや、まだだ──おずおずと床に手をつく。こんどは彼女が四つんばいになった。手をおれのほうへのばした。それをつかみ、強く引き寄せた。彼女のストッキングが床にこすれ、やぶれた。

「竜介、外を見てくれ」

「わかっておる」

　生徒たちの悲鳴。パン、パンという音──ののしりあうような声も聞こえた。近くから男の声。遠くから機き関かん銃じゆうのような女の声。外国語だ。おそらくはドイツ語。まったく理解できない。

「ララ！」

　ちさとの身体からだがトイレの中に入った。便器の右側へと押おしこむ。入れかわりに竜介が立ち、彼女の身体をまたぎこえる。

「なにが起こってる!?」

「アマル……」

　ララの顔を見た。彼女は放心したように通路のほうを見ていた。彼女の視線を追う。

　ひらきっぱなしの入り口の前を、黒いスーツの男が通りすぎた。一いつ瞬しゆん、おれたちのほうを見たように思った。右手を前へつきだしている。手には黒い塊かたまりをにぎっている。艶つやのない、角張った銃。煙けむりにつつまれ、激しく振しん動どうし、火を吹ふいている。

　ひらめいた。カネの持ち主の代理人。ララを追ってきた男。

　竜介は──ちさとをまたいだ中腰のまま、立ちあがれないでいるようだ。次々と吐はきだされる硝しよう煙えんに、金属片に、薬やつ莢きように目を細め、顔をそむけている。

　男がなにか言った。男のまわりで壁かべがはじけた。撃うっているだけじゃない──銃じゆう弾だんが飛んできている。列車の金属部品にはじかれ、耳ざわりな音を鳴らしている。

「ララ。なんて言ってるんだ!?」

「我々はだましていない、とかなんとか言っておる。主に話しているのは相手のほうだ」

　竜介が言う。おれは彼の顔を見返した。

「ドイツ語……わかるのか？」

　海外を放ほう浪ろうした経験のある竜介。

「ある程度、聞きとれるだけだ」

「訳してくれ」

　おれは彼のほうへにじり寄った。スーツの男は見えなくなった──だが近くで銃を撃っている。敵の銃弾もとどいている。

　間近で着弾があった。思わず目をつむった。あけた──床ゆかが黒くなっている。

「頭を出すな！」

「ちょっとだけだっ」

　竜介に言い、入り口の縁ふちから顔を出した。スーツの男のうしろ姿が見えた。仁に王おう立だちしている。生徒たちは座席の陰かげに身を伏ふせている。床に這はいつくばっている。悲鳴をあげている。鼓こ膜まくがやぶれそうだ。

　男の、足の間から見えた。車しや輛りようの反対側の端はしから撃うっているやつら。複数だ。

「──女だ」

　金きん髪ぱつの女が狂くるったようにわめきちらしている。銃を乱射している。

「竜介。女が言ってること……」

「『ブツを返せ。よくもだましたな。必ず粛しゆく正せいしてやる』──もめているようだ」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく──弾だん倉そうの交こう換かん。また撃ちあい。悲鳴。車内の空気は煙でまっ白だ。

　列車がまた揺ゆれた。おれはこらえようとしたが──転がり、壁かべにぶつかった。小きざみな振しん動どうが続いている。

「減速してる？」

「もうすぐ駅だ」

　助かった。揺れは小さくなっている。完全に停車しようとしている。騒さわぎは無線で伝わっており、駅では警察が待ちかまえているはずだ。すぐに乗りこんでくるだろう。

　もう一度、首をつきだした。女はまだののしり声をあげており、撃とうとしているが──つれの男たちに止められた。男の数はふたり──いや、三人か。つれの男たちも、女も、そろいの黒っぽい外がい套とうを身につけている。

　外套の男たちが女の腕うでを押おさえつけ、なだめすかし、ひきずるようにして後退していく。連結部近くの乗降口へ向かおうとしている。この列車の乗降口は手動だから、ロックを銃じゆうでふっとばせば、ホームで停車する前に降りられる。

　スーツの男がふり返った。おれはあわてて頭を引っこめた。ララを隠かくすように、膝ひざ立だちになる。

　男は立ちどまり、おれたちを見下ろした。浅黒い顔をしている。生きつ粋すいのドイツ人じゃない。移民か、その子孫だ。男はこまったような顔でため息をついた。

　おれたちは動けない。男はズボンの膝をすこし上へ引っぱり、その場でしゃがみこんだ。

「やっとつかまえたぜ。昨日は逃にげられたが」

　おだやかな声が流れでてくる。竜介が小声で訳し続ける。

「ボスは、連中のブツは質が落ちてきた、と言ってる。だから、連中との取り引きが今後なくなっちまう、ということに関しちゃ問題はないんだ。ただ、ボスのカネをちょろまかす、というのはいただけねえ」

「アマル、聞いて」

　ララが涙なみだ声ごえでうったえる。アマルが首をふってさえぎる。

「さっきの連中から、苦情がとどいたんだ。だがよ、おまえがみんなをはめようとした、なんてだれも考えちゃいねえ。おまえにそんな度胸はねえさ」

「まちがえただけなの！　積むバスをまちがえて、そしたら……」

「まあ聞け。おまえはやってねえし、連中の苦情に関しちゃ、オレがちゃんと処理してやるさ。ただし、ボスのカネはもどらなくちゃならねえ。おまえが取りもどしてボスに返すか、それとも、本来の仕事を予定どおりこなすか──つまり、連中のブツをボスにとどけるか。どちらかを終えるまでは、オレがお目付役だ」

　男はおれたち──おれ、竜介、ちさと──を順番に見た。そして、関心のなさそうな顔で立ちあがった。スーツの皺しわをのばし、一いち瞥べつも残さずに消えた。

　車内の悲鳴はやんでいる。外から聞こえてくる音と声が大きくなった。

　駅に着いたのだ。







　　　二章　少女を守り、異国の街まちを駆かける







　　　　１




　列車の銃じゆう撃げき戦せんで死者は出なかった。負傷者もほとんどなし。かすり傷を負ったやつがいたぐらいだ。だが普ふ通つうの修学旅行で経験するような出来事じゃない。旅行会社は教師連中への釈しやく明めいに必死だった。教師連中は生徒の親たちへの釈明を考えるのに必死だった。

　撃うちあっていたスーツの男と外がい套とうの連中は、警察の手には落ちなかった。

　そして、現地の警察から要よう請せい──という名の強制。

「自由に外出してくださってかまいませんが、先生、生徒さんには事情聴ちよう取しゆをお願いするかと思われます。全員、当面の間は、この街からは出ないようにしてください」

　おれたちを代表して、旅行社の添てん乗じよう員いんが反論。

「ツアーは、午後にはバスで街を出る予定なんです。ホテルの予約やバスの手配などもありますし、今後の日程にも影えい響きようが出ますから──」

　もちろん、反論など通じるはずがなかった。

「今夜のぶんのホテルに関しては、我々警察のほうで手配しました。夜にはこちらの者が足を運び、順番にお話をうかがうつもりです。どうかご協力ください」

　──というわけで、おれたちはひとまず街のホテルへとつれられ、荷物を各自の部屋へ置くこととなった。もちろん、あの騒さわぎのあとだ。ララが荷物の山をあらためる時間、なんてあるわけがなかった。

　持ち主のいない、修学旅行ツアーの荷物にまぎれた、小さなボストン・バッグ。本当に存在するなら、生徒たちがそれぞれのバッグを手にしたあとで、ぽつん、とそれだけ残されるはずなのだが──存在していないのだから、残されるわけがない。バッグ自体は竜りゆう介すけが中身をすりかえ、Ａツアーの荷物にまぎれさせてしまったのだ。

　だがララは気づかなかった。竜介の「いまバッグをさがすのは無理だ。ホテルへ行ってから手を考えよう」という言葉を素す直なおに受けいれた。カネの持ち主──その代理人、アマルの脅おどしを受けて、頭の中がまっ白になっていたのかもしれない。

「昨日までよりもいい部屋だ。家具もしっかりしておるし、壁かべ紙がみの色も落ちついておる」

　竜介が部屋の中を見まわしながら言う。自分の、巨きよ大だいな鞄かばんを部屋の奥おくへ放ほうり投げる。彼は首を左右へ倒たおし、ぽきぽきと音を鳴らした。

「でも、ホテル代はこっちの負ふ担たんらしいぞ。先に予約してたほうのキャンセル代もあるから……結局、おれたちの親が払はらうことになるんだ」

　おれは言った。警察が用意したホテルはハイデルベルクの旧市街、ビスマルク広場から五分ほど裏道を歩いた場所にあった。外から見ると、街の景色に溶けこんだ石造りで、窓には飾かざりの鉄てつ格ごう子しなんぞがはまっており、なかなか重じゆう厚こうな印象を受けた。

　北ほく摂せつ高こう校こうの生徒全員がこのホテルに宿しゆく泊はく、というわけじゃない。ホテルの許容量に合わせて、おれたちはほぼクラスごとに分けられている。たまたまおれたちに割りあてられたのがこのホテルだった、というだけの話だ。

「で。話──」

　ドアのほうへ目を向けた。ドイツ人の──いや、ちがう。ドイツ人と日本人の半々である少女が、手を下腹の前でにぎりあわせ、うつむき、沈しずんだ表情で立ちつくしている。

「聞かせてほしいな」

　おれたちはララを修学旅行ツアーの団体にまぎれさせ、かくまうようにしてホテルまでつれてきた。クラスの連中はじろじろと見てきたが、「あとで説明する」と言って質問をやりすごした。担たん任にんのちさとには「友だちになりました」と言うだけでよかった──「まあ、すてきね」。

「あのような銃じゆう撃げき戦せんに巻きこまれたのだ。なにも聞かずにバッグさがしだけを手伝う、というわけにもいくまい」

　竜介がベッドに腰こしを下ろす。ララはにぎりあわせた手にきゅっ、と力をこめた。

「わかってるよ。でも、言えないものは言えないの」

「おれたちは部外者だし、どうせ数日後には日本なんだ。言っても問題はないと思うけど──できることなら協力してあげるし。それがわかってるから、ついてきたんだろ？」

　おれは言った。目の前で銃撃戦まで起きる、というのは尋じん常じようじゃない。ララがどんなことをやっているのか。どんな立場にいるのか。特とく殊しゆすぎる事情──だいたい想像はつくが、聞かないわけにはいかない。

　彼女はやっと顔を上げた。

「……だれにも言わないで」

「当然だ」

　竜介が保証する。

　おれは彼女に手まねきしてみせた。部屋に椅い子すはひとつしかない。おれは靴くつを脱ぬいで、ベッドの上であぐらをかいた。

「とりあえず、すわろうよ。それで話を聞くから」

「うん……」

　ララは椅子のそばまで歩いてきた。背をつかんで方向を変え、浅く、ちょこんと腰を下ろした。

「アマル──あの、スーツを着てたトルコ人。彼の話を聞いてたと思うけど。あたしはボスのおカネを運んでたの。あのボストン・バッグに入れて」

「ボスってのは？」

　おれはたずねた。

「会社の社長」

「マフィアの親玉か」

　竜介が言葉を重ねる。ララは否定しなかった。こんな少女がマフィアの使いっ走りをやっている。ほかにどんなことをさせられているのか、想像もつかない。心がぐらついた。

「ボスは、田舎いなかで活動している宗教団体と、商品の取り引きをしているの。宗教の連中が商品を栽さい培ばいしていて、ボスがそれを買いとる」

　栽培のついでに精製もやっておるのだろうな──竜介がこっそりとささやく。

「それで、取り引きの方法が──」

　おれは言った。ララがこくりとうなずく。

「ボスは、部下を使って、フランクフルトを出るツアー客のバスに代金をまぜるようにしてる。宗教団体のほうはバスの終着駅でそれを受けとって、こんどはその終着駅から出発する、別のツアー客の荷物に商品をまぜるの。バッグはまったく同じ、小さなボストン・バッグで──ボスは別の街でその商品を受けとる。みんなは通つう販はんって呼んでるけど。最初は商品も代金もちょっとずつの取り引きで、少しずつ量を増やしていったみたい」

「なるほどな。旅行客の荷物なら当局も警けい戒かいしないだろう、という考えか」

　竜介が言う。

「今回は使うのが日本人のツアーだったから、あたしがおカネを積むように言われて……日本語ができる人間のほうが便利かもしれないって、判断したんだと思う」

「でも君は積みこむバスをまちがえた。わざわざ確かく認にんまでしたけど、この馬ば鹿かが噓うそをついたせいで」

　竜介をにらみつける。

「噓をついたのではない。勘かんちがいをしただけだ」

「外がい套とうの連中が宗教団体──取り引き相手か。アマルが撃うちあってた相手」

「約束のバスにおカネが載のってなかったから。だから怒おこってたんだと思う……」

　竜介と顔を見あわせた。「カネが載っていなかった」だけじゃない。バッグだけが載せられ、しかも、あたかも中身がつまっているように偽ぎ装そうされていたのだ。

「そりゃ怒るか……」

「短気な相手なら──金きん髪ぱつの女はいかにも短気、という様子だったが。だとしたら、銃じゆうを持ちだすのも無理はないというものだ」

　おれと竜介はうなずきあった。

「アマルはいつまでに取りもどせ、とは言わなかったけど。でも、ぐずぐずしてたら、あたしはボスに粛しゆく正せいされる」

「まさか、殺されるってわけじゃないだろ？」

　ララが首をふる。

「わからない。いままでそんな例はないけど、だからって今回もないとは──」

　今回もないとは言いきれない。だからララはおびえている。竜介が出来心でやった盗ぬすみのせいで、この子は殺されてしまうかもしれない。

「──ララ、ちょっといいかな。おれのリュックに瓶びん入いりのジュースとかあるから、よかったら飲んでて。昨日、買ったやつだけど」

　竜介の腕うでを引き、バスルームのほうへ顎あごをしゃくった。目で「だまって来い」と伝える。

　裸足はだしのままで彼の袖そでを引っぱり、バスルームに入った。彼のうしろでドアをしめた。

「本格的にやばいぞ」

　拳こぶしをにぎりしめて、竜介の胸をぐっと押おしこむ。

「いますぐ言おう。ぜんぶ告白するんだ──ララに嫌きらわれるとか嫌われないとか、そんなこと言ってられない」

「本当によいのか？」

「ララの命がかかっているんだ。あいつらが撃うちあうところ、実際に見たじゃないか！」

「だが、真相を言ってどうなる？」

　竜介が言った。

「ララは自分のミスでカネを盗とられた。我々はカネを盗ぬすみ、それを使いきった──正直に話したところで、その事情を彼女がマフィアどもに説明したところで、殺されるだけだ」

「そんな!?」

　竜介はため息をついた。そんなこともわからないのか、と言いたげに。

「当然であろうが？　あたしが盗まれました、我々が盗みました、使いきってしまいました──そう話して、ああそうですか。じゃあ用意してくださいね、などと言う相手ではあるまい。桔きつ平ぺいが真相を告白したりすれば、我々全員の命が失われることになるのだ」

「なら……なら！」

　つばを飲み、言葉を続ける。

「警察に言おう！　なにもかも警察に話して、それで守ってもらえば──」

「馬ば鹿か者もの」

　竜介が目を、おれの目に寄せてくる。至し近きん距きよ離りで顔をつきあわせる格好になった。

「ララは運び屋をやっておったのだぞ？　警察などに話せば、まず逮たい捕ほされるのはララだ。しかも、今度はただカネを我々に盗まれた、というだけではなくなる──マフィアからは組織を警察に売った女、と判断されよう。我々は助かるかもしれんが、ララは、ムショの中で確実に殺やられる」

「ならどうすりゃいいんだよ!?」

「しばらく様子を見るしかあるまい」

「そんな……」

　真相を話せばみんなが殺されるし、警察をたよることもできない。もちろんカネを作ることなんて不可能──完全に、あらゆる道が断たれてしまったのだ。

「桔平、これはチャンスだ」

「ふざけてる場合か!?」

「最後まで聞かんか。マフィアのトルコ人は、宗教団体から苦情を受けた、と言っておった。きっと相手には『すべてはララのせいだ』と説明し、自分でも彼女を追っておった、といったところだ。さっきの列車では、ララを追うトルコ人と外がい套とうの宗教団体とが偶ぐう然ぜんはちあわせして、争いが起きた。金きん髪ぱつの女はかなりいかれているようだったからな」

「だからなんだよ」

「考えてもみろ。トルコ人はともかく、外套の連中は、必ずまたララのもとへと現れる」

「だからやばいんじゃないか！」

「金髪女どもから彼女を守り、旅を続けることができれば──ますますララの心をつかみやすくなる、と言っておるのだ。ただカネさがしを手伝うのとは事情がことなる。我々は彼女を守るのだぞ？」

「おれたちがララを守れる、なんて保証がどこにあるんだ!?」

　彼はせせら笑った。

「銃じゆうごときがなんだ？　我々の敵ではない」

「どこから来るんだよ。その自信は……」

「勘かんだ」

「……根こん拠きよなし、ということだな」

　バスルームのドアをあけた。これ以上、話しても無む駄だだ。小声で最後につけ加える。

「ララを守りながら旅行を続ける……バッグをさがすふりをしつづけるって言ったって、いつまでも彼女を同行させるのは無理だ。先生も気にしはじめるし、こんな風に部屋でかくまうってのも限界がある。そのうちだれかに見つかるだろうし──」

「おい、桔平」

　竜介がうめいた。おれたちの左手で、廊ろう下かへと通じるドアがあいた。

　彩あや子こが入ってきた。
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「だれ!?」

　部屋の奥おくで、ララが声をあげた。見ると、椅い子すから飛びすさり、窓まど際ぎわで身がまえている。

「あれ、なんなの？」

　彩子が冷静に言う。ララを指さしている。

「信じられないわ。桔平たちが女の子を部屋につれこんでる、なんて」

「彩子、おまえはだまっておれ」

「言ったの!?　あたしのこと、ほかの人に──」

「ちがう！」

　おれは言った。

「たまたま入ってきただけだから。心配しないで」

　ララの手が上着のポケットをまさぐっている。ナイフを出そうとしているのか。だが手もとがおぼつかない。指先がポケットの中に入っていない。

「信用できない！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。この女は信用できる。協力者となってくれる」

　竜介がさとすように言う。彩子が酷こく薄はくな笑えみを浮うかべる。

「いいのかしら？　あたしなんかを信用したら、どんなことになるか──」

「彩子、たのむから話をややこしくしないでくれ。──それから、ララ」

「なに……？」

「落ちつくんだ。こいつ──彩子はきっと協力してくれる。友だちなんだ。でなきゃ、部屋に入ってくるわけがないだろ？」

「そうだけど……」

　実際、なんで彩子が突とつ然ぜん入ってきたのか、皆かい目もく見当もつかない。

「友だちだったの？　あたしたち」

「彩子、たのむから……」

「冗じよう談だんよ」

　彩子はララに向かってうなずきかけた。

「よろしくね」

「よ……よろしく」

　ララはとまどった様子で、だがおずおずと頭を下げた。彩子がくすくすと笑う。

「可愛かわいいわ」

「聞け。彼女──ララとは、フランクフルトで知りあった」

　竜介が紹しよう介かいする。おれはララのほうを向き、ナ、イ、フ、と口の動きだけで伝えた。彼女は自分の手もとを見下ろし、あわててポケットから手を離はなした。

　竜介が続ける。

「ララは、Ａツアーのバスに自分のバッグを積みこもうとしておった。だがまちがえて、我々のバスにそれを入れてしまったらしい。どこにまぎれたのかはわからんが、どこかにあることはたしかだ」

　よく言う。

「我々は彼女に協力し、いっしょにさがしてやろうとしておる」

　竜介のやつ、自分がしでかしたこと──あるいはおれたちのララへの気持ちや、マフィアのことについては、隠かくしておくつもりらしい。
















「そう」

　彩子がこたえる。なにを考えているのかはわからない。

「それで……どうして、こんな部屋でくすぶっているのかしら。荷物を見つけたいなら、ちさとに言って、みんなにさがさせればいいじゃない。ツアーの参加者全員で」

「だめ！」

　すかさずララが言う。おれと竜介、彩子の顔を見くらべて、おずおずと口をひらく。

「この人……信用していいの？　ほんとに」

「おれたちを信用したんだ。そうするしかないだろ？」

「そうだけど」

　ララは観念したように息を吐はいた。彼女はすぐに納なつ得とくしてしまう。素す直なおすぎる。

「中身を見られたくないの。大がかりにさがしたりしたら、中身を知りたがる人が出てくる。偶ぐう然ぜんに見ちゃう人だっているから」

「そもそも、中身も知らせずに皆みなを動かすのは無理、というものだ」

　竜介が言う。クラス一丸となったボストン・バッグ捜そう索さくというのは、竜介にとっても都合が悪い。そんなことをすれば、バッグなどない、ということがララにばれる。バッグは中身のカネを抜ぬかれ、Ａツアーのバスに載のせられてしまったのだ。

「あたしも中身は知らなくて──あれはあたしのものじゃないから。でも、持ち主からは絶対にあけちゃだめだ、人に見られちゃだめだ、って言われてるの」

　ララが言う。うまい噓うそだ。彩子が「中身を教えてくれ」と言うのを先制でふせいだ。

「きっと死体かなにかね。臓器かも」

　彩子が考えこむように言う。ララがぎょっとした顔つきになる。おれはため息をついた。

「ララ、気にしなくていいから。こういう女なんだ」

「中身を知られたくないから、こっそりと自分たちでさがす。そのために彼女──ララはこの部屋にいる、というわけね。ほかの部屋に、あとでしのびこむために」

　彩子が長い髪かみをかきあげる。竜介がうなずく。

「そうなるな」

　彩子がおれの耳もとに口を寄せてくる。彼女の言葉──その息で鳥とり肌はだが立つ。

「この子ね。列車の中で言ってた、竜介が夢中になってる現地人」

「そうだ」

「桔平もそうなの？」

「ば……馬ば鹿か言うなよ」

　息が止まりかけたが、なんとか平静をたもった。やはり彩子は勘かんが鋭するどい。

「そう。どっちにしても、ちょうどいいんじゃない？　これからみんな外へ出るから、じっくりと調べられるわ。ホテルの部屋を、かたっぱしから」

「なんだと？」

　竜介が片方の眉まゆを上げる。

「呼びにきたのよ、これから街の観光に出るから。ちさとたち、もう下へ降りてるわ」
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「ぐはあ！」

　竜介が絶ぜつ叫きようをあげ、腹を抱かかえ、赤い絨じゆう毯たんの上でのたうちまわる。それを担たん任にんのちさとが見下ろし、こまったような表情を浮うかべている。

「やっぱおれは反対だよ」

　おれは声を落として言い、彩子の肘ひじをつついた。

「竜介とララをふたりだけで残す、なんて。あいつが信用できるか？」

「しかたないわ。あの子をひとりだけで残す、なんてもっと危険だもの。部屋にしのびこんでいるところをだれかに見られたら、きっと警察に通報される。でも、あたしたちのだれかがいっしょなら、どうとでもごまかせる」

「でもそれが竜介ってのは──」

「痛い痛い！　先生、おれは腹が痛いのだ。観光なんて、とても無理だ！」

　竜介が過か剰じようとも思える演技で主張する。ホテルの廊ろう下かを転がりまわる。ほかのクラスメイトたちも集まってきた。また竜介がなにかやっているらしい、という目で彼のほうを見ており、口々にささやきあっている。聞こえてくる言葉──「あれ、絶対に噓うそだぜ」。

「ほらな？」

　さらに、彩子のそばでささやく。

「あいつが言ったんじゃ、信じてもらえるわけがないって」

「いまさら桔平があれをやる、というわけにはいかないわ」

「おれも残るようにするよ。竜介と同じものを食べてあたった、ってことにすればいい」

「食中毒？　それこそ検査のために、全員が残らされることになるじゃない。バッグさがしどころじゃなくなるわ」

　バッグなんてないのだ、と言うわけにはいかない。

　竜介は自分から居残りを申しでた。それどころじゃないっていうのに、彼はララとふたりきりになりたい、抜ぬけがけをしたい、などと考えているのだ。見え見えの魂こん胆たんだが──おれはとっさに反対できなかった。彩子とララがあっさりと賛成したために、反対する機会を失ってしまったのだ。

「絶対にまずいぞ……」

　ホテルの部屋で──しのびこんでいる間は鍵かぎをかけているはずだ──ララとふたりきりになったときに、竜介が紳しん士し的てきな態度をたもつとは思えない。ララが粛しゆく正せいされる前にやれることを、などと、とんでもなく不ふ埒らちなことを考えるかもしれない！

　彼を見下ろした。ふるえる手をちさとのほうへのばしている。わざわざ廊ろう下かへ出てのたうつ必要もないだろう、と思うのだが。

「お医者さんは必要？」

　ちさとが小首をかしげる。竜介がぶんぶんと首をふる。

「部屋で休んでいれば治る。おれはそうやっておたふく風か邪ぜも治した」

「うまくいってるみたいよ」

　彩子が言った。

「だとしても、竜介とララがふたりきり、というのはどうかと……」

「そうかしら？」

「少しよう路じ君。宇う野の辺べ君を部屋へつれてってくれる？」

　ちさとが気の抜ける声で言ってきた。

「いいですけど……」

　竜介がゆらりと──まるで糸で引かれた人形のように──立ちあがった。おれの首に腕うでを巻きつける。

「彩子との会話、聞こえておったぞ。俺おれは耳がよいのだ」

「だからなんだよ」

　彼を肩かたにかついだ。ちさとに軽くうなずきかけて、クラスメイトたちをあとに残す。つきあたりの部屋まで、ほんの数メートルの距きよ離りだ。

「よほど残したくないらしいな。俺とララを」

「あたりまえだろ？　ララが殺されるかもしれないっていうのに、なんでそんなことしてられるんだよ。こんな状じよう況きようで、まだララに手を出そう、なんて考えて……」

「言いたいことはわかる。だが、自然にいい雰ふん囲い気きとなる、ということも考えられるぞ」

「考えられるか！」

　頭に浮うかんだ。ホテルの一室。竜介とララがゆっくりと指をからませ、唇くちびるを近づける映像。なんておぞましい。彼女が竜介に惹ひかれるなんて、あるわけがないのだ。

　ララはいま、おれたちの部屋で時間をつぶしている。生徒たちが観光に出てしまうのを待っている。アマルや、金きん髪ぱつ女おんなどもの影かげにおびえながら。

「ララのことは俺にまかせろ。外がい套とうの連中が何人押おしよせて来ようが、返りうちにしてくれるわ」

　竜介がおれの耳もとに口を寄せ、いやらしい笑えみを見せてささやく。

「桔平はせいぜい、カネの作り方でも考えておれ」
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　クラスメイトたちと外へ出た。昼の光が石いし畳だたみの古い街並みを照らしている。昨日のリューデスハイムとは異なり、背の高い建物がならんでいる。どっしりとした五、六階建ての建造物。現在は中にデパートやホテルやレストランなどが入っている。元は、数百年前はなんのための建物だったのか、おれにはわからない。

　ネッカー川に面した歴史ある大学都市、ハイデルベルク。

　道ぞいにある建物の一階には食べもの屋が目立った。ソーセージやパンの親しん戚せきみたいな食べものの屋台も多い。

「どこへ向かってるんだ？」

　ぞろぞろと歩く生徒たち。その波に流されながら、隣となりを歩く彩子にたずねた。彼女はあくびなどしている。

「お城でしょ。あれじゃないかしら」

　彼女が顔の角度を上へ。おれも視線を転じた。建物の屋根がとぎれ、川とは反対側──斜しや面めんに建つ巨きよ大だいな城がかいま見えた。城と言うよりは要よう塞さいだ。砂岩の要塞。外がい壁へきはところどころがくずれていた。

「気になるのね。ララのこと」

「あたりまえだろ？」

　ララの身を守らなくちゃならない、カネを用意しなくちゃならないっていうのに──いまは、ララと竜介がふたりっきりになっているのだ。彼女の身には二重の意味で危機が迫せまっている。気にならないわけがない。

「でも、勘かんちがいするなよ。べつにあの子のことが好きだとか、そういうんじゃなくて」

　竜介にはあっさりと見み抜ぬかれてしまったが、彩子にまで打ちあける必要はない。それをネタにさんざんからかわれ、いじめられるなんてごめんだ。

「こうしている間にも、外がい套とうの連中が来てるかもしれない。だから気になって……」

「外套の連中──列車で、銃じゆうを撃うってたやつらね。ララと関係があるの？」

　口がすべった。彩子にはカネやマフィア、宗教団体のことは話していなかった。

「ララは、あいつらもバッグを見つけたがってる、ララが持ってると思いこんでる、と言ってたんだ」

　観念して白状した。かまうもんか。これぐらいのこと、竜介が話すべきだったのだ。彩子に言ったところで、だれがこまるっていうんだ？

「価値のあるものが入っている、ということね。銃を撃つような連中まで現れるんだから。そんなやつらが、ララを追いかけてきてる」

「そうだな」

「危険だわ。あの子も、あなたたちも」

「わかってる」

「竜介はわかる。あの子のことが好きだ、と言ってるんだし、そもそもあの性格だもの。でも、桔平はちがうわ。本来、腰こし抜ぬけのはずよ」

「い、言ってくれるな……」

　石いし畳だたみの道が傾けい斜しやしはじめた。一行は建物にはさまれた坂道を上っていく。ほかのクラスとの合流はなし。おれたちのクラスだけで城を見にいくつもりのようだ。

「腰抜けの桔平がララに協力するなんて、ただの正義感だとは思えない。ふだんの桔平なら、迷わず担たん任にんのちさとに相談してる。もしくは、警察へ行ってる」

「なにが言いたいんだ？」

「桔平も好きなんでしょ。ララのことが」

　なにもかもお見通し、というわけか。彩子は魔ま女じよだ。くやしいが、彼女が相手では噓うそをついたって無む駄だだな、と思った。

「まあちょっと……可愛かわいいな、とは思うけど」

「無駄なことね。ララが桔平のことを好きになる、なんてありえない。仮にあったとしても、国こく籍せきの壁かべは厚あついわ」

「い、いやなことを言ってくれるじゃないか……」

　指し摘てきされて思いだした。最初に考えていたこと──ドイツの女の子となんて、ましてやマフィアの一員となんて、続けていけるわけがないのだ。ララの健けな気げさに惹ひかれ、竜介に乗せられたこともあって、すっかりその気になっていたが……。

「どうせうまくいかないんだから、あきらめればいいのよ。バッグをなくそうが見つけようが、ほっとけばいい」

「それは、そうだけど……」

　彩子の言うとおりかもしれない。ララのことが好き、という感情があるから、こんなに頭を悩なやませているけど──よく考えてみたら、無関係をきめこむことだってできるんじゃないか。

「そうだよな。カネを盗ぬすんだのは竜介なわけだし……」

　おれは知らずにララのカネで飲み食いをした、というだけなのだ。ララにどう思われようとかまわない、竜介が彼女になにを吹ふきこもうとかまわない、あとは彼らの問題、と割りきることができれば──

「なにか言った？」

　彩子が眉まゆをひそめ、訊きいてくる。

「い、いや……なんでもないよ」

　長く、長く息をついた。やっぱりだめだ。好きになった相手が殺されかけてるっていうのに、自分は無関係だ、なんて──割りきれるわけがない。

　彩子の、すました横顔をながめた。

「うまくいくかいかないか、続くか続かないか、なんてのは別問題だ。好きな相手が目の前でこまっているんだから、ほっとくわけにはいかないよ」

　彩子はふっ、と表情をやわらげた。

「そう言いきれるんなら、本物なんじゃない？」

　騒さわがしい一団とすれちがった。おれたちの脇わきを通りすぎていく。地味な外がい套とうを羽織った金きん髪ぱつの女を先頭に、同様の姿をした男たちが続いている。

　なにげなくふり返り、妙みような一団のうしろ姿を目で追った。先頭の女はヒステリックに叫さけび、つれの男に強きよう烈れつなびんたをかましたりしている。

「なあ。あれって……」

「やつらね。駅からはうまく逃にげたみたいだから。警察に言ったほうがいいかしら」

「冷静に言ってるけど……あいつら、どこへ向かってると思う？」

　思わず見つめあった。

「連中がララに見張りをつけていたとしたら……ホテルね。あたしたちの」

「もどろう」

　急激な方向転てん換かん。
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「先生、忘れものを思いだした！　すぐに追いつくから、先に行っててください！」

　おれは叫んだ。制止するちさとの声は無視した。坂を駆かけおりた。

　外套の一団を道の先にみとめて、あわてて立ちどまった。見とがめられるとまずい。やつらがララに見張りをつけていたのだとしたら、おれや竜介といっしょの所も見られているはずだ。いま大あわてで連中を追いこしたりしたら、呼びとめられるかもしれない。

「彩子、別の道を使おう。あいつらに見つからないように」

「先にホテルへもどるわけね」

「そうだ」

　あいつらは走っているわけじゃない。うまくやれば竜介とララに警告できる。いっしょに逃げられる。

「山側からまわりましょう。昨日の夜、ガイドブックを見てたから。街の地図は頭に入ってるわ」

「すごいな」

「だいたいだけど。……こっちよ」

　彩子が身をひるがえす。その背中を追いかける。観光客たちがふり返って見ている。観光地で全力疾しつ走そうしている男女はめずらしい。まわりに一番多いのは日本人だ。日本人に人気の街。別の国にいる気がしない。

「くそっ。観光どころじゃないな」

「もっとおもしろいじゃない」

「言ってる場合かよ」

　裏道をつっきる。このあたりに名所はない。観光客の数も少ない。

　陽ひの光が心ここ地ちよかった。気温は暑くも寒くもない。脇わきの下に軽く汗あせを感じる。

「見えたわ」

　彩子が言う。一いつ瞬しゆん、どの建物のことを指しているのかわからなかった。おれたちが泊とまっているホテル。別の方向から見るだけで、ずいぶんと印象がちがって見える。

　ガラスの回転ドアを抜ぬけた。薄うす暗ぐらいエントランスに入った。ベージュ色の壁かべ紙がみ、天てん井じよう、石の床ゆか。正面のフロントで禿はげた男が顔を上げる。外がい套とうの一団は来ていないようだ。

「忘れものをしたんだ！」

　駆かけこみながら言った。フロントの男はけげんそうに目をすがめた。日本語なんて通じるわけがない──いくら観光都市だとはいっても。

　フロントの横を通り、階段を三段飛ばしで駆けあがった。うしろの彩子に──

「おれたちのツアーが使ってるのは？」

「三階から上、ぜんぶよ」

　竜介とララは各部屋を片っぱしから見てまわっているはずだ。いまこの瞬間、どこの部屋にいるのかはわからない。早く見つけださねば。

「おれは四階を調べるから、彩子は三階を見てくれ。ララをさがすんだ──大声で呼ぼう」

「いいわ。ここで連中をむかえうつ、とかはしないのね」

「できるわけないだろ!?」

　顔を上へ向けた。彩子が遠ざかるのを背中で感じた。四階へ。

「竜介！　ララ！　あいつらが来てる！」

　叫さけび、廊ろう下かに立ちつくした。左方向、五メートルほど先で、中年のベッドメイク係がおれを見ている。びっくりしたような表情だ。道具の入ったワゴンに片手を置いている。

「竜介！」

　ベッドメイク係がいるほうの廊下は一〇メートルほどの長さがある。右側はすぐにつきあたり、廊下は左側へ折れまがっている。ひとつひとつドアを叩たたいていく──？

「桔平、来て！」

　下から声が聞こえた。彩子だ。足を止め、手近なドア枠わくに指を引っかけて慣性を殺した。身体からだを階段のほうへ引きもどす。

「いたのか!?」

　階段を降りた。踊おどり場ばで反転。最後は六段を飛びおりた。絨じゆう毯たんの上に手をついて衝しよう撃げきを殺した。

　左右を見た。右側──上の階ではベッドメイク係が立っていたあたりだ。彩子がドアをあけて手まねきをしている。彼女が中へ入った。

　ドアがゆっくりととじる。しまりきる前に手をつっこんだ。ドアを引きもどした。

　入った。壁にそってそなえつけの机があり、その前でララがかがみこんでいた。まわりではぶっちらかした荷物が混こん沌とんを作っていた。

「もうちょっと待って！」

　ララが言う。竜介が歩み寄ってきた。なぜか上着を脱ぬぎ、Ｔシャツ姿になっている。

「来ておるのか？」

「わからない。でも念のため、と思って──」

　竜介のうしろ──窓が目に入った。彼を押おしのけて部屋を横切った。ララは必死でバッグをさがしている。そのうしろを歩く。彼女のうなじが目に入る。つばを飲みこむ。好きになるべきじゃない相手。好きにならなけりゃ、こんなふうにあわてる必要もない──。

　カーテンをあけた。部屋は正面の通りに面していた。下を見た。

　外がい套とうの一団。金きん髪ぱつの女が首をまげて上を見ている。目が合った。鳥とり肌はだが立った。

「来てる！──このホテル、裏口とかは？」

「わかるわけがなかろう」

「ごめん。ここにはないみたい」

　ララが立ちあがった。おれのほうを見ていた。助けたい、と思った。

「いま、あの女に見つかったんだ」

「まぬけめ」

「うるさいな」

「けんかしないで！」

　ララがさえぎる。彼女をまっすぐに見すえた。

「下へ降りよう。そこでやりすごして、やつらが上へ行ったら──」

「出るのね」

　ララが息を吸いこむ。
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「竜介。さっきの部屋──」

　階段を駆かけおりる。おれ、竜介、ララ、彩子の順番だ。

「どうやって入ったんだ？」

「針金で鍵かぎをあけた。古いホテルだからな」

「無茶をしてる……」

　階段の手すりは木製だ。黒光りしている。たしかに古い建物。

「あいつらから隠かくれたいけど。鍵をあけるのって、どのくらいかかるんだ？」

「二、三分。場合によっては、十分はかかるな」

「間にあわないよ……」

　ララがか細く、うめくように言う。

　下から言い争う声が聞こえた。やつらとフロントの男がやりあっている。あたりまえだ。あんなあやしいやつら、素す直なおに通すはずがない。おれたちは宿しゆく泊はく客きやくだから、とがめられずに通過できたが。

「禿はげのおじさん。がんばってくれよ……」

　踊おどり場ばを越こえ、二階の廊ろう下かへと出た。あいているドアはない。右か、左か──勘かんで左へと向かった。つきあたりの角をまがる。

　下からパン、パン、という銃じゆう声せいが聞こえた。フロントの男が撃うたれた？──まさか。

「威い嚇かくにきまってるわ」

　彩子が鼻を鳴らす。

「そう思いたいけど……」

　正面にドアがあった。客室のドアとはものがちがっている。おそらくは外へと続く、非常用のドアだ。

　取りついた。鍵がしまっていた。押おしても引いても動かない。思わず蹴けりつけた。

「さすがこっちの建物。頑がん丈じようだよ……」

「ベンツの国だからな」

「ねえ、みんなは逃にげないでいいんじゃないの？　追われてるのはあたしだから……」

　ララがためらいがちに提案する。おれはドアから離はなれた。

「もう遅おそいよ。おれと竜介は、たぶんララといるところを見られた。でなきゃ、連中がここへ来るわけがないんだ」

「俺たちも目をつけられた、ということだ。気にするな」

「そんな……」

　ララがうろたえる。

「そうじゃなかったとしても、君をちゃんと逃がす。それぐらいはしてみせる」

　まちがいなく正しい、と思える行こう為いだ。

「竜介」

「なんだ？」

「四階の通路に、ベッドメイク係がいたんだ。彼女なら鍵を持ってるから、どのドアだってあけられる。竜介はドイツ語ができるし、ララを行かせるわけにはいかないから……」

「なるほどな」

「あたしも行くわ」

　彩子が言った。

「どうするんだ？」

「ここは階段のほうから死角になってるけど……やつらが来たらそれで終わり。逃げ道はないから」

　彼女が髪かみをかきあげる。

「あたしが食いとめるわ。あたしはこの子といるのを見られたわけじゃないから、無関係のふりができるもの」

「いいの？」

　ララが彩子を見上げる。

「相手は四人。きっとひとり一階ずつ見てまわるから、あたしが相手にするのはひとりだけ。道を訊きくなりなんなり、適当にあしらえる」

「彩子、楽しんでるだろう？」

　おれの言葉に、彩子が笑えみを浮うかべる。

「行ってくれ」

　おれは言った。彩子と竜介が、来た道を引きかえしていく。
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「できるだけのことはしよう」

「うん……」

　あらためてララの顔を、身体からだをながめた。目の前の彼女──ただ者ではないどころか、普ふ通つうの少女よりも弱く見える。必死で強がって、虚きよ勢せいを張っているように見える。おれはやっぱりこの子に惹ひかれている。うまくいかないとしても、続けられるわけがないとしても、その事実は変わらない──胸がちりちりと痛む。

　目をそらした。廊ろう下かを三歩もどり、ドアに体当たりをかけた。肩かたを痛めただけだった。

「桔平っ。あそこ！」

　ララが指さす。角のドアがひらこうとしている。髪の白い、太った外人の老ろう夫ふう婦ふが出てきた。サングラスをかけた観光客。おれたちには気がついていない。

「ここは二階だから。窓から降りられるかもしれない！」

　ララが鋭するどく言った。彼女は言い終える前に動いた。老夫婦のほうへ向かっていく。

「待って！」

　あわてて追いかけた。

「ナイフは使うなよ……」

「ごめんっ。どいて！」

　鍵かぎをかけようとしていた老夫婦とドアとの間に、小さな身体が強ごう引いんに割りこむ。老人たちはおどろき、のけぞるようにしてうしろへ。爺じいさんのほうが抗こう議ぎの声をあげる。

　かまわず、ララがドアを引きあける。おれは追いすがった。視界の隅すみに黒い影かげが映った。階段の方向──外がい套とうの男だ。舌打ち。男が声をあげた。ララがふり返った。おれは言った。

「前を向いてるんだっ。中に入って！」

　爺さんがおれの肩に手をかけてくる。それをふりはらった。ララの背中を押おすようにして室内に入った。すぐにドアをもどし、鍵をかける。老夫婦がドアを叩たたいている。

　照明は消されている。とじられたカーテンの布を通して、淡あわい光が中を照らしている。きっちりととのえられたベッドカバー。

　ララが窓へ近づく。カーテンを両側へすべらせる。道路を見下ろした。

「けっこう高いけど。どうしよう……」

「見せて」

　地面は三メートル──いや、四メートル近く下にあった。古い建物は天てん井じようが高い。路ろ駐ちゆうしている車でもあれば、その上に飛びおりるのだが──このあたりは進入禁止の街区だ。

「シーツを結んで使う、とか……」

　ララの視線がベッドへ向けられる。シーツを命いのち綱づなに使う──映画でよく見る方法だ。

　ドアが強く、乱暴に叩かれた。男が乱打している。声をあげている。

「なんて言ってる？」

「ここだ、この中にいる、って。あのお爺さんとお婆ばあさん、平気だといいけど……」

「連中も、無関係な人を巻きこんだりはしないよ」

　根こん拠きよのない発言だ。言ってから気づいた。窓の下に、壁かべにそなえつけのパネル・ヒーター。ドイツのホテルならどこにでもある代しろ物もの。

「ヒーターとシーツを結ぼう」

「うん」

　ララが動く。ベッドカバーをはぎとる。シーツを引っぱりだして、おれにわたした。

　受けとった。身をかがめた。

「おれが結ぶから。先に降りて」

「いいの？　桔平──」

　多くの意味をふくんだ質問、視線。なぜそこまでしてくれるの？──答えはきまっている。友人がトラブルの原因を作った、といううしろめたさ。そして、なにより、おれは彼女に惹ひかれている。

「追われてるのは君だから」

　ララが窓を全開にし、窓まど枠わくの上へ押おしあげる。おれは苦労してシーツをヒーターに結びつけた。不器用なおれ──無む駄だになった部分が三〇センチ以上出た。だが一階ぶんの高さを降りるなら問題はない。シーツを思いきり引いてみた。しっかりと固定されている。

「早く出るんだ。急いだほうがいい……どうせ、すぐに気づかれる」

　ララはうなずいた。そして降りた。




　　　　８




　ララは下でおれを待っていた。ふたり、ならんで走った。おれは彼女の手をにぎりたかった。手を取りあって走りたかった。できなかった。

　彼女はこの街に来たことがなかった。案内役にはならない。おれは記き憶おくを呼びおこし、彩子と走ってきた道を逆にたどった。傾けい斜しやした道と石段を上り、ハイデルベルク城へ。

　観光客の大勢いる場所。ちさとやクラスメイトたちが向かったはずの場所だ。同年代のやつらにまぎれられれば、外がい套とうの連中をやりすごせるかもしれない。

「いた……」

　北摂高校の生徒たち。ほかのクラスの連中が歩いている。外国人の少女とつれだっているおれを見て不ふ思し議ぎそうに目をぱちぱちとやっている。だがうちのクラスの連中は見あたらなかった。ちさとたちは別の場所へ移動したのか。それとも、ハイデルベルク城が広いだけか。

　広大な石の廃はい墟きよ。それを取りまく外がい壁へきが散策路となっている。外壁の外側も、内側も、大量の緑でおおわれている。全体的に赤っぽい屋根をした街を見下ろすことができる。

　おれとララは外壁の端はしに腰こしを下ろして息をととのえた。ビルの屋上の端にいるような感じだった。ホテルへもどるときは脇わきの下だけだった汗あせ──いまは背中にも、顔にも、ぐっしょりとかいていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　ララに訊きいた。彼女はまだ息をあえがせていた。おれのほうを向いて、照れくさそうにほほ笑えむ。

「うん。ありがとう」
















　ララの上気した顔。ふいに馬ば鹿か馬鹿しくなった。そりゃマフィアや外套の連中は怖こわい──だけど、だから彼女を放ほうりだす、なんて馬鹿げている。

「どうしたの？」

「なんでもない」

　気持ちを切りかえ、あらためて景色をながめた。陽ひの位置が低くなろうとしている。

「きれいな街だね。ここ……」

「そうだね。あたしが住んでる街よりは、ずっときれい」

　ララが住んでいる街。竜介が彼女と出会ったのは──

「フランクフルト？」

「そう」

「都会だな」

「本物の、人が住むための街。こういう、見るための場所とちがって」

　訊きたくなった。人が住むための街で、どんな生活をしているのか。なぜマフィアの使いっ走りなんてやっているのか。

「どうして、いまみたいな仕事を？」

　彼女は眼下に目を向けたままだ。

「父親の仕事。前から職場には出入りしてて。それで手伝うようになったの」

　マフィアの娘むすめ。生まれつきのやくざだが、いまにもこわれそうな少女でもある。日本人の女性──彼女の母親は、マフィアの子供を産んだ。そういう人だっているだろう。たまたま好きになった相手がマフィアだった、というだけの話だ。

　たまたま好きになった相手が、ドイツのマフィアだった、というだけの話……。

「お父さんは？」

「いるよ。ボスの下で仕事してる」

「なら、お父さんに言ってもらえば──」

　ララは首をふった。少し、さびしそうに。

「だめ。パパは下っぱだし、臆おく病びようなの。今回のこと、知ってるかどうかわからないけど。──知ってても、どうにもならないと思うから」

　唐とう突とつに理解した。彼女は自分の失敗のせいで父親に迷めい惑わくがかかることをおそれている。

　罪悪感がふくらんだ。竜介のせいだ。おれのクラスメイトがとんでもない迷惑をかけている。責任を取らなくちゃならない。警察をたよることができないっていうなら、銀行強ごう盗とうでもなんでもやって、なんとしてでもカネを返さなくちゃ……。

「ママもフランクフルトにいるの。きっとあたしの帰りを待ってる」

「よく納なつ得とくしてるね。君が、こういうことをしてるの」

「しかたないから。あたしとママでパパの面めん倒どうをみてる、って感じなの」

　同意を求めるような笑えみ。おれは彼女が求めているであろう表情を作った。

「大変だね」

　純じゆん粋すいに、彼女を守りたいと思った。彩子が「本物」と言ったのは、きっとこういうことなのだ。好きになってもらえそうだから、そのあとで続けていけそうだから、なにかしてあげるんじゃない。純粋に好きだから、なにかしてあげたいと思う。それが本物の好意だ、ということ。

「ララ……」

「ここにいたか。彩子の言ったとおりだな」

　竜介の声。

「桔平もララも、この街のことは知らないはずだから。わからない方向へ逃にげる、なんてことはしないと思って」

　彩子の声。

　身体からだごと向きを変えた。ふたりが息をはずませていた。竜介があえぐように言った。

「近くで連中を見た。さがしまわっているようだ──ここを離はなれるぞ」

　おれはララと目線を交かわして、うなずきあった。
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　高台から降りた。旧市街をつっきり、ネッカー川のほとりへ出た。川ぞいは舗ほ装そうされており、車道と柵さくのある歩道がある。広い間かん隔かくで木が植えてある。川には石の橋がかかっている。対岸にも建物はあるが、市街地と呼べるのはこちら側だけだ。

「あいつらは……いないみたい。でも、もうちょっと目立たない場所へ行かないと……」

　ララが周囲へ目を配りながら言う。おれも同感だった。

「向こう岸へわたろう」

　押おしボタン信号。おれがボタンを押した。直後に信号機は青へ。

　ララと彩子が先にわたった。おれは歩調をゆるめた。川べりの空気を吸いこむ。

「気になっておるのだが……」

　竜介がおれの隣となりにならんだ。前を歩くふたりをちらちらと見る。

「なぜ外がい套とうの連中はララを追ってくるのだ？」

「きまってるだろ。連中はララがカネを取った……取って、自分たちをだまそうとしたと思ってる。ララに仕返しをするつもりなんだ」

「だまそうとしたことに関しては、腹を立てるかもしれん。だがカネを取ったことについては、マフィア内部の問題だ。やつらが腹を立てる筋合いではない」

「よくわからないな」

「カネがとどかなかっただけなら、バッグにカネが入っていなかっただけなら──外套の連中は、ただ商品を発送しなければいいだけだ。バッグには二十枚ほど札が入っていたのだから、それだけ取っておけばいい。ヤクを発送しないなら、その二十枚ぶんは、むしろ連中のプラスとなる」

「つまり──」

「なんの話？」

　彩子がふり向いていた。橋の手前だ。おれと竜介は小走りで近づいた。

「話してもいいだろ？　十じゆう分ぶんに巻きこんでいるんだ」

　追いつく前に、小声で竜介に話しかけた。彼は苦い顔でうなずいた。

「よかろう」

「ララの気を引いといて」

「うむ」

　竜介が手をふり、ララに話しかける。ふたりが先を歩きはじめる。

　彩子は立ったままだ。説明を求めるような顔でおれを見ている。おれは追いつき、歩くようにうながした。そして、彼女に本当の事情を言って聞かせた。

　橋をわたる。対岸には〈哲てつ学がく者しやの道〉と呼ばれる観光コースがある。丘おかの中腹に作られた石いし畳だたみの道だ。ゲーテが思し索さくにふけったと言われている道。そこから対岸にある城や街をながめられる。橋の上には観光客が多かった。

「なにか別の事情がある、とは思ってたわ。でも、あの男が──」

　彩子が、前方の竜介を見つめながら言う。

「そんな悪どいことをやってた、なんて思わなかった。ララは知らないんでしょ？」

「でも、いまさら話すわけにはいかないよ。傷つけるだけだ」

　カネをだましとり、使いきり、それを隠かくして彼女に近づいていた、という事実。

「そうでしょうね」

「まずカネをなんとかするべきだけど。外がい套とうの連中に──あんなのに追われてると、それどころじゃなくて」

「そいつらが追ってくる理由。わかりきってるじゃない」

　対岸が近づいてきた。ドイツ車──郵便局の配達車も、バスも、なにもかもがベンツだ──がおれたちを追いこしていく。

「そんな気がする。あいつら、電車の中で言ってたんだ。よくもだましたな、ブツを返せ、って。ブツってのは、たぶんヤクだ」

「まちがいないわね。外套の連中もまぬけだった、ということ……」

　彼女は前を向いたまま、ひとりごとを言うように続けた。

「偽ぎ装そうされたバッグを受けとって、中に──底まで──おカネがつまってる、と早とちりしてしまった。それで、商品を発送してしまった。そのための偽装だから、しかたないといえばしかたないけど」

「連中は、商品を発送したあとで、底までカネが入っていないことに気づいた。やつらはマフィア──つまりはララが、カネもヤクも両方取ったと思いこんでる。それで、怒いかり狂くるっているんだ」

　彩子が顔を上げた。

「竜介もララもヤクは持っていない。外套の連中はヤクを発送したけど、それはまだ回収されていない」

「そのうちだれかが見つけるよ。それで、そいつが大もうけすることになる──」

　思わず足を止めた。彼女も立ちどまった。

　ララが橋の終点で竜介とならび、不ふ思し議ぎそうな顔でおれたちを見ている。

「おれ、とんでもないことを思いついた」

「たぶん、あたしが考えたのと同じことだわ」

　彩子が冷静に言う。だが声からはかすかな緊きん張ちようと興奮が感じられた。

「アマルってやつは、カネをボスに返すか、連中のブツをボスにとどけるか、どちらかをやりとげろ、と言ってたんだ。もし外套の連中が発送しただれの手にもわたっていないヤクをおれたちが見つけて、ララがそれをボスにわたせれば──」

「ララの立場は守られるわね。組織内での安全──少なくとも、命だけは」

　膝ひざがふるえた。
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「俺おれが、ララから盗ぬすんだ金なのだがな。使いきったと言っておったが──」

　おれと彩あや子この話を聞いて、竜りゆう介すけは腕うでを組んでうなずき、そして言った。

「あれは、噓うそだ」

　最初、おれは、竜介がなんのことを言っているのかわからなかった。だが彼の言葉を頭の中でゆっくりと反はん芻すうし、理解が浸しん透とうしてくるにつれて──猛もう烈れつな怒いかりが湧わいてきた。

「噓、だって？」

　歯を食いしばり、言葉をしぼりだすようにして、たずねる。

「そうだ」

「だって、小こ銭ぜにも残さず使いきったって……そう言ってたじゃないか！」

「だから、あれは噓だった、と言っておるのだ」

「そんな、いまさら……」

「いくら残ってるの？」

　彩子が竜介に、冷静にたずねる。

「ほとんど減っておらんな。五百数十万、ほぼ全額残っておる」

「なんでそんなにあるんだよ!?」

「おれが、無む駄だづかいしない男だからだ」

「あのルームサービスは？　ワインを何本もあけて、それぞれが十万近くするものだって……」

「あれも噓だ。せいぜい二、三千円程度……桔きつ平ぺいの舌では味の区別などつかんと思い、適当なことを話した。そのとおりだったろう？　全額合わせても、五万も使っておらんわ」

「おれをだましたんだな？　共犯者にしておけば、あとでなにかと便利に使える、と思って……」

　うなだれ、川べりの柵さくで身体からだを支えた。ネッカー川の流れが目の前を横切っている。暖かいが乾かん燥そうした、不快ではない風が頰ほおをなでていく。だが心は十分に不快──暗あん澹たんとなる。

「だからずっと吞のん気きにしていられたのか。ララが命をねらわれていたって、いざとなればカネを返せる。そう考えていたから……」

　彼は「カネの作り方を考えろ」なんて言って、おれをさんざんあわてさせておきながら、自分はララの気を引くことに専念していたのだ。なんてやつだろう。

「……で、竜介」

　風でふくらむ髪かみを片手で押おさえながら、彩子が竜介を見つめる。

「なんでいまさら話す気になったわけ？──おカネがまだ残ってる、なんて。言わなきゃ自分で全額、使えたっていうのに」

「うむ」

　竜介は目を細め、歩道の先をながめた。せまいガラス箱の中で、ララが受話器に耳を当てている。彼女は五分ほど前、「ちょっと家族に」と言いおいて、電話ボックスのほうへ駆かけていったのだ。自分が無事だ、ということを母親に報告しているのだろう。

「カネは皆みなで使おう」

「なんでそうなる!?」

　おれは身を起こし、竜介の胸むなぐらをつかんだ。

「二日前とは状じよう況きようがちがってるんだ。カネがあるっていうなら、ララに返せばいいじゃないか！」

「手もとにカネはあるが、バッグはＡツアーのバスに入れてしまったのだ。五百万ものカネをいきなりわたしたりしたら、あやしまれるにきまっておろうが？」

「それは、そうだけど……」

「ララは俺たちが隠かくしていたと思うだろうし、仮に思わなかったとしても──」

　竜介はいったん言葉を切り、あらためて言った。

「俺がララにそう話す。桔平と俺で使うつもりで隠していたが、やばそうなので出すことにきめた、と。きっと嫌きらわれるであろうなあ？」

「お、おまえというやつは……」

　どこまで汚きたない男なんだ。

「ヤクのバッグを見つけてしまえば問題はない、ララはボスのゆるしを得られる、というのは桔平自身が考えたことだ。残ったカネはどうしようもない──ララにわたすこともできんし、外がい套とうの連中に返す方法もない。足がつく前に、使うしかないのだ」

「勝手な理り屈くつね」

　彩子があっさりと言う。

「べつに俺たちで豪ごう遊ゆうしよう、と言っておるわけではない。ララのために使ってやろう、と言っておるのだ」

「ララのために？」

　竜介がうなずく。彼は言葉を続けかけたが、口をつぐんだ。視線の先で、ララが受話器を胸もとに押おしつけ、上体を電話ボックスから出している。おれたちのほうを向いて、もうちょっとだけ、というように手をふっている。

「俺たちはずいぶんと迷めい惑わくをかけた。そのつぐないをしてやろう、と言っておるのだ」

　手をふり返しながら、竜介が言う。彩子が鷹おう揚ようにうなずく。

「竜介にしてはまともな提案だけど。どう使うつもり？」

「きまっておろうが。高級服ふく飾しよく雑ざつ貨かを買いあたえ、目の飛びでるような値の店で飲み食いをさせる……」

「竜介、それでララの気を引くつもりだろう」

　おれは言った。竜介は堂々と胸を張り、「当然だ」とこたえた。

「ヤクさえボスにわたせば、ララの身はマフィアが守ってくれよう。外套の連中を気にする必要はないし、カネは我々のもとにあるのだ。状じよう況きようを利用しない手はなかろうが？　桔平も、ララの身が安全なのであれば、うまく立ちまわって機き嫌げんを取る、という案に反対ではあるまい」

「それは──」

「少なくとも、つぐないをする、という行こう為いに異存はなかろう？」

「でも、いきなりカネを使ってしまう、ってのはどうかしてる。ヤクを見つけられる保証なんてないんだ。見つけられなかったら、ララの立場は今度こそやばくなる」

「ララに、取り引き方法をたずねればよいのだ。ヤクがどのような経路で発送されたか──発送されることになっていたかを聞いて、その線を追う」

「追うったって……おれたち、修学旅行中なんだぞ？」

　竜介は一いつ笑しように付した。

「すでに十分、別行動を取っておるのだ。また抜ぬけだせばよい」

　竜介なら本当にやるだろう。

「でも、仮にヤクを見つけだせたとしたって。どう言ってララにわたすんだよ」

「そんなもの、どうとでもなるわ」

　竜介がふんぞりかえる。彼の楽観主義にいらだつ。おれは奥おく歯ばをかみしめた。

「……わかった。ララのために使うこと自体は、反対じゃない」

「当然だ」

「ただし、本当に使うとしても、ララからヤクの発送経路を聞いてからだ。それまでは絶対に使わない。それでいいだろ？」

　本当にヤクを見つけることができるなら……べつに、カネをララのために使う必要はないのだ。自分たちで使ったって、だれにもばれない。持っていても足がつくだけだし、だれかにわたす方法はない、というのも本当の話だ。だが竜介は、ララのために使うと言っている。裏を返せば自分のために使う、ということではあるが……ただ猫ねこばばしてしまう、というよりは、ましな心がけなのかもしれない。

「よかろう。とりあえずカネを確保しておきたいが……しくじったな」

　竜介が苦々しく言う。彩子が眉まゆをひそめる。

「おカネ、どうしたの？」

「今朝までは、服の下に隠かくしておったのだが……」

「そうだ。なんでＴシャツ姿なんだ？」

　竜介につめよった。

「上は、ホテルでぬいだのだ。カネは浴よく槽そうの中にある」

「上はぬいだって……」

　すっかり忘れていた。竜介とララは、部屋でふたりっきりになっていたのだ。

「なぜ服をぬぐ必要がある!?　まさか、いやらしいことをしようなんて──」

「試みは失敗した。よいところで、彩子が入ってきたせいで」

　この野や郎ろう。本当にララにいやらしいことをしようと──

「粛しゆく正せいしてやる！　その汚よごれきった性格、おれが粛正してやる！」

「桔平になにができると言うのだ」

「彩子、おれは竜介を殺す。おれは竜介を殺す」

「できもしないくせに」

「竜介を、ころす……？」

　ぎょっとしてふり向いた。ララがおどろきに目を見ひらき、立ちつくしていた。いつの間にか電話ボックスから出ていたのだ。カネがらみの話は聞かれていないはずだが……。

「桔平が、竜介を、殺すの？」

「いや、仲間うちでの冗じよう談だんだから。気にしないで……」

「おい、ララ」

　竜介が歩道の柵さくを離はなれ、身を乗りだした。おれとララの間に割りこみ、彼女のほうへ、顔を必要以上に近づける。

「俺はこれから忘れものを取りにいく。すぐにもどるから、それまで、これから行く店にいるのだ」

　ララはぽかんとした表情のままで、首を縦にふった。
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「すごい……」

　ララが室内をぐるりと見まわして言う。壁かべ、天てん井じよう、壁──この場にいる人々。どう見ても場ちがいなおれたち。

「こんな店、はじめて！」

「おれもはじめてだよ……」

　ララに聞こえないよう、胸の内でつぶやいた。超ちよう高級料理店。ララの向かい側の席で、おれは硬こう直ちよくしている。彩子も冷や汗あせを流している。おれたちがいるのはボックス席だ。テーブルの上にはミネラルウォーターの瓶びんが置いてあり、どうやらおれたちの専属らしいウェイターが、遠くからこちらをじっと見ている。場ちがいな客だが、日本人はカネを持っている、という幻げん想そうがあるのだろう。特にうさんくさそうな視線ではない。

「竜介のやつ。カネ、使う気満々じゃないか……」

　おれたちは川ぞいに歩き、別の橋から対岸へともどった。新市街に入って、バスに乗って、竜介に案内されたのがこの店だ。オフィス街らしき場所にある、白いビルの一階。

　一見なんの変へん哲てつもない事務所、といった扉とびらを抜ぬけると──そこにあったのは、毛足の長い絨じゆう毯たん。おかまのような物もの腰ごしのウェイター。おれが抱いだいていた「高級料理店」のイメージとはまったくことなる、宇宙船の内部を思わせるテーブル、椅い子す、インテリア・デザイン──だがまちがいなくカネはかかっている。カネを持った連中が来ている。店内はすいているが、目につくのはスーツ姿の、会社重役くさいドイツ人ばかりだ。

「桔平。あのおかま、注文を待ってるわ」

「待った。心を落ちつかせるから」

　深呼吸。竜介はカネを取りにもどった。必要ないと言ったのだが、「ホテルに外がい套とうの連中がいないか見てくる」と言われては、無理に引きとめることもできなかった。

「こんなお店のおカネ、本当に払はらえるの!?」

　ララは目をきらきらさせている。よろこびに胸をおどらせているらしい。テーマパークへやってきた、という感覚がひしひしと伝わってくる。

　彩子がおれの脇わき腹ばらをつつき、さりげなくささやく。

「ねえ。本当に払えるの？」

「おれが知るかよ。竜介に訊きいてくれ」

「宗教団体のヤク。見つけないわけにはいかなくなったわね」

「最悪、食い逃にげだよな。ドイツまで来て」

「させてくれるかしら」

　彩子がメニューを手に取った。おれが、なんとなくふれる気になれなかったものだ。横からのぞきこんでみたが、ドイツ語はまるで理解できなかった。値段は書いていなかった。

「ララ。適当に注文してちょうだい」

「ほんとにいいの？」

「まかせるわ」

　彩子が言う。ララは彩子からメニューを受けとった。申しわけなさそうにしながらも、うれしさを隠かくしきれない様子でのぞきこんだ。

　ララは注文を言うために首をまげた──もう、その瞬しゆん間かんには、ウェイターが彼女の真横に立っていた。おれは魔ま法ほうでも使ったのかと思った。

　ララがドイツ語で話しかける。ウェイターが低い声でこたえる。ララがおれたちのほうへ向きなおる。

「飲みものはどうするか、って」

「み、水でいいよ」

　おれはこたえた。ララがウェイターとのやりとりを再開。彩子のほうへ目を向けると、「それでいいわ」というように力強くうなずいていた。場の雰ふん囲い気きにのまれて妙みようなものをたのんだりしたら、いくら払わされるかわかったもんじゃない。

　ウェイターが去った。おれはなんとなく、せきばらいした。ここの勘かん定じようをすませるためにも、ヤクの行き先をつきとめなくては。

「ララ。訊ききたいことがあるんだ」

　おれは言った。彼女はミネラルウォーターのグラスに口をつけ、それをまたテーブルへもどした。

「なに？」

「ただの好こう奇き心しんで訊くんだけど。君の、ボスがやってる取り引きについて」

　ララの眉まゆがぴくりと動いた。かすかに、用心深い表情が現れる。

「今回の取り引きについて。まず、君がＡツアーのバスにカネを載のせるはずだった。それが仮にちゃんとできていたとして。Ａツアーのバスにカネが載ってて、それを外がい套とうの連中が確かく認にんできていたとして……」

「でも、おカネは載せられなかったの」

「それはいいんだ。もし載せることができてたら、って話だから。やつらはそれを確認して、代わりに商品を別のツアーに……別のツアーのバスに、載せるはずだったんだろ？」

　ララは首を横にふった。

「バスじゃない。今回、あいつらは、別のツアーが押おさえてる列車の荷物室に商品をまぜるはずだったの。それも日本人のツアーなんだけど」

「そのツアー名は？　あと、その列車が出発する駅と、終着駅だけど」

「なんで知りたいの？　そんなこと」

　わけがわからない、というように表情をくもらせる。

「あたしたちとは、ふだん、まったくかかわりのない世界だもの。興味あるわ」

　彩子が助け船を出す。

「だれにも話しちゃいけないことだ、ってのはわかってるよ。でもおれたち、もうずいぶんとかかわったわけだし」

「そうだね……」

　ララがうつむく。考えこんでいるのだ。料理がとどく前に、結論は出た。

「うん。どうせなかった取り引きだから。相手が使うはずだったツアー名でしょ？」

「そう」

　おれはミネラルウォーターで喉のどをしめした。彩子も同じことをしている。

「たしか……北ほく摂せつ高こう校こうっていう学校の、修学旅行ツアー」

　おれと彩子は同時に吹ふいた。現代的なデザインの、表面にガラスを張ったテーブルを、びしょぬれにした。

「どうしたの!?」

　ララがあわててナプキンをつかみ、おれたちに差しだす。おかまのウェイターが飛んできて、ララに作業をやめさせ、代わりにテーブルを──おれと彩子をふいてくれる。

「ほ、北摂高校……」

　むせかえり、鼻をすすりながらも、口に残った水をなんとか飲みくだした。

　ララはＡツアーにまぜるはずだったバッグを、手ちがいで北摂高校のバスに載せた。

　宗教団体──外がい套とうの連中は、最初から北摂高校のツアーにヤクをまぜる予定だった。

　そして、おれたちの読みが当たっているなら──連中は、竜介の偽ぎ装そうにだまされて、実際にヤクをまぜた。そして、そのヤクは、まだ北摂高校の荷物にまぎれている。

　北摂高校──おれたちの高校。おれたちが参加しているツアー。

「そうか。おれたちの高校名なんて、ララには言ったことがなかった」

　それに、修学旅行でドイツに来ているのは、おれたちの高校だけじゃないのだ。フランクフルトでは、ほかにも何組かの修学旅行ツアーを見かけている。

「おれたちがそのツアーの参加者だなんて、考えるわけがないか……」

「信じられないわ」

〈氷の女〉の異名を持つ彩子も、さすがに動どう揺ようした様子だ。ララは首をかしげている。

「高校名？」

「なんでもない。気にしないでいいよ」

　ここで「それはおれたちのツアーだ」と言ったところで、話がややこしくなるだけだ。

「たしか、ケルンからリューデスハイムを通って、フランクフルトへ向かう列車で……」

「あれか」

　アマルと外套の連中が銃じゆう撃げき戦せんをやった列車の、ひとつ前に乗った列車だ。外套の連中はあれにヤクを載せてた。そして、載せたあとで、カネがバッグの底まで入っていないことに気づいた。きっとフランクフルトまで車かなにかで先まわりして、そこでアマルと出くわして──ヤクはアマルにうばわれてしまった、とでも考えたのだろう。アマルを追っておれたちと同じ列車に乗りこみ、そして、中で撃ちあいをおっぱじめた……。

「なんてこった」

「ついてるわ」

　彩子が言う。おれは彼女の顔をまじまじと見た。

「なにがついているんだよ」

「考えてもみなさい。あれはあたしたちの荷物にまぎれてる。どこにあるのかわからないものをさがすよりも、ずっと楽に見つけられるじゃない」

「そうか……そうか！」

　ヤクのバッグはおれたちのすぐ近くにある。これ以上、団体行動を乱したりしなくたって、普ふ通つうに旅を続けながらさがすことができるのだ。

「なんの話？　勝手に納なつ得とくしちゃって……」

　ララが訊きいてくる。生きつ粋すいの日本人はよくわからない、というような目で見ている。

　彼女を抱だきしめたくなった。ヤクを見つけられる。彼女はそれをボスに差しだし、立場を守ることができる。おれたちはカネを使うことができる──大好きなララのために、使いまくることができる！

「ララ。大事なお願いがあるんだ」

「な、なに……？」

「店で一番高いワインを注文してくれ」
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　竜介が店に入ってきた。おれたちのほうを指さし、ウェイターに軽くうなずきかける。ウェイターは彼を通した。

　竜介は室内を横切り、おれのうしろ側に立った。椅い子すの背に手を置き、腰こしをまげる。

「カネは無事だ。ただ、ホテルのまわりにはやつらが張っておった」

「やっぱりそうか」

「どうしたの？　忘れものって言ってたけど。突とつ然ぜんいなくなるから……」

　ララがたずねる。竜介は顔を上げてうなずいた。

「それはあった。ホテルに、カネを忘れてきたのだ」

　一応は本当の話だ。よく言うよ、と心の中で毒づく。

「ないと、身動きが取れんからな。それより──」

　竜介がおれを見る。彩子を見る。ちらちらとララのほうへ目をやる。ヤクの送り先を訊きだしたか、ということを気にしているらしい。

「興味深い話を聞いたわ」

　彩子がこたえた。

「興味深い話だと？」

「自分で訊きなさい。ララ、宗教団体が商品を入れる──入れる予定だった列車だけど」

「またその話？　なんでそんなことばかり──」

「ただの興味よ」

　不ふ審しんそうにしながらも、ララは口をひらいた。竜介に説明する。言葉が重ねられるにしたがって、竜介の顔色がみるみる変化していく。

「なるほどな」

　竜介が腰をのばし、ララの横へと歩いていく。彼女に表情を見られないようにしている。さすがの彼もおどろいたらしい。自分たちのツアーにヤクのバッグがまぎれてるなんて、普ふ通つうは考えつけるものじゃない。

　彼はララの隣となりの椅い子すに手をかけ、テーブルの上にかがみこんだ。

「店を出るぞ。外套の連中だが、さっき、このあたりでも見かけたのだ。同じ場所に長居しないほうがいい」

「ちょっと待って。まだなにも食べてないんだよ？」

　ララが抗こう議ぎする。

「かまわん、カネなら心配するな。それなりに持っておる──そのために取ってきた」

　竜介がテーブルの上にどさっ、となにか置いた。札束だ。おれはまた吹ふきそうになった。

「りゅ、竜介！」

「うん？　足りんか」

「そんなわけないだろ!?」

「なら残りはチップだ」

「ちょっと来い──！」

　立ちあがり、竜介の襟えり首くびをつかんだ。彩子がほぼ同時に椅子をうしろへ。

「この男、ここまで阿あ呆ほうだとは思わなかったわ」

「ワインはどうするの？　いまたのんだばかり──」

　ララがうろたえながら言う。おれは首だけ彼女のほうへ向けた。

「キャンセル！　だめなら……ワインは持って帰ろう。ウェイターにそう言うんだ」

「ちょっと、桔平まで！」

　ララが目を丸くする。

「急にどうしたの？　それに、このおカネ……」

「とにかく、勘かん定じようをすませよう。ぜんぜん食べてないんだから、ちょっとぐらい値引きしてくれるよ。交こう渉しよう、してくれるだろ？」

「……わかった」

　ララが口をとがらせる。カネを──おっかなびっくり──手にとり、席を立って、ウェイターのほうへ近づいていく。それを見とどけて、注意を竜介にもどした。

「なにを考えてる!?　おれもカネは使っていい、とは思ったけど。やりすぎだろ!?」

「手もとにあるのは五百万以上だ」

「だからって、明らかに無む駄だ、ってな使い方をしなくてもいいじゃないか。ララの気を引くつもりらしいけど、むしろ逆効果だ。彼女の態度──」

「軽けい蔑べつしてたわね。これだから日本のお坊ぼっちゃんは、という顔をしてた」

「軽蔑、ってのは言いすぎだと思うけど……」

　彩子はそ知らぬ顔だ。ララのほうへ行ってしまった。

「──とにかく、だ。明らかな無駄づかいはやめよう。ララへの印象が悪くなるし、それに、なんでそんなにカネを持ってるのか、という話にもなる」

「あやしまれる、というのか？」

「あたりまえだろ？　普通は『こいつら、あのカネを持ってるんじゃないのか？』って思うぞ。少なくとも、おれならそう思う」

「日本とドイツでは貨か幣へい価か値ちがちがうのだ。言いくるめられる」

「噓うそつけよ。物価も月収もほとんど同じじゃないか」

「ララが知っておると思うか？」

　竜介がララを見る。ララは彩子とふたりで事情を──「すぐ行かなくちゃいけなくなったの」──説明している。

「あの娘むすめが新聞の経済欄らんに目を通している、とはとても思えん」

「おい、彼女を侮ぶ辱じよくするな」

「侮辱しているわけではない。事実を述べておるだけだ。実際、ララが日本の物価指数を知っておると思うか？」

「そりゃ……思わないけど」

「ララのための噓うそだ。うまく言いくるめて、カネを彼女のために使いまくる。そして、ヤクを見つけだし、彼女に手わたすのだ。それが俺たちの、彼女に対するつぐないとなる」

「おれたちって言うなよ。竜介ひとりの責任だろ？」

　竜介をこづいた。彼は上着を身につけており、胸には札束の手ごたえがあった。
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「ララ。服を買おう」

　竜介が言った。中央駅に近い、ビル街の路上だ。まわりには観光客や現地人がごちゃまぜになって行き交かっている。屋台がうまそうなにおいを放っている。ベンツのエンブレムをつけたバスが横を通り過ぎていく。外がい套とうの連中がいる気配は感じられない。

「服を替かえたほうが連中の目をごまかせる」

　竜介の言葉に、ララがとんでもない、というように首をふる。

「あたし持ってないよ。そんなおカネ」

「俺たちが出してやる。日本人はカネ持ちなのだ」

「おい、竜介──」

「服を替えたほうがいい、というのは事実だ。そうであろう？」

　竜介が強く言ってくる。おれは口をつぐむしかない。

「あそこに服屋が見えておる」

　彼の視線の先──石造りのビルの一階。道路に面した壁かべがショー・ウィンドウになっており、首のないマネキンが女物の服を着ている。マネキンにあたっている照明は温かく、やわらかい。

「すごく高そうだよ？」

　ララが不安げに竜介を見る。

「かまうものか」

「悪いよ。いくら竜介がおカネ持ちだからって……」

　竜介がララに顔を寄せる。

「聞くのだ。正確に言うと、我々はカネ持ちではない。だが日本で一週間アルバイトをすれば、ドイツの平へい均きん的てき労働者が一年働いただけの収入が得られる」

「ほんと？」

「もちろん、俺自身が汗あせ水みずたらして働き、得たカネではある。使ってしまうのは惜おしいが、ララのためだ。よろこんで差しだそう」

「なんか気味が悪いけど。でも、うれしいな」

　ララが照れくさそうに笑う。竜介が得意げにうなずく。

「行ってこい。──おい、彩子。服を、いっしょに選んでやってくれ。カネに糸目はつけるな」

　さりげなく札束を手わたす。

「いいわ」

　ふたりが店の中へ消える。あとから入りかけた竜介のうしろ襟えりをつかみ、引きとめた。

「──おい」

　彼をにらみつける。

「なんだ？」

「ドイツの労働者が一年働いただけの……ってのはなんだよ。噓うそにもほどがあるだろ？」

「ララは信じたぞ」

「そうかもしれないけど。今回はたまたまであって──」

「うまくいったなら問題はない」

　竜介が店に入りかける。また彼の襟を引っぱり、足を止めさせた。どうも釈しやく然ぜんとしない。

「それに、竜介だけがカネを出してるように言う、ってのも気にいらない。その五百万は、おれたちみんなのカネじゃないか」

「これは俺が手に入れたカネだ。桔平のものになったことなど一度もない。どう使おうと俺の勝手だ」

「……ばらすぞ、ララに。竜介が彼女のカネを持ってるってこと。最初は猫ねこばばしようとしてた、ってことも」

「むう。卑ひ怯きような」

　竜介が顔をゆがめる。

「卑怯だなんて、人聞きの悪いことを言うな。いいか、今後はおれたちのカネで支払うって言うんだ。なにを買ってやるときも」

「ことわる。今回の買いものは俺が提案したのだぞ？　服を買え、という提案──それは、俺が評価されるべきことだ。もちろん、桔平がカネを使ったときは、自分のカネで買った、とララに話せ。このカネは使わせてやるが、趣しゆ味みの悪い買いものまで皆のカネで買った、などと言われてはかなわんからな」

　言ってくれるじゃないか。

「ならせめて、なにか買ってやるのは交こう互ごにする、ということにするんだ。そのほうが不公平がなくなる」

「よかろう。だがあまり高額だとまずい……一度の買いものは三十万円、だいたい六千マルクまで、という条件でどうだ？」

　なんて豪ごう華かな対決なんだ。

「いいけど……」

　ララが店から出てきた。買った服は試着室で身につけたままだ。地味な色のワンピース。少女趣味だが、彼女にはよく似合った。さっきまでの活動的な服とは対照的だ。

「すごくいい」

「最高だ。天使だ」

　おれと竜介──ララをほめちぎる。少なくともおれは本心で言っている。

「そうかな？　なんか照れくさいよ。こういう服、着たことがないから」

「あたしが選んだの」

　彩子がうしろから出てくる。得意そうにララの髪かみをなでる。
















「彩子の趣味なのか？」

　思わずたずねた。

「ふたりできめたの。それより、一か所にいないほうがいいんでしょ？　移動しないと」

　ララが路上に視線をめぐらせる。交通量はさっきよりも増えているようだ。

「早く、バッグを見つけたいけど……」

「それだ。ただ移動してたって事態は好転しない」

　おれは言った。竜介がおれを押おしのけ、前に出てきた。

「とりあえず移動だ」

「バス停はあっち──」

　ララが手をのばしかける。竜介がその手をつかみ、下ろさせる。

「バスはなしだ。タクシーを拾おう」

「タクシー？　タクシーなんてもったいないよ。彩子が支し払はらいをしたから、額はわからないけど。この服だって、かなり高かったはずだよ？」

「かまわん。ララの身の安全のために、俺がタクシー代を出してやる」

「おい、服を提案したのは竜介なんだろ？　また俺が、とか言って──」

「知らんな。条件の適用はいまからだ──おい、ララ。こんな貧びん乏ぼう人にんの言葉になど耳を貸してはならんぞ」

　くそう。やけくそで、思いついたことを口にする。

「……さっきのレストランでたのんだワインだけど。あれ、どうした？」

「邪じや魔まになるから、キャンセルにしてもらったけど」

　ララがとまどったように言う。

「あそこの支払いは、おれがすませたんだ。あのカネはおれのだった」

「あ、ありがと……」

「本物の馬ば鹿かだわ。この男ども」

　彩子がつぶやく。さっさとおれたちの脇わきを抜ぬけて、歩道の中央へ出た。

　竜介があわててあとを追った。車道に目を走らせ、タクシーをさがしもとめる。

「とりあえず動こう」

　ララの腕うでを引いた。
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「ララ、この壼つぼを買うのだ。これはいいものだ。爆ばく死ししそうだ」

「そんなのいるわけがないだろ？　ララ。薔ば薇らを買ってやるよ」

「いいよそんなの。ふたりとも、なにかあったの？」

　おれたちはカネを使いまくった──とは言っても、ララが遠えん慮りよするので、実際は少額の買いものばかりだ。宝石屋をまわり、ブランド・ショップを攻せめたてたが、見るだけの店がほとんどだった。ブランド・ショップでの五百万となると、逆にたよりなく思えてくるから、ちょうどよかったのかもしれない。

　それでもララはよろこんでくれた。そこそこカネがある、という余よ裕ゆうを持った上でのブランド店行あん脚ぎやなんて、そうそうできるもんじゃない（ああ小市民）。気がついたときには陽ひがかたむいており、おれたちは疲つかれきっていた。

　そして、タクシー内での会話。竜介が助手席だ。日本語で話しているかぎり、運転手には理解できない。ちなみに竜介はリムジンを呼ぼうと主張したが、逆に目立つ、ということで却きやつ下かされた。

「ララは、おれたちの荷物にボストン・バッグをまぜたわけだろ」

　おれは言った。もちろんでたらめだ。ララがまぜたバッグは、竜介が中身を抜きとったあとで、宗教団体のもとへ送りつけた。

　ララが、くやしげにうなずく。

「そう。積んだのは竜介だけど……バスのトランクにまぎれさせたの。まちがって」

「おれたちの荷物は、移動のたびに、ひとまとめにされているんだ。トランク・ルームに入れたりするからね。でもって、ホテルにチェックインする時点で、生徒たちは荷物の山から自分のものをよりわける。そして、それを持って、自分の部屋へと上がっていく」

「ララのボストン・バッグは、いわば持ち主のいない荷物だ。だから生徒たちが荷物の山から自分のぶんを持ちさったあとで、最後にひとつだけ残されるはずなのだ。その場に」

　竜介が運転席の背もたれに手をつき、上体をねじまげながら言う。手首に巻かれた腕うで時計がいつの間にか高価なものに変わっている。この野や郎ろう、自分で「カネはララのために使う」と言っていたくせに。

「そっか。あたし、竜介が『だれかが持っているはずだ』って言ってたから、そう思いこんでいたけど……」

　ララが下した唇くちびるを嚙かむ。竜介は神しん妙みように頭を下げた。

「すまん、俺がまちがっていた。普ふ通つうに考えれば、荷物はだれにも持っていかれずに残るはずだ。中身を知られているのでなければ」

　竜介もおれも、最初からわかっていた。わかっていてララをだましていたのだ──カネの入ったバッグなんてない、ということを隠かくすために。

　だが、いまは、代わりにヤクのバッグがまざっている、ということがわかった。ララはカネのバッグだと思っているが、おれたちはそれがヤクのバッグであることを知っている。同じ形のボストン・バッグ。それをさがしださなくちゃならない。

「ひとつだけバッグが残ってたら……代表の人は？」

　ララが言う。彩子が彼女の手をそっとにぎりしめる。

「普通は代表が保管しておくわね。だれかが持っていくのを忘れたんだ、と思って」

「そして、おれたちの代表は、担たん任にんのちさとだ」

　おれは言った。と、妙なにおいに気づいた。香こう水すいだ。竜介のやつ、どさくさにまぎれて買っていたのか。運転手は迷めい惑わくそうにしている。竜介がさらに身を乗りだす。

「問題は、ちさとがバッグをあけたかどうか、ということだ。忘れていった者の名前を知るために、中を調べている可能性がある」

「でも、騒さわぎとかは起きてないんでしょ？　あれだけのおカネだもの……中を調べたなら、警察にとどけたりしてる。それをしてないってことは、バッグをあけてないか、それとも、その先生が盗とったか」

「そんな人じゃないよ。ちさとは」

　おれはララをなだめた。

「きっとあけてないんだ。プライバシーの侵しん害がいになるから、生徒が取りにくるまで保管してようって。そういう考えなんじゃないかな」

　そうであってほしい。カネはほとんど残っているが──どうやってララのために使うか考えなくちゃならない──、ヤクのバッグが必要、という事実に変わりはない。

「ホテルには外がい套とうの連中がいる──少なくとも、ひとりは見張りがついてる。先生のところには、おれたちで行くよ」

「危険だよ。それじゃあたし、押おしつけてばかり」

「心配いらないわ」

　彩子がララの頭をなでる。

「桔平や竜介は顔を見られたかもしれないけど、ホテルにはクラスメイトが大勢いる。同じ年代の日本人が四十人──さりげなく入れば、見分けられっこないもの」

「待ってて」

　おれが言った直後に、タクシーが停とまった。新市街にある高級ホテルの車まわし。お仕着せを着たドアマンが寄ってくる。

　ララは窓からホテルのエントランスをながめ、息をのんだ。

「わあ……」

　彼女の歓かん声せい。おれも言葉を忘れた。彩子は眉まゆをひそめた。ガラスドアの向こうには意い匠しようを凝こらした家具調度がならび、シャンデリアが極ごく楽らくの光を投げていた。

「ここに泊とまるの？」

「ララだけだ。俺が選定し、予約しておいた。とりあえず身を隠かくせ」

「あたしだけなんて……」

「俺たちはツアーに合流せねばならん」

　竜介がララをうながす。あいた後部ドアの前でドアマンが待っている。おれたちは順番に降りた。運転手にはしばらく待っているように言った──竜介に言わせた。

「名前を言えば案内してくれる。カネは俺が先さき払ばらいしておいた」

　竜介が言う。彼はさっき十五分ほど姿を消していたが、ここへ寄っていたのか。

「おい竜介。このホテルはやりすぎじゃないか？　それに、また俺が先払いした、なんて抜ぬけ駆がけを──」

「やかましい。──ララ。くれぐれも気をつけろ」

「ルームサービスでおいしいものを食べなさい」

「うん。ルームサービスはたのまないと思うけど。注意はしてる」

　ララの返事にうなずき、竜介と彩子がタクシーの後部ドアへ。

「本当に、気をつけて」

　最後におれも言った。

「桔平。早く乗りなさい」

　彩子の、感情に欠けた声。タクシーの窓があいている。

　ララに手をふり、助手席にすべりこんだ。
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「あったことはあったけど。でも、ちゃんと持ち主が見つけたみたい」

「見つけたみたい、って……どういうことです？」

　ちさとにつめよった。彼女は質問の意味がわからない、というように目をぱちくりとさせている。

「持ち主のわからないボストン・バッグ──だれも持っていかないバッグがあった。そこまではいいんですね？」

「そうよ」

　彼女はおれのうしろ、ホテルのエントランスをながめた。ぱらぱらとクラスメイトたちが集まりはじめている。生徒たちは──本来はおれや竜介、彩子もなのだが──市内観光からいったんもどっていたらしい。いまは旅行社が手配したレストランへ行くため、ふたたび集まろうとしている。集合時間まであと五、六分。おれたちはいいときにもどった。

「それより、少しよう路じ君も宇う野の辺べ君も──蛍ほたるが池いけさんも。もう勝手な行動をしちゃだめよ？　ちゃんとわかったわね？」

　竜介は重くうなずいている。彩子はあさっての方向をながめている。

「それはわかったって言ってるでしょう？　もう二十回も聞いてます」

「またこんなことがあったら、ご両親に報告するから」

　ま、まだしないつもりだったのか？　とおれは思った。そのほうがおどろきだ。

「すまない、ちさと。どうしても行きたい場所があったのだ。我々はハイデルベルク城どころではなかった」

「竜介、よけいなことは言うな」

「どこなの？　行きたかった場所って」

「南みなみ先生──」

「あたしたちがいなかった間って、ほとんどが自由時間だったわけでしょ？」

　彩子が目をそらしたままで言う。ちさとが一いつ拍ぱく、遅おくれてうなずく。

「──ならいいじゃない。別行動をしたって」

「それもそうね」

「南先生──」

　おれは頭痛をおぼえた。ちょっと緊きん張ちようしながらも、ちさとの服を引っぱり、注意をおれに向けさせた。

「だれも持っていかないバッグがあった。それで、そのバッグはどうしたんです？」

「あたしがあずかったわ。乗りかえのフランクフルト駅で。それで、また次の列車に乗るとき、荷物を集めたでしょう？」

「集めました」

「そのとき、荷物の山にもどしておいたの。またほかの荷物とひとまとめにして、それで、今日のチェックイン」

「このホテルのチェックインだな」

　竜介が口をはさむ。

「そう。みんなが自分の荷物を持って上がって、それで──」

「もう同じバッグは残っていなかった」

　あとをついで言った。ちさとは満足そうにうなずき、集まってきたクラスメイトたちに手をふってみせた。

「先生、ありがとう」

　竜介と彩子をうながして、クラスメイトたちの輪から離はなれた。

「もどってきたのか？　こっちの女と駆かけ落ちした、ってうわさだったぜ」

　すれちがいざまに、クラスの豊とよ中なかが言ってくる。一いつ瞬しゆんで胸が重くなった。ララと駆け落ち、なんてできるわけがない。できるもんならしてみたいよ、と思った。

「そのつもりだったけど、ふられたんだ」

　豊中の肩かたを叩たたき、フロントの隅すみへ。

「どう思う？」

　竜介にたずねた。声を落とし、ほかのやつらには聞かれないように。

「列車がこの街に着いたとき。駅の段階では、まだあったはずであるな」

　車内で銃じゆう撃げき戦せんがあったため、おれたちは少しの間、駅で足止めを食った。その間に、気をきかした旅行社の人間が、人を使って荷物を運ばせていたのだ──このホテルへ。

「このホテル。まさにここだ──このエントランスに、おれたちの荷物はまとめられていたんだ。中にはヤクの入ったバッグもまざってた。それが消えてしまった──」

「ちさとだって、ずっと見てたわけじゃないわ」

　彩子が指し摘てきする。

「あの性格だもの。ぼんやりしてたにきまってる」

「そうだな。なら、だれが持っていったんだ？　ヤクが入ってるなんて、だれも知らないわけだし……」

「フロントに訊きいてくるわ。英語、通じるだろうから」

「俺はベルボーイに訊いてみよう。チップはふんだんにある」

　彩子に続き、竜介が離れる。こうなるとおれは無力だ。英語の成績はパッとしない──竜介や彩子のように自分から外国人に話しかけていくなんて、とてもできない。

　クラスメイトたちは大方が集まった。そろそろ出発の時間だ。

　彩子はフロントの男と時折、手ぶりをまじえながら話している。やがて軽く頭を下げて、こちらへもどってきた。

「わからないって。ただ、無関係な人間が持っていった、ということはないらしいわ。そのあたりは注意しているって」

「あやしいものだな」

　竜介が渋じゆう面めんで歩み寄る。

「ベルボーイと掃そう除じ夫ふをつかまえた。ふたりともわからん、と言っておるが……」

「なんだよ？」

「ベルボーイのほうだが──重そうにしている生徒何人かには手を貸してやった、と言っておるのだ。持ちきれない荷物は運ぶのを手伝ってやった、と……その中には小ぶりのボストン・バッグがあったかもしれない、とも言っておる。確信はないらしいが」

「そうか。みんなお土産みやげやなんやで、最初よりずいぶんと荷物が増えてる」

「そこにボストン・バッグがまぎれているとして。自分のものじゃない荷物をベルボーイが運んでたとして、なぜ気づかないか……なるほどね。ふたり部屋だから」

　彩子が納なつ得とく顔がおで言う。言いたいことはわかった。

「お互たがいに、ルームメイトの荷物だと思うわけだ。ベルボーイのほうはなにも言われないから、まちがったものを運んでる、なんて思わない」

「聞きこみだな。クラスの連中をかたっぱしから締しめあげて、ベルボーイを使ったやつの名を吐はかせる」

「締めあげる必要はないと思うけど……」

　ちさとがパン、パン、と手を叩たたいた。皆みなの注意が集中する。

「ご飯の時間よ。みんな、おなかがすいたでしょう？」




　　　　７




　チェーンの外される音。ドアがあいた。

「心配しちゃったよ。──入って」

　ララ。わずかに髪かみの毛がぬれている。頰ほおが赤く上気している。いまごろ風ふ呂ろに入っていたらしい。よほど気にいったのか、身につけているのは例の黒っぽいワンピースだ。

「なにもなかった？」

「だいじょうぶ。それより、バッグは？」

「そのことで話がある。作戦会議だ」

　竜介が言う。時刻は二十三時五分前。おれ、竜介、彩子の三人は自分たちのホテルを抜ぬけだし、ここ──ララのために予約した高級ホテルの、スウィート・ルームに来ていた。

　おれたちのホテルには警察が事情聴ちよう取しゆに来ていたため、出るのに少し手間どった。もっとも、おかげで外がい套とうの連中に襲おそわれることはなかったが。

　移動にはタクシーを使い、法外なチップをつかませた。夜の観光都市は静かだった。

「なにかあったの？　作戦会議って──」

「先に入れてくれ」

　竜介が室内に顎あごをしゃくる。おれもララにうなずきかけた。

　ララが脇わきへどいた。奥おくへ進んだ。信じられない──なんて部屋だ。部屋というよりは家。つきあたりは応接室になっており、ばかでかいソファが低いテーブルを取りかこんでいた。ドアがいくつも見えている。寝しん室しつが──ざっと見てもみっつ以上ある。

「なあ竜介。こんな部屋、絶対にやりすぎだよ」

「うるさい。さっさとすわれ」

　ソファに腰こしかけた。クッションがきいており、尻しりが深く沈しずんだ。

「あたしもおどろいたんだ。こんな部屋」

　ララがソファの肘ひじ掛かけにちょこん、と尻をのせる。

「ララは気にしなくてもいい。俺の好意だ」

「おい、竜介だけの手て柄がらにするなって──」

「はじめるわよ」

　彩子がカクテル・キャビネットをあけた。腰ぐらいの高さの棚たなに酒が満まん載さいされている。

「ビールをくれ」

　竜介が言う。

「ビールなら向こうの冷蔵庫にあったけど……」

　ララがこたえる。

「酒はまずいよ。絶対にまずい」

　いやな記き憶おくがよみがえった。リューデスハイムでの夜。おれはワインで酔よっぱらったために、竜介に好き放題ふりまわされてしまったのだ。

「いいじゃない」

　彩子はショットグラスにウォッカを注つぎ、一息に飲んだ。さらに注ぎたす。

「おれはジュースでいいよ……」

　めいめい、自分のグラスを手に持ち、あらためてテーブルをかこんだ。

「バッグのことだけど。持っていないみたいだから──」

　ララが、おれたちの手もとを見まわして言う。

「なかったんだね」

「どこかへ消えてしまった、というわけではない」

　竜介は言った。そして話した──ベルボーイがどこかの部屋へまちがえてとどけたらしい、という話。ララは終わりまで聞いてられない、というように腰を浮うかせた。

「訊きいてみたんでしょ？　クラスの人たちに……」

「そう。あれから食事に出る時間になって──移動中に、できるかぎり訊いてみたんだ。だけど、よくわからなかった。おれたちが使ってるのはあのホテルの三階から五階まで。ベルボーイは──ごていねいにも──どの階にも荷物を運んでたらしくて。移動するときって、みんなでぞろぞろと行くだろ？」

　おれは同意を求めた。ララはこまったように言いよどみ、また腰を下ろした。

「どうかな。わかんないけど……」

「とにかく、おれたちのツアーはそうなんだ。だから、ほとんど全員がベルボーイを見てるようなもので」

「参考にはならなかった、ということなんだね」

　ララが明らかな落らく胆たんを示す。なにか思いついたように顔を上げ、用心深く訊いてきた。

「荷物がほかのホテルへ行ってしまった、ということはないの？」

「ないな。列車に積みこむときも、降ろされるときも、荷物はクラスごとにかためられていたのだ」

　竜介がビールで喉のどを鳴らした。

「ちさとは──俺たちの担たん任にんは、バッグは自分のクラスの荷物にまぜた、と言っておった。だから、俺たちが泊とまってるホテルのどこかにある、という点はまちがいない」

「たのめないの？　クラスのみんなに、別の荷物がまぎれこんでないか調べてほしい、って」

「前に、君自身が言ってたじゃないか」

　おれはミネラルウォーターのグラスをテーブルにもどした。

「それはたのめないよ。そんなことをたのんだら、『中身はなんなんだ？』って訊かれるかもしれない。訊かれなかったとしても、見つけたついでに中身を見られる、というのは十分にありえるんだ」

「そっか。そうだよね……」

「結局、しのびこむしかない、ということなの」

　彩子がまたウォッカをあける。何なん杯ばい目めかわからない。

「それなのね？　作戦会議って」

「そう。遊びにいくふりをして各部屋をたずねる、というのも考えたんだけどね。おれたちはふだん、そういうことをしないから、きっと不ふ審しんがられる。それに、旅行も四日目だろ。海外旅行なんて慣れていないやつが多いし──おれもそうだけど。みんな、そろそろ疲つかれが出はじめているんだ。部屋まわりをしてるやつも少なくなったし、ベッドに入る時間も早くなった。全部屋を穏おん便びんに訪問する、というのは不可能だと思う」

　おれは言った。竜介が重々しく相づちを打つ。

「しのびこむほうが手っとり早い、と判断したわけだ」

「すぐに行くの？」

　ララがまた腰を浮うかせかける。

「もう少し待とう。まだ、起きてるやつは多いだろうし」

　自分とララのグラスを取りあげて、おかわりを入れるために席を立った。
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　待つための時間。ララ、おれ、竜介の三人でバルコニーへ出た。彩子は中に残っていた。あれだけの酒を飲んだにもかかわらず、彼女の顔にはまったく現れていない。けろりとしたものだ。

　石造りの柵さくに胸を当てた。眼下に新市街、その先に旧市街を見わたすことができた。時間が時間だけに、街の明かりはたいていが消えている。夜景を楽しむ、というわけにはいかないが、月に照らされたハイデルベルク城は十分に幻げん想そう的てきだった。

「やっと見つけられるね。君のおカネ」

　隣となりのララに言った。彼女はだまって街の広がりを見ていた。顔だけをわずかに、おれのほうへ向ける。

「ほんとにありがとうね。ふたりとも……彩子も。いろいろとしてもらって」

「彩子はカネを出しておらん」

「竜介。そんなこと言う必要はないだろ？　いくら本人が中だからって……」

　ララが柵から身を離はなし、おれたちを見くらべてほほ笑えむ。

「彩子にも助けられたし、ふたりが精いっぱいのことをしてくれてる、ってこともわかってる」

「そうだ。もっとわかってくれ」

「竜介……」

　ふと哀かなしくなった。しょせん、それだけのつきあいでしかない、ということだ。おれたちはララと出会い、バッグをいっしょにさがす、という名目で行動をともにした。だけど、彼女自身が積極的におれたちといっしょにいようとしたことは、なかったような気がする。

　先のことなんてどうだっていい、ただ好きだからララを助ける──そう思っていた。そのこと自体に迷いはない。だがこの旅が終わったあとで、彼女とそれっきりになってしまうとしたら。他人にもどってしまうとしたら──やっぱりそんなのはいやだ。

「──ララ」

　ひとりでに口が動いていた。

「なに？」

「どうするの？　今夜、おカネか、その代わりになるものが見つかったとして……そのあとは」

「たぶん、ボスにとどけると思う。まず電話して、それから、できれば明日の朝、一番の列車に乗って」

　声こわ音ねが落ちた。

「さみしいけどね。みんなと離れるの」

　少し、心が軽くなった。淡たん白ぱくにさよなら、となるわけじゃない。彼女はおれたちとの別れをさみしい、と言ってくれる。

　竜介の顔を見た。彼は固い表情でララを見ていた。

「とどけたあとはどうするのだ？　俺たちの旅はあと三日、残っておるのだが。できればまたララと会いたいものだ」

　竜介がおれたちふたりの気持ちを代弁してくれる──意外にも素す直なおに。

「そうだね。会いたいね」

　ララが明るくこたえる。どの程度、思ってくれているのだろう。おれと同様に、強く願ってくれているのか。おれたちの旅が終わったあとのことは──？

「まだ話してるの？」

　彩子が出てきた。手にはグラスを持っている。飲みすぎだ。

「むう。邪じや魔ま者ものめ」

「だれが邪魔者よ」

「なんか、いつもけんかしてるね」

　ララが冗じよう談だんめかして言う。おれたちが本気でいがみあっているわけじゃない、とわかった上での発言。彼女は一息つくと、自分の下腹に手をあてて、恥はずかしそうにほほ笑えんだ。

「彩子の言うとおりかも。そろそろ中に入ろう──あたし、おなかすいたみたい」

「そうなのか？」

　竜介が眉み間けんにしわを寄せる。

「夕食はどうした？」

「食べてない」

「彩子がルームサービスを利用しろ、と言っておったろう」

「なんか緊きん張ちようしちゃって。受話器を上げるところまではいったんだけど」

　ララが苦笑しながら室内を見る。フランス窓の向こう側に、骨こつ董とう趣しゆ味みの電話機があった。

「しかたないやつだ。俺にまかせろ」

　竜介がさっさと中へ移動する。受話器を取りあげ、メニューも見ずにまくしたてる。おれたちは見守るしかない。

　三人で室内へもどり、窓をしめた。

「いまが十二時半。食べたら、出るわ」

　彩子がサイドボードの置き時計を見る。ララは緊張した面おも持もちで、つばを飲んだ。

　竜介が受話器を下ろし、おれたちのほうへ向きなおる。

「豪ごう勢せいにやろう。支し払はらいは俺持ちだ」

「竜介、本当にいいかげんにしろよ？　何度そういう抜ぬけ駆がけをしたら──」

「ふたりとも、いいかげんにしてよ」

「みんな、だまって」

　彩子が言う。視線を宙に固定して、耳をそばだてているようだ。

「──早いわね。ルームサービス、もう来たのかしら」

　彼女は続き部屋を抜け、入り口のほうへ足を向けた。

「これから一仕事あるのだ。この俺がララに活力をあたえようと思ってだな──」

「この俺が、とか言うな」

「ちょっと。さっき、せっかくバルコニーで言ったこと──」

「みんな、客みたい」

　彩子がもどってきた。彼女のうしろに背の高い人ひと影かげがあった。

「ボスのカネを返さずに、ホテルで贅ぜい沢たく三ざん昧まいか」
















　竜介が翻ほん訳やく。アマルが銃じゆうをかまえていた。
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　ララがおれたちの前へ。

「アマル、待って！　おカネはこれから取りにいくところなの。明日には用意できる！」

「これから取りにいく、とはおもしろいことを言うじゃねえか」

　アマルが値ね踏ぶみするような視線を室内に這はわせる。竜介がしぼりだすような声で訳す。

「これだけ派手に使っておいて、明日には返すだと？」

「これはボスのおカネじゃないの。この三人が出してくれてる！」

「ほう」

　アマルがおれたちをひとりずっ見る。こちらは一歩も動くことができない。

「下で聞いたんだ。泊とまってるのはおまえだろ？」

「……そうだよ。あたしが泊まってる」

「なんでこの日本人が、おまえのために宿代を出す？」

「それは──」

　ララが竜介を見た。彼がとがめられることをおそれるように。

　竜介は「言ってやれ」というように顎あごを動かした。ララはうなずいた。

「この人たちは、つぐないをしてくれているの。竜介が──彼が勘かんちがいをして、そのせいでおカネを別のバスに載のせたから」

「そのカネをこの日本人どもが持ってる、とは考えないわけか？」

「なにを言ってるの？」

　ララがとまどいの表情を浮うかべる。アマルがため息を長く吐はきだす。

「いくらカネ持ちの日本人でも、ここの宿代をぽん、と出したりはしねえもんだ。そのへんの常識を勉強しなきゃいけねえな。おまえは」

「でも、竜介たちはおカネをたくさん持ってる。今日だって──」

「それもこれも、みんなボスのカネを使ったんだ。それだけのことさ」

　アマルは銃じゆう口こうで彩子の背中をつついた。ふり向いた彼女の服を引っぱり、自分のそばに立たせる。

「オレも調べたのさ。いろいろとな」

　アマルがおれと竜介を見る。おれは拳こぶしをにぎりしめた。手の中に汗あせを強く感じた。ばれてしまったのだ。おれたちは殺されてしまうのか。もっとひどい目にあわされてしまうのか──それよりも気になる。ララにすべてを知られてしまうのか。

「最初、あのとち狂くるった女から──宗教団体の連中から、苦情の電話がかかってきた。カネがちゃんととどいていない、と言うんだ。だからオレは、ララがしくじったにちがいない、と考えた。連中にはララが持ち逃にげしたみたいだ、オレたちにはどうしようもない、ララと直接相談してくれ、と言っておいた。連中はオレたちにどうにかしろと言ってきたが、埒らちがあかないと判断して、直接ララのほうへ行ったわけだ」

　ララの表情が苦しげにゆがむ。

「みんな、あたしの責任にしたんだね」

「実際、おまえの責任だろうが。それで、オレはおまえに会いにいって──そしたら、いきなりあの女どもと銃じゆう撃げき戦せんだ。その中で、連中はおかしなことを言ってた」

　よくもだましたな──女はそう叫さけんでいたのだ。それでアマルは真相に気づいた？

「あとで、あらためて連中と連れん絡らくを取ったんだ。そしたら、カネを入れるバッグ自体はとどいてる、と言いやがった。どっこい、中にカネはなかった──入っているように偽ぎ装そうされてた、とぬかしやがる」

「偽装なんて──」

　ララの顔が絶望にふるえる。

「やってない！　あたしはそんなことしてない！」

「オレもそう思った。だがあの連中が噓うそをついてるとも思えねえ。だとしたら、それをやったやつがいるんだ。そういうことをできる状況にあったやつが」

「噓……」

　ララが絶句する。彩子がため息をついている。

　おれは手のひらに、さらに爪つめを食いこませた。

「そこにいる日本人が勘かんちがいをしただけだ、と言うけどよ。そいつらがカネを盗とってて、ここのホテル代に使ってる、とは考えないわけか？」

　竜介が不本意そうに訳す。ララはゆっくりと身体からだの向きを変えた。まじまじとおれの顔を見てきた。おれは否定も肯こう定ていもできなかった。

「女どもは偽装されたバッグを受けとり、ブツを発送してしまった、と言ってきた。まぬけな話だけどな。そのブツがまぎれこんでいるのが、こいつらのツアーなんだ。うまく聞きとれなかったけどよ──北ほく摂せつ高ツアーとかなんとか。こいつらの、学校の名前だ」

「桔平……」

　ララの声。失望にかすれている。否定したい、という想おもいが強くにじんでいる。

「こいつらは偶ぐう然ぜんカネを手に入れて、さらにおまえを手なずけた。それで、ブツの存在を知ったんだ。どちらもぶんどって、責任をおまえになすりつけるつもりだった」

「ちがう。そんなつもりじゃない！」

　思わず叫さけんでいた。自分の意志じゃなかった。

「責任を押おしつけるつもりなんてなかった。ちゃんと返すつもりだった！」

「桔平。あなた、馬ば鹿かだわ」

　彩子が言った。彼女のほうを見た。哀あわれむような目でおれを見ていた。

「……そうなんだ」

　背後でララの声。おれは絶望した。二メートル先にある銃じゆうで撃うたれたいと思った。

「だましてたんだ。あたしのこと、だまして……それで、おカネを使ってた」

「ララ、説明を聞いてくれ。俺たちはララのことを第一に考えておった。ララのためを思って行動しておったのだ」

　竜介が手をのばす。ララが彼の指先から逃のがれる。

「見てたのに！　わかってたのに！　あたしがどれだけ必死だったか──どれだけ必死でおカネをさがしてたか。なのに、それを見て陰かげで笑ってた。おカネを持っていたのに！」

「返すつもりだった！」

　竜介の弁明──無む駄だだ。ララは聞こうとしない。おれたちを否定している。

「カネとブツ。両方を持ってくるんだ──明日の正午までにな」

　アマルは彩子をさらに引き寄せ、こめかみに銃口を当てた。彩子は抵てい抗こうしなかった。抵抗しても無駄と、冷静に判断を下したのだ。

「それまでこの女をあずかる。おまえはどうする？」

　アマルはララにたずねた。彼女は寝しん室しつへ足を向けた。おれたちを見ずにこたえる。

「──残る。しばらく、ひとりにさせて」

　彼女が遠くなった。彩子の姿も遠くなった。
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　暗い街を走った。タクシーを使う気にはなれなかった。

　最悪の状じよう況きよう──ただばれただけじゃない。説明不能な状況でばれた。ララはおれたちを裏切り者だと思った。おれたちはララの信しん頼らいを裏切った。もう二度と取りもどせない。彼女の信頼を取りもどすことはできない。

　消えてしまいたかった。自分の存在を消したかった。思考不能の状態になりたかった。ララの記き憶おくからすべてをぬぐいさることができれば、と思った。

「できるわけない……」

　すべてを投げだしたい。できない。彩あや子こがとらわれてしまった。警察に話す？──なにを話す？　どんな事情を話す？　いままでの事情をすべてぶちまけるとしたら、おれたちがしたことの弁明まで加えるとしたら、何時間かかるかわからない。彩子の身になにが起きるかわからない。

「動くぞ。それしかあるまい」

　竜りゆう介すけが言う。おれはうなずいた。それしかできない。動くしかない。

「ヤクを見つけられたとして……カネのほうはどうする？　いくらか使ったけど」

「それはあの男──アマルもわかっておる。まだ残りは五百万以上あるのだ。とがめることはあるまい」

「そうかな？」

「あの男。ヤクのほうはボスに返し、カネは懐ふところに入れるつもりなのだ。だから単独行動を取っておる」

「そうか。ララは、カネをなくしかけた立場だから……」

「アマルの魂こん胆たんを知ったとしても、ボスに言うことはできん」

「……どうでもいいことだよな。おれたちにとっては」

　旧市街へ。さすがにホテルまでの道はおぼえた。

　ホテルの石段を登り、エントランスに駆かけこむ。

　フロントの男はいなくなっていた。カウンターには呼びだし用のベルだけが置いてあった。立ちどまる。

「どうする？」

「何時だ？」

　竜介が訊ききかえす。腕うで時計を見た。

「二時前」

「朝食は七時半だ。皆みなの起きはじめる時間が七時……」

「間にあうのか？　一部屋一部屋、しのびこんでいって──」

　おれは階段を見上げた。竜介は渋じゆう面めんになった。

「むずかしいな。本来は俺おれが鍵かぎをあけていき、四人で手分けして各部屋を調べよう、と考えておったのだが」

「おれと竜介のふたりだけじゃ……間にあうわけがない！」

「ほかの人間を使うか？」

「だれに、どう説明するっていうんだよ」

　正午までにヤクを見つけだし、ホテルにとどけなければ、彩子はどこかへ売りとばされてしまうのだ。ララが寝しん室しつへ消えたあとで、アマルはそう言ってきた。見た目はきれいな女だから、買い手はいくらでもいる……と。

「竜介。強ごう引いんにいこう」

「どうする？」

　頭にクラスメイトたちの顔が浮うかんだ。

「片っぱしから、強引に押おし入ろう。叩たたき起こしていくんだ」

　竜介がにやつく。

「いいだろう。どこからはじめる？」

「あ……ええと。一応、男の部屋から。それで見つかればめっけもんだし」

「三階の端はしからだ」

　階段を上へ。踊おどり場ば、二階、踊り場、三階──ずいぶんと見なれた光景になった。

　廊ろう下かに人ひと影かげはなかった。二時ともなると皆、もう寝ねているのだろう。あるいは部屋にこもって話しこんでいるか。どちらでもいい。後者のほうがありがたい。

　廊下のつきあたり、おれと竜介に割りあてられた部屋の、隣となりの部屋にねらいをさだめた。ほかと同じふたり部屋。山やま田だという科学部のやつと、関せきという帰宅部のやつが入っているはずだ。性格はおとなしく、それほどもめないですむ相手。

　ドアを激しく叩いた。叩きまくった。しばらくして二〇センチほどひらいた。寝ぼけ眼まなこの顔が現れる。山田。チェーンはかけていないようだ。

「桔きつ平ぺいか。……なに？」

「入れてほしいんだ」

　つきとばすようにして入った。部屋は薄うす暗ぐらく、ベッドサイド・ランプがついているだけだった。うしろで竜介が壁かべをまさぐり、全体の照明をつけた。

　奥おくのベッドでは関が毛布をかぶっていた。もぞもぞと動き、光から逃のがれるように身をちぢめる。

「なに……」

　山田はまだ頭が半分、寝ているようだ。ぼんやりとおれたちを見ている。

「おれたちの荷物がまぎれこんでいないか、見せてくれ」

　ベッドとベッドの間に荷物が寄せてある。そこへ突とつ進しんする。鞄かばんを次々とあけて、中身をぶちまける。小さなボストン・バッグは出てこない。それらしい包みも見あたらない。

「竜介？」

　彼はベッドの下をのぞきこんでいた。立ちあがって、今度はバスルームのドアをあけた。

「なにしてるんだよ」

「もしこいつらがバッグを持っており、中身を見て、知っておるとしたらどうだ？　ほかの荷物といっしょにはすまい」

「おい竜介。バッグなんて知らないよ……」

　山田が抗こう議ぎする。竜介は目を向けもしない。ユニット・バスのカーテンをあける音が聞こえてくる。

「桔平、こやつらのシーツを引きはがせ。くまなく調べるのだ」

　竜介がバスルームから出てくる。テレビの裏側をのぞきはじめる。

　山田を見た。まだ睡すい眠みんを続けようと努力している関を見た。迷った。こんなことをしでかして……きっと、今後は口もきいてもらえなくなる。

「彩子がいなくなるよりはいいか……」

　まずは山田のベッド。皺しわの寄った毛布をつかみ、宙でふった。なにも落ちてこない。シーツの上も端はしから端までまさぐったが、結果は同じだった。

　関のベッド。彼の肩かたから毛布を引きはがした。一気に下へ──短パンから出た足があらわになった。だがヤクの包みは出てこない。

「ん……」

　関がくしゃくしゃの顔で見てくる。

「悪い」

　彼を押おして、床ゆかへころがした。ごんっ、というにぶい音が響ひびいた。

　シーツの下、枕まくらの下、枕の中。たぶんない。

「竜介、そっちは……」

　山田の身体検査をしている。終えてこちら側へ。彼はカーテンをあけて、天てん井じようから床まで目を近づけてたしかめた。さらに、床にのびている関の身体からだをまさぐり、やっと立った。

「この部屋にはないな。こいつらはシロだ」

「なあ。こんなのを、全部の部屋でやるのか？」

「しかたあるまい」

　舌打ちした。

「時間がかかるぞ……」

　おれの足もとで、関がベッドの上へ這はいあがった。おれは毛布を拾い、彼の上にかけてやった。彼は映画に出てくる女のような仕し草ぐさで毛布を胸むな元もとに押しあてた。まだ目を白黒させている。

「ほんとにごめん。おれたちのバッグ、なかったみたいだ」

「かんべんしてくれよ……」

　山田がベッドに腰こしを下ろす。

「機き嫌げん直せよ。明日、なんかおごるからさ」

「そんなカネはないぞ」

　竜介が言う。おれたちは部屋を出た。
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　隣となりの部屋の騒さわぎで、中のふたりは目がさめていたらしい。次のドアはすぐにあいた。

「入れてほしい」

「なんでだ？」

　大おお柄がらなクラスメイトが立ちふさがる。岸きし辺べ──体育会系。たしかラグビー部かなにかだ。

「たのむよ。荷物が……バッグが、まぎれこんでると思うんだ」

「明日でいいだろう？」

「埒らちがあかんな」

　竜介がおれと岸辺の脇わきを強引に抜ぬける。部屋の明かりはすでについている。もうひとりのクラスメイト──同じラグビー部の柴しば島じまが立ち、不平のつぶやきをもらしている。

「おい、なにを考えてっ!?」

　岸辺が反転、竜介にうしろから組みついた。竜介は細身だ。体重に二〇キロは差がある。

　ふたりがもみあう。柴島が巻きぞえを食ってふっとばされる。

「岸辺、離はなせ！　彩子のためなのだ！」

　竜介が言う。

「蛍ほたるが池いけが、なんの関係が──ぐわ！」

　岸辺が飛びのく。

「指を嚙かむな！」

「基本中の基本だ」

「またわからんことを……」

　おれはさりげなく部屋の端はしへ移動した。荷物の中身をあらためた。ヤクらしい包みはなかった。またシーツをはがさなくちゃならない。

「おい桔平！　おまえまで、なにを──」

　岸辺が指をつきつけてくる。柴島が「痛いてえ痛え」とうめきながら頭をふっている。

「バッグをさがしてる！」

「そんなものはない！　とっとと出てけ──うご！」

　竜介がまた嚙みついた。さりげなく岸辺の胴どうまわりをさぐり、素す早ばやく離れ、クローゼットをあけている。おれに目くばせ──見てないでやれ、という意味だ。

「わかってるけど……」

　柴島の身体からだを調べた。

「桔平、血迷ったか!?　男色か!?　これは新あら手ての夜よ這ばい行こう為いか!?」

「うるさい、だまってろ！」

　ベッドの下をのぞきこんだ。竜介は岸辺の股こ間かんを蹴けりあげつつバスルームを調べた。

　岸辺と柴島の部屋にヤクはなかった。おれたちは乱暴に追いだされた。

「こんなこと、いつまで続けるんだよ……」

「ヤクが見つかるまでだ」

　さらに、四部屋に突とつ撃げきをかけた。殴なぐりあい、脅おどし、なだめ、すかし、おれは傷だらけになった。竜介は血だらけになった。同じことを百時間もやっているように感じられた。百年もやっているように感じられた。

「もう限界だ。こんなの、続けられっこない……」

　七部屋目。おれは荷物から顔を上げ、ベッドサイドの時計に目をやった。竜介はベッドの上でクラスメイトに裏投げをかましていた。横には先にジャイアント・スイングとノーザンライト・スープレックスを食らったクラスメイトがひっくりかえっていた。

「おれは馳はせだ！　おれは馳だ！　馳浩ひろし！」

「竜介、もう三時半になってる。こんなペースじゃ、とても無理だ」

　まだ男子の部屋を半分ちょっとまわっただけだ。女子の部屋は──考えただけで困こん惑わくする。力ちから業わざで攻せめられないぶん、よけいに手間取るはずだ。

「間にあうわけがない！」

「……考えねばならんな」

　竜介は関かん節せつ技わざをかまし、ふたり目を沈しずめていた。本人も気絶寸前に見えた。

「俺も甘あまく見ていた。ここはホテルの中なのだ──もしだれかがバッグの中身を知り、それを着服しようと考えた場合、隠かくす場所はいくらでもある」

「いま見てまわった部屋だって、絶対になかったとは言えない……」

　さらに気が沈んだ。どうすればいいのかわからない。あと十部屋以上もまわらなくちゃならない。それらの部屋にバッグがあるとしても、見つけられるとはかぎらないのだ。

「説明しよう。やつに」

「説明する？」

「そうだ」

　竜介はサイドボードに歩み寄った。受話器を取りあげて、外線用の番号を押おした。

「アマルたちのいるホテルは、俺が予約したホテルだ。番号はわかる」

「あいつに電話するのか？」

「やつの望みは俺たちをこまらせることではない。ヤクだ。入手するためには時間が必要、と説明すれば、飲まざるをえまい」

「どうかな……」

　竜介の横に立った。頰ほおを寄せるようにして、おれも受話器に耳をつけた。足もとにはクラスメイトたちの身体からだが横たわっている。

　コール音、三回。ホテルのフロントが出た。竜介は名前を伝え、内線につながせた。

　アマルが出た。おれは息をつめた。竜介が話し、訳す。

「俺たちだ」

「見つけたのか？」

「そちらで彩子が話したとは思うが……バッグは荷物の山にまぎれておった。いまは、どの部屋にあるのかわからん」

「それをさがすのが、おまえらの仕事だ」

「何部屋かまわったが、完全には調べきれん。見つける前に朝が来る」

「なら、この女のことはあきらめろ」

「待て、明日は朝から移動なのだ。また荷物は一か所に集められる──そして、列車の荷物室につめこまれる。こちらは列車の中でバッグを見つけてみせよう。貴様らにも列車に乗ってもらい、中で俺たちが見つけたバッグを手わたす、という段取りでどうだ？　それならば最初の約束どおり、明日の正午までには取り引きを終えられよう」

　電話の向こうで沈ちん黙もくが続いた。アマルが考えている。罠わなではないか、と考えている──そんなわけがない。おれたちにそんなことができるわけない。それは、二秒も考えればわかることだ。アマルの息づかいが聞こえた。

「……いいだろう。列車の中で受けとる」

「受けとるのではない、交こう換かんするだけだ。──それと」

　竜介が言う。

「乗りこむ前に点呼がある。八時四十分発の列車だが、彩子がいなくては乗りこめん。バッグをさがすことも不可能だ」

「なんとかしよう」

　電話が切れた。
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　おれたちは各部屋への突とつ入にゆうをあきらめた。少しでも睡すい眠みんを取ろうと部屋にもどったが、一秒も眠ねむれなかった。朝になり、朝食の時間になって、岸辺たちからなじられた。食事は喉のどを通らなかった。竜介はいつも以上に食べていた。

「いよいよだ」

　おれは言った。ハイデルベルクの駅は、ドイツにあるほかの大都市の駅と同じように、体育館のような造りになっていた。高い、ゆるやかに湾わん曲きよくした天てん井じようがあり、全体としては巨きよ大だいなかまぼこのような形をしている。そこに線路が何本も引きこまれており、かまぼこの内部にプラットホームがならんでいる。

　人はそれなりに多かった。朝が早いためか、観光客よりは地元のドイツ人が目につく。カフェでコーヒーを飲み、スタンドでパンにソーセージをはさんだものを買い、食べている。店の湯気がホームまでただよってくる。

「いたか？」

「まだいないみたいだ」

　人と人の間にアマルたちの姿をさがすが、見つけられない。

　おれたちの荷物はすでにまとめられ、列車へ積みこまれたあとだ。ほかのクラスの連中はみんな列車に乗り終えた。おれたちのクラスだけが、列車の外で、彩子が現れるのを待っている。クラスの仲間たちはなにも知らずにきゃあきゃあと騒さわいでいる。

「あなたたち、本当に知らないの？　あたし、いつ蛍池さんが部屋から出たのか、わからないんだけど。朝にはいなくなっていたの」

　ちさとが緊きん張ちよう感かんに欠ける声で言う。だが彼女なりに心配している、ということはわかる。

「本当に、警察に言わなくていいのかしら？」

「大だい丈じよう夫ぶ、そのうち現れますよ。彼女のことですから」

　おれは言った。気が気じゃなかった。警察に言う──そのほうがいいのかもしれない。おれたちの手には負えなくなりはじめている。

「桔平。見ろ」

　竜介につつかれた。目を向けた。彩子がこちらへと来る。すぐうしろにはアマルとララ──胸に電気ショック級の痛みが来た。ララは暗い目を自分の足もとに向けている。心はここ以外の場所にあることがわかる。

「お待たせ。遅おくれて悪かったわ」

　彩子がちさとに言い、髪かみをかきあげる。

「ほんとにもう。どこに行ってたの？　心配したんだから」

「それより、先に乗らない？」

「あとで、ちゃんと説明してもらいますからね」

　ちさとが教え子たちをうながす。クラスメイトたちが乗りこんでいく。彩子がおれと竜介のほうを見ている──感情のこもらない目で。彼女のうしろにはアマルがさりげなく立っている。手首は腰こしのあたりで固定されている。ここからでは見えないが、いつでも銃じゆうを撃うてる、ということなのだろう。ララは無関心に立っているだけだ。

「おれたちのせいだ。おれたちの噓うそを知ったから、ララは気が抜ぬけてる……」

「早くなさい」

　ちさとにせかされた。おれは歩きかけて──立ちどまり、アマルのほうをにらみつけた。目が合った。彼は軽くにやつき、行け、というように顎あごをつきだした。

「いまは我が慢まんだ」

　竜介がタラップを上がる。おれも続いた。最後に彩子、そしてアマルとララのふたり。

　乗降口の上には三メートル四方ほどの空間があった。正面は窓。横の扉とびらを抜けると客席があり、クラスメイトたちはすでに腰こしを下ろしている。入り口にちさとが立っている。

　おれと竜介はその場で足をとめた。

「ちさと。あたし、お手洗いに行ってくるわ」

　彩子が言う。アマルがおれと竜介に笑えみを残す。ふたりがちさとの横を通り、入り口を抜け、客席のまん中をつっきっていく。彩子のうしろにはアマルがぴったりと張りついているが、だれも気にしていないようだ。自由席なので現地の人が乗ってきた、ぐらいの感覚しかないのだろう。そしてもうひとり、華きや奢しやな少女がおれの前を過ぎる──

「ララ」

　思わず声が出ていた。動いていた。彼女の手首をつかんでいた。

　ララがふり向く。

「ララ、聞いて。いまさら信じてくれ、なんて言わない。だけど、こんなのおかしいだろ？　彩子を人質に取るなんて。彼女だけは──」

「話したくないの」

　ララは目をふせた。隣となりのクラスメイトがおどろいた顔で見ていた。

「先頭の車しや輌りようにいるから」

　ララは自分の手首を無言でながめた。おれは手を離はなした。

　彼女にアマルのあとを追った。
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「桔平。感傷はあとだ」

「わかってる」

　遠ざかるララの背中。うまくバッグを見つけ、彩子を解放できたとしても、またララと親しくなることはできない。ララの心を解放することはできない。

　彼女から視線を引きはがした。

「ボストン・バッグ。見つけにいこう」

「最さい後こう尾びの車輛だ。客席からは行けないようだった」

　竜介の顔を見た。

「どういうことだよ？」

「扉とびらがついているのは列車の外側にだけだ。連結側にはない──見ていなかったのか？」

「ごめん。それどころじゃなかった」

「まあいい。俺は降りて貨物車を調べる。見つけられたら、天てん井じようから窓を伝って、客席側へもどろう」

「走っている列車の屋根を歩く……できるのか？」

「当然だ。俺をだれだと思っておる？　桔平は級友たちの手荷物を見てくれ。それから、身体検査もだ──ヤクを服の内側に隠かくしている、ということもありうる」

「わかった」

　おれはうなずいた。竜介が乗降口のステップに足をかけた。

「待ちなさい」

　ちさとだ。竜介の襟えり首くびをつかみ、おれたちを交こう互ごにねめつけた。

　彼女の存在を忘れていた。客席ドアの横でおれたちの話を聞いていたのだ。

「あなたたち、いったいなんの話をしてるの？　こっちの人に話しかけたり、いまだって外へ出るとかなんとか……」

「ちさと。あとにしてくれ」

　竜介が、ちさとの手に自分の手をそっと重ねる。

「取りこんでおるのだ」

「取りこんでるもなにも、いまから出発でしょ？　もう列車が動きだすんだから。中にいないと乗り遅おくれるじゃないの」

「外から客席に乗りこむ。安心してくれ」

「まあ、危ない」

　たしかに安心できる話ではないな、と思った。列車はディーゼル式──先頭の動力車が客車を引っぱる方式だから、屋根の上にパンタグラフがあるわけじゃない。普ふ通つうの電車よりは安全に移動できるのかもしれないが、それでも数十キロの速度が出ているのだ。

「先生。竜介は平気だから、とりあえず席にもどって。ほら、おれもいっしょに──」

「そう？　でも、やっぱり宇う野の辺べ君も来てくれないと。あたし、あなたたちの担たん任にんなんだもの。責任があるわ」

　焦あせった。いまにも列車が動きだしそうで不安だった。乗降口の向こう側にホームの床ゆかが見えている。行き交かう人の姿も──おれたちの列車が停とまっているホームに関しては──見えなくなった。たいていの客は列車に乗ってしまったのだ。出発は間近。

「ちさと。その手を離はなせ」

　竜介が断固として、だが辛しん抱ぼう強づよく言う。

　ふいに、乗降口を人ひと影かげがさえぎった。制服姿の、女の駅員がドアをしめた。手動式のドア。出発が本格的に近くなった。思わず腕うで時計を見た。発車まで二分そこそこ。

「先生──」

「ちさと。悪いが……」

　竜介が指に力を加える。ちさとの手をひねりあげる。ちさとが喉のどの奥おくで悲鳴をもらす。

「竜介！」

　思わず叫さけんだ。列車が動きはじめていた。予定より早い──おれの時計が遅れていただけか。あるいは列車の時間がいいかげんなのか。両方なのかもしれない。

　竜介が舌打ち。ちさとを解放する。

「俺は窓から出る。一度、屋根の上へ出て、そこから貨物車へ移動しよう。桔平は予定どおりにやってくれ」

「わかった」

「宇野辺君！」

「先生。もどろう」

　ちさとの肩かたを抱だいた。彼女の怒おこっている姿なんてはじめてだ。客席へと向かう。

　竜介が窓を下ろし、窓まど枠わくに足をかける。景色が動きだそうとしている。

　金属音が聞こえた。おどろいて音のしたほうを見た。乗降口のドアがまたひらいた。手動式のドア──列車が動いている間はロックされるはずだが、まだそれほどの速度が出ていなかったようだ。

　駆かけこみ乗車の主──すぐに中へと踏ふみこんできて、正面から向かいあう形になった。

　金きん髪ぱつの女を先頭にした、外がい套とうの一団。
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「ややこしいときに……」

　ちさとを客席の通路に押おしだした。自分は乗降口側へもどり、すぐに客席へ通じるドアをしめた。把とつ手てをしっかりとつかみ、背中をドアに押しつけた。

　金髪の女はすぐおれに気づいた。なにかわめきたてた。さっぱり理解できない。

　視線を一いつ瞬しゆんだけ窓へ。竜介の姿は消えている。もう外へ出たのだ。列車は本格的に加速をはじめようとしている。

　女が近づいてきた。手を外套の内側へ入れ、また取りだした。黒い塊かたまりをにぎっている。古風な印象の銃じゆう。それをみぞおちに押しつけられた。

　手を上げた。女はおれに向かってわめきつづけた。あいたほうの手でなにかを伝えようとしている。客席のほうへふりまわし、もどし、おれの鼻先に指をつきつけ、上に向けてパッとひらき──やはり理解できない。

　外がい套とうの男どもを見た。硬かたい表情でおれを見ていた。助けにはなりそうもない。

　女の言葉はドイツ語だ。おぼれかけの人間が水面でもがいているような言葉。おれにとって意味をなさない音の洪こう水ずい。その中で、ひとつの単語だけは聞きわけることができた。奔ほん流りゆうの中から拾いあげることができた。

　ララ！　ララ！　ララ！

　女は何度もくり返した。意味がわかった。ララはどこか、と訊きいている。おれや客席を指さしている理由もなんとなく理解できた。

　おそらく、昨日はずっとおれたちのホテルを張っていたのだ。だがララは現れなかった。警察が事情聴ちよう取しゆに来ていたりしたので、派手にさがしまわることもできなかった。今日もおれたちのツアーに見張りをつけていて、そして、見張り役が駅でララを見かけたのだ。だから外套の連中はこの列車に乗りこんできた──そんなところだろう。

「知らない！」

　こいつらがララを見つけたら──きっとララは尋じん問もんされる。こいつらは彼女がヤクを盗とったと思っている。ひょっとしたら殺されるかもしれない。そう信じられる剣けん幕まく。女からにじみでる狂きよう気き。

「うしろだ！　ララは最さい後こう尾びにいる！」

　事実とは逆を伝えた。こいつらをララから、少しでも遠ざけなくちゃならない。

「うしろ……バック！　リア！　ララ！　ララはあっちだ！」

　女の背後を指さし、ララの名前を連呼する。意味は通じた。みぞおちから銃口の感かん触しよくが消えた。女がおれの胸むなぐらをつかみ、いっしょにふり向かせた。つれていくつもりなのだ。

　耳もとでわめかれる。想像はつく。ララがいなければおまえを殺す、という脅おどし。

「好きにしろよ……」

「少しよう路じ君！」

　背後で、客席へ通じるドアがあいた。金きん髪ぱつの女がぎょっとした顔つきになる。

「先生、もどってて！」

「少路君と宇野辺君。さっき、バッグがどうこうって話をしてたでしょう？　それで思いだしたの。昨日もバッグのことを訊いてたなあって」

　ちさとが不ふ思し議ぎそうな顔で金髪の女を見る。女は迷ったような表情を浮うかべた。この──みるからに無関係そうな──日本女をどうすべきか。

「バッグをさがしてるんでしょう？　あたし、一度あずかってから、また荷物の山にもどしたと言ったけど、勘かんちがいしてたみたい。今朝、自分の荷物をしらべてたら、大きな鞄かばんの中からこれが出てきて。返そうと思って──」

　仰ぎよう天てんした。彼女の手には小さなボストン・バッグがあった。おれたちがさがしていたものと特とく徴ちようは一いつ致ちする。というより、まちがいない。

「先生──」

「いまも、バッグをさがしにいくつもりだったんでしょう？　ちゃんとここにあるから。宇野辺君にも、もどるように言ってちょうだい」

　女が絶ぜつ叫きようをあげた。視線はバッグに吸い寄せられていた。うしろの男たちにも動どう揺ようがあった。女がバッグを引ったくろうと手をのばした。

　思考が頭を貫かん通つうする。いまこいつらにバッグをうばわれたら──アマルにヤクをわたせなくなる。人質の彩子を解放できなくなってしまう。

「だめだ！」

　バッグをもぎとった。ドアはあいている。客席のほうへ頭から飛びこんだ。中央の通路で転がった。列車が動いているために、身体からだが引きもどされる。座席の肘ひじ掛かけをつかみ、なんとか持ちこたえた。

「おい桔平──」

　左右のクラスメイトたちが声をかけてくる。とまどっている。腰こしを浮かせてドアのほうを見ている。

　おれも見た。首をねじまげた。外がい套とうの連中が入ってきた。銃じゆうを隠かくそうともしていない。

　車内がざわつく。皆みな、昨日の列車で、あいつらを見ている。あいつらとアマルが撃うちあった現場をはっきりと見ている。

　立ちあがった。逃にげなければ。外套の連中から逃げて、先頭車しや輛りようへ──アマルのもとへ行き、このボストン・バッグをわたす。胸の中にはバッグのたよりない重みが感じられる。

　銃声。反射的にふり向いた。女が天てん井じように向けて撃っていた。銃からは煙けむりが出ていた。彼女の脇わきを通り、外套の男たちが押おし寄せてくる。おれは向きをもどして、すぐに逃げた。

　また銃声が聞こえた。女が一声、鋭するどくなにか言った。

　金髪の女がクラスの女子生徒に銃口を向けている。おれは凍こおりついた。男たちが接近してくる──二メートル、一メートル──動くことができない。どうすればいいのかわからない。女子生徒と彩子とララの顔が交こう錯さくする。頭の中を駆かけめぐり、おれを混乱させる。
















「桔平！」

　近くから呼ばれた。左右を見た。外には工場地帯があった。焦しよう点てんがぼやける。もっと近く──人間の顔。窓の外に、竜介の苦しげな顔があった。屋根から片手でぶら下がっていた。もう一方の手を窓のすき間からのばしている──おれのほうへ。

　さらに銃声。竜介の間近で、窓ガラスにひびが入った。さらに銃声。窓ガラスが粉こな々ごなに砕くだけた。竜介は手で顔をおおった。さらに銃声。だが彼は無事だ。

「彩子を助けろ！」

　おれはバッグを闇やみ雲くもに投げた。竜介は軌き道どうをしっかりと見ていた。彼はバッグを受けとめ、そして、素す早ばやく屋根の上へ消えた。

　はじめて気づいた。外套の男が目の前、ゼロ距きよ離りの位置まで迫せまっていた。彼の手は空くうを切り、寸前でバッグをつかみそこねていた。腹いせか──もうひとり、あとから近づいてきた外套の男が、おれの顔を強くなぐった。
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　背中から倒たおれた。真横で女子が悲鳴をあげた。おれは朦もう朧ろうとなりながら見ていた。

　金髪の女は竜介が消えた窓に近づき、頭をつきだした。そばの席に座すわっているクラスメイトたちは指先ひとつ動かせなかった。女の持つ拳けん銃じゆう──いま、まさに、間近のガラスを粉ふん砕さいしてみせた──が彼らの動きを封ふうじている。

　女は頭を車内にもどした。舌打ちし、おれに一いち瞥べつを投げた。すぐに視線をそらし、部下たちに目くばせ。拳銃を持つ手で外を指し示した。

　外套の男たちが女のそばへ移動する。まわりのクラスメイトたちが邪じや険けんに追いはらわれる。男たちは女の指示にしたがい、ひとりずつ窓まど枠わくに足をかけ、互たがいに支えあいながら上へ──竜介を追い、屋根へと登っていく。

　金髪の女は最後だ。外套の男たちに手を借り、自分も同じように登った。顔が窓から見えなくなる寸前、おれに向かってまたなにごとかわめいた。聞きとれなかったが、ののしっていることはわかった。女はおれに銃口を向けかけ、顔をゆがめ、殺す価値もない、というように銃を胸むなもとへもどした。

　クラスメイトたちは金かな縛しばりにあっていた。やがて解とけた。女子のひとりが声をあげる。

「なに……なんなの!?」

「桔平！」

　豊とよ中なかが四つほど先の席で立った。

「なにがどうなって──」

　彼らの声は耳に入らなかった。なぐられた頰ほおが痛かった。頭の中ではぼんやりとした思考がぐるぐると渦うず巻まいていた。

　彩子を助けるために、竜介にヤクのバッグをつかませた。彼はアマルたちのいる先頭車しや輛りようをめざしているはずだ。

　その竜介を、外套の連中が追っている。外套の連中はララをも追っている。自分たちをこけにしたララを殺そうと考えている。

「しまった……」

　わざわざ竜介に道案内をさせたようなものだ。外套の連中を、ララのもとへ。

「助けなきゃ」

　頭をふりながら立った。よろめいた。すぐそばで女子がまごつき、「ちょっと……」と言いながら中ちゆう途と半はん端ぱに手をおれのほうへ出した。感謝しつつ、その手から離はなれた。

「屋根の上なんて、歩きやすいわけがない……」

　車内をつっきっていくほうが早いはずだ。外套の連中よりも早く、先にララのもとへ。

「桔平──」

　だれかがおれを呼びとめる。

「ちょっとだまってろ！」

　足を前に出した。列車の進行方向へ歩くのは骨が折れる。クラスメイトたちは宇宙人かなにかを見るような目でおれを見てくる。かまわずに間を歩く。だれも、なにも言わない。

　連結部に続くドアをあけた。客席よりも薄うす暗ぐらい場所。どこかで銃じゆう声せいが聞こえた。気のせいか。屋根の上で竜介が撃うたれた？──まさか。撃たれるようなキャラじゃない。

「ララ……」

　車輪がレールを嚙かむ音。窓の外では工業地帯がとぎれ、住宅地の景色が映っている。

　歩調を早めた。小走りになった。ドアをあけた。

　隣となりの車輛。別のクラスの連中が息をのみながらおれのほうを見ていた。担たん任にんの国語科教師が席についたままでいるよう指示を飛ばしている。

「おい……」

　お調子者風の、茶ちや髪ぱつの男子生徒が腕うでに手をかけてきた。無視して進み続けた。

「隣の車輛。なにが起こってる!?」

　中年の国語科教師が訊きいてきた。また無視した。かまってる場合じゃない。

　ふと鼻の下に違い和わ感かんをおぼえた。なぜ皆みなの視線がとまどいがちなのかわかった。鼻血が出ている。わざとぬぐわなかった。

「少路。こっちが質問して──」

　国語科教師がさらに声をかけてくる。

「怪け我がをしてるんです。見りゃわかるでしょう!?　かまわないでくださいよっ！」

　可能なかぎりヒステリックに叫さけんだ。鼻血を利用した。国語科教師は引きさがった。

　そのまま車輛を四つぶん、早足で抜ぬけた。四十名足らず×三クラスの生徒から好こう奇きの目で見つめられた。ドイツ人やほかの観光客もじろじろとおれを見ていた。全体的に、おれたち修学旅行ツアー以外の客はまばらだった。それは幸いだった。Ａ組が使っている車輛を抜けると、車内からは加速度的に人が減った。

　そして、先頭車輛。

「ララ！」

　ドアをあけるなり呼びかけた。車輛の、さらに先頭──運転室へと通じるあたりで、アマルが席を立った。竜介はまだだ。外がい套とうの連中も現れていない。

「ララ、逃げろ！　あの女たちが来てる。屋根からだ！」

　車内がざわついた。ドイツ人たちが目を上げてきた。かまうもんか。

「こっちへ来るんだ！　列車の中を通って、うしろのほうの車輛へ！」

「桔平──」

　ララがおずおずと立った。おれ、アマル、おれ──迷うように視線をさまよわせる。

「バッグはどうした？」

　アマルが言い、ララがつぶやくように訳した。アマルが左の腕うでをまげた。彩子が強ごう引いんに立たされた。右手は彼女の身体からだに隠かくれていて見えない。だが銃じゆうをつきつけている、ということはわかる。

「バッグは見つけた！　それより──」

　車内に目を向けた。四分の一ほど埋うまった客席。外套の連中が現れれば、また一ひと悶もん着ちやく起きる。さっきは威い嚇かく射しや撃げき程度だったが、またアマルと撃うちあうようなことになったら──こんども怪我人は出ない、なんてだれにも言いきれない。

「外套のやつらが来てる。あの女どもだ！」

　アマルが口もとをゆがめる。いらだたしげに歯を食いしばる。

「ここの人たちを避ひ難なんさせろ！　ララも逃がすんだ！」

「バッグはどこだ？」

　アマルがさらに訊きいてくる。

「見つけたけど、外套の連中に見つかった。いまは竜介と、屋根の上で取りあってる！」

　アマルが上を見た。彩子とララも天てん井じようを見上げた。

「アマル──」

　ララがうったえかけるような目を仲間──マフィアの仲間に投げかける。当のアマルは考えこむように視線を落とし、おれの胸むなもとを見つめている。

　やがて顔を上げた。

「屋根の上ってのは……どうやって登ったんだ？」

「窓からだ。窓から外に出て、そこから──」

「わかった」

　アマルは銃じゆうを胸の高さでかまえた。隠かくそうともしていない。

「屋根に登れ。バッグを手に入れるんだ──俺も登る。ララ、彩子。おまえらも来い」

「なにを考えてる!?　ララはねらわれてるって──」

「いいおとり役になる。俺は、あのヤクがほしいんだ」

　アマルはララと目を合わせ、悪いな、というように肩かたをすくめた。
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「おいっ。こんな無茶をやって──」

「とっとと登れ。いい状じよう況きようなんだ……あの女どもを始末すれば、苦情を言ってくるやつもいなくなる」

　アマルに言いかえされた。ララを通して訳されているが、それでも胸の悪くなる台詞せりふだ。

　歯を食いしばり、顔を上へ向けた。空気が押おし寄せてくる。息苦しい。郊こう外がいの景色が超ちよう高速で流れている。

　屋根の出っぱりに手をかけた。下を向き、あとから登ってこようとしているララの手をつかんだ。複雑な心境だ。こんな状況でなければ胸が熱くなったはずなのに。彼女はむしろ哀かなしそうな目でおれを見ている。淡たん々たんとした動作でおれの手をにぎりかえしている。

「ララ──」

「よけいなことは話すな」

　アマルが下から命令してくる。連結部の窓から上半身を出して、銃をかまえ、おれたちを監かん視ししている。乗客の目を気にして、四人でぞろぞろと車しや輛りよう後部まで移動したのだ。

「わかってる！」

　頭が屋根の上に出た。プール・サイドに手をかけるような状態で屋根の上を見まわした──いた。竜介と外がい套とうの連中。リーダー格らしい金きん髪ぱつの女。

「竜介！」

　おれよりも列車の前側、運転席寄りだ。彼は外套の連中に組みふせられていた。銃じゆうをつきつけられ、抵てい抗こうをやめている。バッグを手からもぎとられようとしている。彼と目が合った。だが彼を追いつめた側はバッグに夢中だ。おれたちには気がついていない。

「いた！　竜介が、バッグを取られそうになってる！」

　下に向かって叫さけんだ。車輪の音と風の音でかき消されそうだ。

「とっとと上がれ」

　アマルが銃をふって命じる。おれはうなずき、勢いをつけて這はいあがった。ララの手を引く。ララが隣となりへと来る。落ちそうで怖こわい。

　うつぶせになったままで屋根の中央へ進み、後続の彩子たちに場所をあける。

　声が聞こえた。外套の連中がおれたちに気づいた。女が金切り声でなにか言っている。

　銃声がそれをさえぎった。アマルだ。胸から上だけを屋根から出し、女たちに銃を向けている。

「撃うつなっ。竜介に当たったらどうする!?」

　この男が気にするわけがない。すぐそばへ来た少女に顔を向けた。

「ララ！　アマルを止めてくれ！」

「うん……」

　彼女はアマルのほうを向いた。一度は声を出しかけて──だが、ためらうように口をつぐんだ。

「ララ!?」

　ララが目をそらす。うつむき、唇くちびるを嚙かむ。また顔を上げる。

「できないよ」

「そんなこと──」

「できない！　好きなだけあたしをからかって、噓うそをついて！　それで、また勝手なことを言ってる！」

「ララ、そいつといっしょに前へ進め！　おまえがなくしたバッグを取りかえすんだ」

　アマルが命じる。また銃を撃つ。外套の連中が撃ちかえしてきた。女がさわぎたてた。おれとララの間で屋根が火花を散らした。着ちやく弾だんしたのだ。なんてこった。

　撃ちあいがはじまった。列車が走る音にかき消され、銃声は小さい。だが着弾の音が恐きよう怖ふをあおりたてる。伏ふせたままで前をにらんだ。竜介が伏せていた。外套の連中は四つんばいになって銃をかまえていた。金きん髪ぱつの女だけが仁に王おう立だちしている。

　バッグは──女が持っている。大事そうにかかえている。

「どけ！」

　うしろから怒ど鳴なられた。見ると、アマルが彩子を盾たてにして登ってきた。屋根の縁ふちでは──壁かべに張りついている状態では、姿勢を維い持じできないと判断したのだ。彩子はくやしげに目を細めている。自分が人質となっている状じよう況きように屈くつ辱じよくを感じている。

　アマルが続けざまに撃うった。三倍の量が返ってきた。だが当たらない。走る列車の上ではうまく的をしぼることができない。どちらも威い嚇かくだけに終わっている。

「前へ行け！　あの女どもを押おさえろ！」

　アマルに怒鳴られた。訳すララと見つめあった。足もとに着弾──外がい套とうの連中が撃ったんじゃない。アマルがおれたちを脅おどすために、動かすために撃った。

　おれはララの手を取って叫さけんだ。

「からかってたわけじゃない！」

　こんな状況で言うことじゃなかった。だが言わなくちゃならないと思った。

　彼女は言葉に反応するように、おれの手をふりはらった。屋根に両手をついた。ちらりとアマルの銃口を気にして、前へ進みはじめる。

「そう思いたいけど。でも、噓うそはついてた！　あたしが必死になってさがしてたのに、そのおカネを持ってて──」

「理由があるんだ！　あのカネを取って、好きに使ってたわけじゃない！　君のために使ってた！」

『桔平！』

　同時に発せられた。彩子と竜介の声。反射的に首をめぐらせた。目の前──トンネルが迫せまっていた。外套の連中が屋根に張りついていた。あわてて身を伏せた。

　ララの動きが遅おくれた。舌打ちして彼女のほうへ動いた。遅おそかった。彼女はなんとか手足をまげた──だが姿勢をくずした。とまどうような表情が一いつ瞬しゆんだけ見えた。

「ララ！」

　列車がトンネルに入った。内部への反はん響きよう音おんがすべての声を圧した。前方で野太い悲鳴が一瞬だけ聞こえた。黒っぽい人ひと影かげが屋根の下へ消えた。

　トンネル内の明かりが左右を飛びすぎていく。レーザー光線のように感じられる。光が近づいてきた。ほんの数秒で明るい空の下へ出た。

　人の数がずいぶんと減っている。外套の男がふたり落ちたのだ。金髪の女が半はん狂きよう乱らんになっている。竜介がバッグを取りかえそうと近づいている。だが残った外套の男に蹴けられている。彼はあやういところで屋根の縁ふちにしがみついた。

「ララ……」

　左右を見た。ララの姿がなかった。全身に鳥とり肌はだが立った。血の気が引いた。アマルが銃じゆうを撃うった。反はん撃げきが返ってきた。アマルがうめき声をあげた。

「桔平！」

　彩子がアマルの手から逃のがれた。アマルの肩かたに弾たまが当たったのだ。アマルがほえるような声をあげた。おれはそれ以上の声をあげた。

「ララ！」

　屋根の端はしに細い指が見えた。四本。ララがぶらさがっている。そちらへと這はった。

「バッグをうばえ！」

　アマルが弾だん倉そうを換かえている。空になった弾倉を投げつけてくる。

「うるさい！　撃ちたきゃ撃てっ。殺したきゃ殺せ！」

　這い進み、頭だけを宙に出した。ララと目が合った。片手だけで屋根の端にぶらさがり、おれの顔を見ている。助けを求めている。前に見た表情だ──助けを求めることにうしろめたさを感じている。

「そんな必要はないよ……」

　これ以上、ララを傷つけるわけにはいかない。心も、身体からだも。

　手をのばし、彼女の手首をにぎりしめた。強く引いた。両手を使いたいが──落ちそうで怖こわかった。ふたりとも落ちたのでは意味がない。

　頭上を銃弾が飛び交かっていた。気にしている余よ裕ゆうはなかった。竜介のほえる声が聞こえる。いい機会とばかりに外套の連中とやりあっている。一いつ瞬しゆんだけ見た。彩子はアマルから少しでも離はなれ、銃撃戦の中心から遠ざかろうとしている。

「ララっ。両手でおれの腕うでを持つんだ！」

「桔平──」

　彼女はしたがった。映画みたいに「あたしのことはいいから、この手を離して」というようなことは言わなかった。手を離さないことだけに集中し、片目をつむり、おれの目を見つめている。

「これはつぐないとか、そういうんじゃない。おれは本当に、君のことを考えていたんだ！」

「噓うそ……」

　ララが拒きよ絶ぜつするように目をとじる。おれの声を耳からしめだそうとしている。

「噓じゃない！」

「ならなんであんなこと!?」

「それは──」

「あたしのことを考えていたなら、どうして!?」

「なんてこと……」

　彩子のつぶやきが聞こえた。偶ぐう然ぜん、風に乗って声がとどいた。

「駅か！」

　竜介が言った。見ないわけにはいかなかった。前方に巨きよ大だいな、かまぼこ形の建造物が見えた。中央駅。それがあと数百メートルの距きよ離りに迫せまっていた。

　さらに銃じゆう声せいが聞こえた。外がい套とうの連中とアマルが撃うちあった。

「やめんか！」

　竜介が言った。声からふだんの傲ごう慢まんさが消えている。彩子も息をつめている。

　理由がわかった。思わずララの手を強く、強くにぎりしめた。駅が近いというのに、列車が減速をしていない。いや、減速はしているが──駅で止まれる速度だとは到とう底てい、思えない。

「なんなの!?」

　おれの様子を見て、ララが強く詰きつ問もんしてくる。

「だまって、早く上に登って！」

　もはや、アマルも、外套の連中も、気づいていた。視界の中でみるみる大きくなる駅舎をぼう然とながめていた。金きん髪ぱつの女がかがみこみ、屋根の縁ふちに手をかけたが、中にもどったところでどうなるものでもない、ということに気づいたらしく、また進行方向を見た。

「なんでブレーキがきかないの……」

　彩子がつぶやく。

「銃じゆう弾だんが運転室の屋根をつらぬいた。故障が起きたか、運転手が死んだか」

　竜介の声。かすかに聞きとれた。彼はあきらめたように膝ひざをついた。

「冗じよう談だんじゃねえ……」

　アマルが声をしぼりだす。

　列車はかなり遅おそくなっていた。だが止まれるほどではなかった。

　駅舎へと近づく。まわりを幾いく本ほんもの線路が平行して走りはじめる。ほかの列車が並行して走りはじめる。それらの乗客がおどろいた顔でおれたちを見ている。

　駅舎が近づく。線路はすべて駅舎の中に引きこまれ、そこで行きどまりになっている。その先に様々な売店、カフェテリア、屋台などがある。

　空気が悪くなっていることに気づいた。郊こう外がいから都会の空気へ。列車はゆっくりと、だが停車する気配は微み塵じんも感じさせずに直進を続けている。

　駅舎の壁へき面めんが、そのつぎ目さえもがはっきりと見えてくる。駅舎内部の照明が見えてくる。ホームに立っている人々が認にん識しきできるようになる。目が合ったように感じられる。

「ララ！」

　両手で彼女の手をつかんだ。落ちてもかまわないと思った。思いきり引いた。

　彼女も事態に気づいていた。手をおれの手にからませたままで、首を横へ向け、次の停車駅をただただ見つめている。

「ララ！」

　彼女の顔がおれのほうを向いた。責めるような瞳ひとみがおれの目をつらぬいていた。

「君のことが好きなんだ！」

　声をふりしぼった。聞こえている自信はなかった。なにも考えられなかった。

「君のことが好きになった！　だから、噓うそをついたんだ。噓をついて、カネのことを隠かくしてた。君に嫌きらわれたくなくて。ずっといっしょにいたくて、だから噓をついた！」

「桔平……」

　一いつ瞬しゆん、彼女の手から力がゆるんだ。

　腹の下が揺ゆれた。列車全体が揺れた。列車が駅舎の中へつっこみ、おどろく駅員や客たちの横を抜ぬけて──そして、ホームに乗りあげた。

　さらに揺れた。世界が横へかたむいた。車しや輛りようが片輪を宙へ浮うかせ、ふらつきながら屋台をはねとばした。ドイツ語の悲鳴が駅舎を充じゆう満まんさせた。ソーセージが無数に空そらを飛んだ。
















ソーセージをゆでていた男が空を飛んだ。先頭車輛は横よこ倒だおしになった。後続車輛を尾おのようにのたうたせながら駅の中をすべりつづけた。

　カフェテリアの窓ガラスが割れた。支柱がひしゃげた。テーブルと椅い子すが宙を舞まった。カウンターが木き屑くずへと変化した。ガラスが割れつづけ、本屋がつぶされた。人々が逃にげまどった。ジュースと軽食の自じ販はん機きがひしゃげ、みっつ隣となりのホームまで転がった。時刻表や案内板が次々と折れ、砕くだけ、線路の上に落ちた。車輛同士が激げき突とつし、窓が割れ、中から人が転げおちた。

　おれたちはふり落とされた。おれはララの手をにぎり、離さないことだけを考えていた。だが意識を失って──なにも、わからなくなった。







　　　エピローグ　大列車事故のあとで







　発着ロビーに人は多かった。椅い子すの数は多くなかった。すわりそこねた生徒たちは地べたにへたりこんでいた。引いん率そつの教師連中は注意するのをあきらめていた。みんな、疲つかれすぎているのだ。

　おれと竜りゆう介すけ、彩あや子この三人は窓まど際ぎわに立っていた。全面ガラス張りの壁かべ。その先にある滑かつ走そう路ろは憂ゆう鬱うつな色をしている。空は雨が降ったりやんだりで、そのくせ、空気は妙みように乾かん燥そうしているように感じられた。喉のどがかわく。

「来なかったな」

「馬ば鹿か者もの。劇的に現れて俺おれの胸に飛びこむ──きまっておろうが」

　竜介は言った。本人も信じていないのは明らかだった。彼の目はロビーの中をぐるぐると行き交かっている。

　おれたちはすでにゲートをひとつ、抜ぬけてしまっている。あとは飛行機に乗りこむだけだ。チケットを持たないララがここまで来る、ということは、まずありえない。

　ドイツ史上、まれに見る列車事故。列車自体が十じゆう分ぶんに減速していたため、幸いにも死者は出なかった。だが負傷者は二百名を超こえた。北ほく摂せつ高こう校こうの生徒たちも多かれ少なかれ怪け我がを負った。緊きん急きゆう入院者、多数。以後の旅程はすべてキャンセル。一応、たいていの生徒が三日以内に退院できたため、無む駄だになる航空券はほんの数枚ですんだ。

「あの子も怪我、してたもの。まだ治ち療りようしてるのかも」

「それほど重じゆう症しようではなかった。それは俺自身が確かく認にんしておる」

　竜介が彩子の言葉を否定する。

　皮肉なものだ。屋根の上にいたおれたちは、列車が脱だつ線せんしたときの軽い衝しよう撃げきでふり落とされて──結果的に、軽傷ですんだ。中にいたやつらのように「激げき突とつしてもみくちゃにされて圧あつ迫ぱくされる」というようなことはなかった。おれや彩子は気を失ったが、竜介はしっかりと受け身を取っていたらしい。

「偶ぐう然ぜん、ララが近くに倒たおれておったのだ。あの娘むすめは気を失っておったが……」

「なにもしてないだろうな？」

　昨日も同じことを訊きいたが、おれは念を押おした。

「何度言ったらわかるのだ？　俺は、そんな卑ひ怯きような手は使わん」

「噓うそつけ。そもそもの原因は、竜介が卑怯なことを考えたりしたから──」

「俺は、抜ぬけ駆がけをするような男ではない」

　言葉につまった。列車の上で、どさくさにまぎれて告白した──ララに好きと言った──おれの行こう為いを、竜介は「抜け駆け」と非難した。反論はできなかった。

「それで？」

　彩子が竜介に、先をうながす。

「──俺は残ったカネを腹から取りだし、すべてをララのポケットに入れたのだ。はちきれんばかりであった」

「そんなことはどうだっていいよ」

　現場からヤクの入ったバッグが発見された、というニュースはなかった。竜介は毎日、こちらの新聞をチェックしている。同じ外がい套とうを身につけた連中が逮たい捕ほされた、というニュースもなし。アマルが逮捕された様子もない。彼らはバッグといっしょに、うまく消えてしまったのだ。バッグは外套の連中、つまりは元の持ち主が取りもどしたのかもしれない。いまとなってはあのバッグの中身が本当にヤクだったのかさえ、定かではなかった。

「みんな。そろそろ、飛行機に乗る時間ですよ」

　ちさとの、間の抜けた声が聞こえてくる。竜介は地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「俺も想おもいを伝えたいのだ。この熱き想いを！」

「わかってる！　どうせまた抜け駆けだの卑怯だのって言うんだろ？」

　竜介は竜介なりに、真しん剣けんにララのことを想っていたのだ。どんな無茶をしてでも彼女の心をつかみたい、と思うほどに。その気持ちを否定することはできない。

「おれだって公平にいきたい。竜介にだって告白の機会はやりたいさ──それに」

　空港職員の立つゲートをじっとながめた。ララの姿は見えなかった。

「おれだって、返事は聞いてないんだ。好きだとは言ったけど、ただそれだけで……」

　結局、ララからは連れん絡らく先さきさえ聞いていない。あれだけの経験をともにしたというのに、おれたちはまた他人になった。知りあう前の関係にもどってしまったのだ。最もおそれていたことが、しっかり現実となってしまった。ララをだましていた報むくいなのか。

「終わりだな」

　おれは言った。クラスメイトたちが腰こしを上げる。ちさとの指示にしたがい、ぞろぞろと移動していく。搭とう乗じよう口ぐちが彼らを次々と飲みこむ。

「そうでもないみたい。聞けそうよ──告白の、返事」

　彩子が目をすがめる。視線の先を追った。免めん税ぜい店てんの陰かげからララの華きや奢しやな身体からだが出てきた。

　泣きたくなった。彼女の手には包帯が巻いてあった。

　隣となりで竜介が動く──ララのほうへ。負けずに足を踏ふみだしかけて、やめた。彼にだって告白する権利がある。

　竜介はララの前に立った。彼女は竜介の、包帯が巻かれた自分の手を見る視線に気づき、苦笑いを浮うかべた。

「怪け我がをしたの」

「わかっておる」

　沈ちん黙もくがあった。ララはたよりない目でおれを見てきた。おれは彼女のほうへ近づいていった。一〇メートルほどの距きよ離り。竜介が告白するには十じゆう分ぶんな時間。

「カネはどうした？」

　竜介がたずねた。またどうでもいい話だ。本題を切りだせないでいる竜介。

「返したよ。ボスに」

「足りなかったのではないか？」

「あたしが『ぜんぶボスに話すつもりだ』って言ったら、アマルのほうがあわてて。足りないぶんは出してくれたの」

　竜介は鼻で笑った。結局、告白なんてしない雰ふん囲い気きだった。気持ちが萎なえたのかもしれない。

「欲のつけを、はらわされたわけだ」

「そうだね」

「無事でよかった」

　おれは竜介の横に立ち、言った。ララはうなずいた。お互たがい、目を合わせることに抵てい抗こうがあった。

「……うん。桔きつ平ぺいも、竜介も」

　ララが、おれたちのうしろへ目をやる。

「彩子も、無事ですんで」

「あいつは殺しても死なない。そんな気がする」

　おれは言った。ララは屈くつ託たくなく笑った。

「そうだね」

「ララ。話がある」

　竜介が脂あぶら汗あせを流していた。奥おく歯ばをぎりぎりと嚙かみしめながらララを見すえる。

「カネを隠かくしていた事情については、列車で桔平が言ったとおりだ。カネも商品のバッグも手に入れて、すべてをララのために使うつもりだった。あるいはわたすつもりだった」

　竜介が息を吸いこむ。

「ララ。俺は──」

「ありがとう」

　ララの身体からだがふっと、浮きあがるように動いた。次の瞬しゆん間かんにはおれと竜介の間に立ち、背をのばし、左右の腕うでをおれたちの首に巻きつけていた。顔と顔がふれあいそうな位置にあった。仰ぎよう天てんし、息をすることも忘れた。

「わかってた。竜介と桔平の気持ち……気づいてはいたの。確信はなかったけど」

「ララ──」

　おれと竜介。同時に首をまげ、ララの横顔を見つめた。

「あたりまえだわ。あれで気づかないようなら、本物の馬ば鹿かよ」

　彩子が腕を組みながら歩いてきた。うしろへ、わずかに顎あごを動かしてみせる。

「ちさとには言っておいたから。少しだけなら、待ってくれるみたい」

「いつから……？」

　おれはララに、やっと言った。彼女のぬくもりを肌はだに感じた。

「ホテルの部屋を調べてたら、外がい套とうのやつらが来て、いっしょに逃にげて……あの頃ころから。もっと前だったような気もするけど」

　よくわからなかった。彼女といたのはほんの数日だ。なのに、ずいぶんと長くいたように感じられる。

「あたしもふたりのこと、好きだった。もちろん彩子のこともだけど……とにかく、離はなれるのはさびしいな、と思ってた。──でもね」

　おれたちの首にからませた腕。かすかに力が加えられた。

「いろいろと考えたの。ふたりは、こまってるあたしを見て、あわれんでいただけなのかな……とか」

「そんな──」

「聞いて。だって、あたしが知らないことを、ふたりはみんな知ってた。それが大だい前ぜん提ていの関係──そんなの、自然じゃないよ」

　こまっているララ。おれたちの助けを必要としているララ。そんな状じよう況きようがあったからこそ、おれたちは彼女のことを好きになった。

　手を差しのべてくれるふたり。たよりになるふたり。そんな状況があったからこそ、ララはおれたちに好印象を抱いだいた。そういうことか。

「でも、人との関係ってそういうもんだろ？　偶ぐう然ぜん、なんらかの環かん境きようがあって、その中で相手のいろんな面が見えて……それで、好きになったり、そうならなかったりする。ごくごく自然なことじゃないか」

「相手のいろんな面を見たわけじゃなかった。特別な環境があって、その環境が相手を好きと思わせただけ──そんな気がして怖こわいの」
















「そんな馬ば鹿かな話があるか！」

　竜介が言う。ララが軽くほほ笑えむ。

「あたしはずっと世話になる立場だった。同じ、対等な立場でふたりを見たことがなかった。こんな状態で、どっちかを選ぶなんてできない。だから、いまはゆるして。いつかふたりと対等になれたら──なれるだけ成長できたら、そのときは、会いにいくから」

　ララは、自分がずっと下の立場だった、ただ躍おどらされているだけの立場だった、と思っている。だがそんなのは噓うそだ。まったく逆の話だ。

　おれたちは彼女に夢中だった。だからこそ状況に逆らえなかった──それだけのことだ。彼女のほうが常に、おれたちの上にいたのだ。

「ララ。おれはただ流されたわけじゃない……と思う。旅の高こう揚よう感かんと恋れん愛あい感情をはきちがえていたとか、そんなんじゃない。本当に好きになったんだ」

「ララは独自性を持っておる。状況云うん々ぬんなど関係ない。ララに代わる存在はないのだ──俺にとって、運命の相手だ」

　竜介が言う。

　ララは、おれたちを抱だく腕うでに力をこめた。さらに強く。

「でも、遠いな」

　かすかなつぶやき。あきらめを感じさせる声だ。遠い──ドイツと日本との距きよ離り。ララとおれたちとの距離。彼女自身がおれたちを求め、そして、それをあきらめた。その宣告でもある。もう、どうすることもできない。




　最後のゲートを抜ぬけ、ジェット機へと続く通路を歩いた。何度もふり返りながら歩いた。ずっと待っていたちさとは、おれたちをせかした。だがおれと竜介は反はん抗こうし、可能なかぎりゆっくりと歩いた。ララは照れくさそうに笑いながら、上目づかいに、ずっとおれたちを見ていた。少し泣いたのかもしれなかった。

　窓側の席は彩子がゆずってくれた。そこからはうまい具合に空港の建物が見えたが、ララがどこにいるのかはよくわからなかった。

「なあ。おれたち、ふられたわけだろ？」

　手の中の紙をもてあそびながら、隣となりの竜介に言った。紙にはララの住所が書いてあった。だが彼女は「すぐに変わるかもしれない」と言った。おれたちもメモ帳の切れ端はしに住所を書いてわたしたが──彼女が捨てないでいてくれることを願うばかりだ。

「結果的にはそうなるな。俺は運命の相手を逃のがした」

　彼はさっさとアイマスクをつけ、座席を後方へ倒たおした。

「竜介も落ちこんだり、するんだな」

　もう一度、窓の外を見た。ジェット機の振しん動どうをあらためて感じた。

「迷めい惑わくをかけただけだった。ララに」

　だが楽しかった。離はなればなれになると思うと、胸の奥おくに、なにかに嚙かまれるような鈍どん痛つうが湧わいた。

　ララのことを思うと、その胸が、少しだけ温かくなった。


（終）
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　寿す司しが大好き！　秋口ぎぐるです。

　久々の新作、〈少女と噓うそとボストン・バッグ〉をおとどけいたします。
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　ドイツの犯罪映画に影えい響きようを受けて書いた作品ですが、本作はむしろアメリカ／ハリウッド映画的（のはず）。事実関係が複雑に入り組んだクライム・サスペンス的な構成はもちろんですし、特にラスト、走る列車の屋根上でのアクション・シーンなどはそうでしょう。

　そうそう、影響を受けたと言えば、中ちゆう盤ばんの「少女の手を引きつつ見知らぬ街を駆かける」といったシーンは、宮崎駿はやおアニメ〈ラピュタ〉大好き！　という趣しゆ味みが丸だしです。

　おれは「好きな作品の好きな要素はできるかぎり取りこんでいきたい！」という方ほう針しんで書いているのですが、いかがなものでしょうか。
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